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1.は じめに
1-1本 稿の 目的と構成
タイにおける近代国家の形成 はチャク リー改革によって果た され た。それ ゆえ、タイの近
代国家形成 を理解す るには、チャク リー改革がいかなる性 格を備 えていたのかが明 らかに さ
れ なけれ ばな らない であ ろ う1。チ ャク リー改革の重要な成果 としてもっとも耳 目を引いてき
たのは中央省庁の再編 と領域支配 の確立であった。 しか しなが ら、中央省庁が何で も屋 か ら
i永井【1995】は欧米にお けるチャク リー改革研究の動向を手際 よくまとめてお り参考になる。
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専門屋へ と再編成 され特定の職務 を専門的に こなす よ うにな ることや 、中央政府の支配が全
国に一元的に及ぶ よ うにな ることは、早晩いず こで も生 じた ことであ り、タイ に特徴 的な現
象 とはいえない。 これに対 して、チャク リー改革の も う1つの大きな特色で ある王権の強化 は
19世紀後半以後の世界 では どち らか といえば異例 なこ とであった。 しか もタイの歴 史にお い
てもそれ は稀有な ことであったよ うである。本稿 がチ ャク リー改革 を捉 える視角 として王権
強化 を取 り上げる理由はここにある。
この時期 の王権 強化 は大 臣の顔ぶ れが プーマ4世王時代G851～1868年)以前 と5世王時代
(1868～1910年)以後、 とりわけ1880年代後半を境 目として大きく変化す ることによってはっき
りと確認 しうる。 貴族 に よって独 占 されていた大臣ポ ス トの大半が親王に よって占め られ る
よ うにな るのであ る。 これは、1782年のラ ッタナ コー シン朝創設以来貴族 の間に埋没 しが ち
であった弱体な王権 を、5世王が強化 したことを意味 している。そ こで成立 した絶対王政 ある
いは親王支配体制は、6世王(1910～25年)や7世王(1925～35年)へと継承 され た。
こ うした王権の強化が1890年代 以後の改革のための手段 であったのか、あ るいはそれ 自体
が 目的 となっていたのかにつ いては議論 の余地 のある ところである。 しか しなが ら、王権 の
強化 とい うのは動 か しがたい事実であ り、タイ研 究の常識 である。 常識であるせいか、5世王
時代か ら立憲革命 までの時期 の閣僚の具体的 な顔ぶれ となる と、意外な ことに、その全体像
をま とめた資料集や研 究成果 は、 タイにおいて さえ、存在 しない。存在す るのは、特定の省
の歴代大 臣 リス ト、あるいは特定の時点(たとえば1892年、1910年、1925年、1932年とい った
政治の節 目になる時点)の閣僚 リス トのみ である【たとえばChamvitI976]。つま り親王支配体制
とは、タイの内外 において 、従来印象論的に語 られ、常識 と見な され てきた にす ぎないので
あ る。
本稿 は親王支配体制の成立 と維持 とい うこの常識 の虚 実を検証す ることによ り、 タイの近
代国家形成の特色を考察す る ことを 目的 と してい る。 全体 の構成は、まず1892年か ら1932年
にかけての閣僚全員の氏名 と就任 ・退任年月 日を 『官報』 な どに掲載 され る布告 に依拠 して
調 べ、次に親 王 と非親王に分 けて全員の経歴 を主 として各 自の葬式本 に基づいて整理す る。
本稿 は紙幅 の大半 をこの2つの作業 に費やす ことにな り、その意味 で資料集 的色合 いを濃 く
持ってい る。 それ続いて、そ うしたデー タを基礎 としなが ら、大臣の登用がいかな る基準に
基づいて行われていたのかを考察す る。閣僚の登用が能力に基づいて行われていた とすれ ば、
親 王支配体制は改革や近代化 とい う目的を達成す るための手段 であった可能性 が高い。逆に、







本稿 には王族や官僚 が多数登場す る。 タイ の王族 には独 自の位階序列があ り、また官僚 に
ついても対象 とす る1932年以前 の時期 には独 自の位 階勲等制度があった。 以下の叙述の理解
を助 けるために、そ うした位階序列や位階勲等をあ らか じめ簡単に説明 してお きたい。
官僚の位階勲等(yotbandasak)には、下級 か ら順 にクン(kh㎜)、ル ワン(1uang)、プ ラ(phm)、プ
ラヤー(phlaya)、チ ャオ プ ラヤー(caophraya)、ソムデ ッ トチ ャオプ ラヤー(somdeむcaophI3ya)と
いった ものが あった。 この位階勲等は、独 自の名称が用い られた国王の近習(mahatlek)2を唯一
の例外 と して、行政官 と軍人に共通 して用い られた。個別の官僚は出世に したがって次第 に
位階勲等が上昇す る。 ソムデ ッ トチャオプ ラヤーは例外的に3名だけに授与 され たものであ り、
通常はチャオプラヤーが最高位 であ り、それは大臣 クラスの位 階勲等 である。 この位 階勲等
とセ ッ トに して用い られた ものに欽賜名があ る。 具体例 を見た方が分 か りやすいであろ う。
ボー ン ・チャール チンダーの事例 を見てみ よ う。彼 はまず1885年10月27日に5世王 の近習 と
なってナーイ ロー ンチ ャン(nairongchanX参考までに異動時 の給与の金額 をあげお くと、当初
は年給60バー ツ)、翌年10月14日にはチ ャーハ ーオユ ッタカー ン(年給120バー ツ)の官位 を授 与
された。1887/8年(1940年までタイの新年 は4,月1日か ら始 まっていた。 タイ語 原文に暦年 のみ
が記載 され 、月 日が抜 けてい る場合 には、西暦年 を特定で きない。 それ ゆえ本稿では、前後
の文脈 な どか ら特定 しうる場合 を除いて、見苦 しい ことを承 知の上 で この仏暦2430年=西暦
1887/8年の ごとく、2年度にまたがった表記 を してい る)大蔵省 に移 り(月給60バー ツ)、1891年
ll月1日プラ ・シ リアイヤサワン(月給240バー ツ)の欽賜名を授与 され た。彼の場合にはル ワン







160バーツ)、1898年1月2日プ ラヤー ・ウタイモ ン トリー(月給240バー ツ)の欽賜名 を授与 され
た。1912年7月15日には位 階勲等はプラヤー のままで新 たにプラヤー ・スラボーデ ィン(月給
900バーツ)の欽賜名 を授 与 された。そ してついに1925年ll,月11日にはチ ャオプ ラヤー ・スラ
ボーデ ィン トー ンス リン トー ンル ーチャイG700バー ツ)の欽賜名 を授 与 され た[Phunphitsamai
1955:c-n]o
他方 、王族は世代 ごとに位が異なっている。 まず国王の子 である親 王 ・内親 王(phraongcao)
については、正室 あるい は高位 の王族 を母親 とす る場合 にはチ ャオ ファー(cao鋤とい う称号
を与え られ る。親 王は、通 常、執務可能な年齢 に達す る と、 クロム(krom)を与え られ る4。そ
れ は一人前 と認 め られ たに等 しい。 この クロム はムー ン(mun)、クン(㎞un)、ル ワン(1㎜g)、
プ ラ(phra)、プラヤー(phraya)といった序列 とセ ッ トに して与え られる[Sinlapakonl983:100]。こ
れ らの序列は一般 の官僚 に授 与 され る位階勲等 と同種の ものであ り、年齢 と功績(+生母の身
分)に応 じて次第 に上昇 して ゆく。5世王時代 の内務大 臣と して有名 なダムロン親王 の例 をあ
げてお こ う。彼は4世王の第57子であ り、母親 はプラヤー位の官僚の娘であ り王族ではないの
で、チ ャオファー位 の親王ではない。幼名(本名)はデ ィッサ ウォーラクマーン といい、1886年
24歳で クロマムー ン ・ダ ムロンラーチャーヌパープ とい うムー ン位 の クロムを授与 され、そ
の後ダム ロンラーチャー ヌパー プの名前は変わ ることな く、位 階だけが1909年には クロマル
ワン、1911年にクロムプラ、1929年にクロムプ ラヤーへ と上昇 した。
次に親王の子 ども、つ ま り国 王の孫 はモムチ ャーオ(momcao、略号M.C.)である。その子 ど
もつま り国王の曾孫はモムラー チャ ウォン(mommtchawong、MR.W.)である。 さらにその子 ど
もの世代 はモムル ワン(momluang、M.L)である。M.Lの子 どもはもはや特別 な称号を もたず、
ただ単に苗字の末尾にナ ・アユ ッタヤー を付 して、王族 の末喬である ことが示 され るに とど
まる。 この苗字は原則 と して各親王 ご とに与え られ るもので ある(子孫がい る場合 に限 ること
は当然である)。例外的 に、チ ャオファー位 の親 王の子 どもの中には生 まれなが らに親王 ・内
親 王の位 を与え られ るものがいた。 この場合その子孫の序列は国王の子孫 と同様 とな り、子
どもが親王 ・内親王、孫がM.C.とい った ことになる。以上の王族の序列 は男女に差がな く、
女性の場合結婚 して も序列 ・称号を維持す る。ただ し、一般的には女性 は 自らよ りも身分の
低 いもの と結婚す ることは少 ない。 とりわけ内親 王の場合には、後述 のよ うに、同等以上の
4ただ し、少数なが ら内親王で もクロムを与え られ る事例 がある。
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身分の伴侶 を得 ることが ほぼ不可能であった5。
なお、王族は、た とえばM,Cから親 王へ とい うよ うに、特別 に序列ゐ上昇を認 め られ るこ
とがある。本稿 で対象 とす る時期 に閣僚に就任 したMC.は全員が親王に格上げ されてお り、
さらにクロム位 を授与 され たもの もい る。 逆に、MC以 上 の王族は官僚や軍人になってもプ
ラやプラヤーな どといった位階勲等は授 与 され ない。また、同様に本来は生まれ なが らに決
まってい るチャオファー位 について も、事後的 に授与 され る ことが ある。通常の用法では王




伝統的 なタイの官庁 はいずれ もクロム(krom)と呼 ばれていた。 クロムには様 々な レヴェル
のものがあ り、上は省か ら下は課あるいは係 に至 るまで、すべ てが クロム と総称 されていた。
組織図でいえば、クロムの下に クロムが あ り、その下に さらにクロムがある といった ことに
なっていた。そ して一般 的に各 クロムの長 はチャオ ・クロム(cao㎞om)と呼ばれていた。
これ らの クロムの中で省 に相 当す るもの は6つあった。マハー タイ(maha曲ai、北部省)とカ
ラーホー ム(ka豆ahom、南部省)の2大省、そ してプラクラン(phra㎞亘ang、大蔵 ・通商 ・外務省)、
ワン(wmg、宮 内省)、ナー(na、農 業省)、ムアン(muang、首都省)の4省である。それぞれの大
臣はチ ャオプラヤー とい う官僚 としては最高の位 階勲等 を付与 され た。 さらに各省 の長 には
おおむね一律 の官職 名が与 えられ ていた。ムア ン大臣な らチ ャオプ ラヤー ・ヨムマラー ト、
ワン大臣な らチ ャオプ ラヤー ・タムマーテ ィコー ン、ナー大臣な らチャオプラヤー ・ポ ンラ
テープ、プ ラクラン大臣な らチャオプラヤー ・プ ラクランといった具合で ある。
これ らの6省の大臣 については、1782年のラ ッタナ コー シン王朝創設か ら1892年の中央省庁
改革までの時期に関す る一覧表が ワイヤ ッ トによって完成 され てい る[Wyad994128-30】。 こ
の一覧表 には訂正の余地が多少あ るよ うであるが 、本稿の焦 点は1892年以後 にあるので、 こ
こでは訂 正を加 えず、彼の研究成果 をそのまま紹介す ることに より、当時の閣僚の顔 ぶれ を
確認 してお きたい(表A-1～6参照)。
5生まれ なが らの内親王で、国王以外のもの と結婚 したのは、現国王9世王(在位1946年～)の内親王が最
初 と思われ る。
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表A-1マ ハ ー タイ 大 臣 、1782-1892年
1782-1805チャオプラヤー ・ラ ッタナ ビパ ッ ト(ソ ン ・ソンテ ィラッ ト)
1809一 チャオプラヤー ・ラ ッタナティベー ト(ク ン ・ラッタナ クン)
一1827チャオプラヤー ・アパイプー トー ン(ノ ーイ ・ブンヤ ラッタパ ン)
1827-1849チャオプラヤー ・ボーデ ィンデーチ ャー(シ ン ・シンハセーニー)
1849-1863チャオプ ラヤー ・ニコーンボーデ ィン(ト ー ・カンラヤーナ ミッ ト)
1863-1878チャオプ ラヤー ・プー タラーパイ(ヌ ッ ト・ブンヤ ラッタパン)
1878-1886マハーマー ラー親 王
1886-1892チャオプ ラヤー ・ラ ッタナボーデ ィン(ブ ンロー ト・カンラヤーナ ミッ ト)
1892-1915ダム ロンラーチャーヌパープ親王
表A-2カ ラー ホ ー ム大 臣 、1782-1892年
1782-1787チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・マ ハ ー セ ー ナ ー(プ リー)
1787-1805チャオプ ラヤー ・マハセーナー(ブ ンナーク)
1805-1809チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・マ ハ ー セ ー ナ ー(ピ ン ・シ ン ハ セ ー ニ ー)
1809{1811?)チャオプ ラヤー ・マハーセーナー(ブ ンマー)
(1811》1822チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・ウ ォ ン サ ー ヌ ラ サ ッ ク(セ ー ン ・ウ ォ ン サ ー ロー ト ・ナ ・
バ ー ン チ ャ ー ン)
1822-1824チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・マ ハ ー セ ー ナ ー(ブ ン サ ー ン ・ナ ・バ ー ン チ ャ ー ン)
1824-1830チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・マ ハ ー セ ー ナ ー(ノ ー イ ・シ ー ス リヤ パ ン)
1830-1851チ ャオプラヤー ・プ ラクラン(デ ィッ ト・ブンナーク)
1851-1869チ ャオプラヤー ・シース リヤ ウォン(チ ュワン ・ブンナー ク)
1869-1888チ ャオプラヤー ・ス ラウォンワイヤーヌ ワッ ト(ウ ォーン ・ブンナー ク)
1888-1894チ ャオプラヤー ・ラッタナテ ィベー ト(プ ム ・シーチ ャイヤン)
表A-3ム ア ン大 臣 、1782-1892年
1782-1785チャオプラヤー ・ヨムマラー ト(トー ンイ ン)
1785-1787チャオプラヤー ・ヨムマラー ト(ブ ンナー ク)
1787-1809チ ャオプラヤー ・ヨムマ ラー ト(ブ ンマー)
1809一 チ ャオプラヤー ・ヨムマ ラー ト(ノ ーイ ・ブンヤラ ッタパン)
チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・ヨ ム マ ラ ー ト(ノ ー イ ・シ ー ス リヤ パ ー ハ)
一1825チ ャオプラヤー ・ヨムマ ラー ト(チ ム)
1825一 チ ャオプラヤー ・ヨムマ ラー ト(ト ー ンプーン)
チャオプラヤー ・ヨムマ ラー ト(セ ーン)
{1838)チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・ヨ ム マ ラ ー ト(ブ ン ナ ー ク ・タ ケ ー タ ッ プ ・ヨ ム ナ ー ク)
イ1851)プ ラヤー ・ピチャイチャニ ッ ト(ク ンネー ン)
(1851}チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・ヨ ム マ ラ ー ト(ト ー ン ス ッ ク ・シ ン ス ッ ク)
一1863チ ャオプラヤー ・ヨムマ ラー ト(ヌ ソ ト ・ブンヤラ ッタパン)
1863-1865チャオプラヤー ・ヨムマ ラー ト(クル ッ ト)
1865-1871チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・ヨ ム マ ラー ト(ケ ー オ ・シ ン ハ セ ー ニ ー)
1871-1876チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・ヨ ム マ ラ ー ト(チ ュ ー イ ・ヤ マ ー パ イ)




委員会:ナレー ト親 王、サ ワッ ト親王、プラヤー ・テーププラチュン(プ ム ・シー
チャイヤ ン)、 プラヤー ・タムマサーンニテ ィ(タ ー ト・アマー タヤクン)
ナ レー トウォーラ リッ ト親王
表A-4ワ ン大 臣 、1782-1892年
1782-1785チャオプラヤー ・タムマーティコー ン(ブ ンロー ト・ブンヤラッタパン)
1785一 チャオプラヤー ・タムマーティコー ン(ト ーンデ ィー)
一董809チャオプ ラヤー ・タムマーテ ィコーン(ソ ッ ト)
1809-1824チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・タ ム マ ー テ ィ コ ー ン(テ ー ト ・ナ ・バ ー ン チ ャ ー ン)
(1824-1851)チャオプ ラヤー ・タムマーテ ィコー ン(ソ ムブン ・バン トゥック)
185ト186藍チャオプラヤー ・タムマーティコー ン(ス ア ・ソンテ ィラ ッ ト)
1861-1869チャオプ ラヤー ・タムマーテ ィコーン(ブ ンシー ・ブンシ リ)
1869-1882チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・タ ム マ ー テ ィ コ ー ン(マ ン ・ ソ ン テ ィ ラ ッ ト)
1882-1887プラチ ャックシンラパーコム親王
1887-1896マ ヒッ トラーチャハ リタイ親王
表A-5プ ラ ク ラン大 臣、 藍7824892年
1782-178xチャオプ ラヤー ・プ ラクラン(ソ ン)
一置805チャオプラヤー ・プ ラクラン(ホ ン)
1805-1809チ ャオプラヤー ・プ ラクラン(ク ン ・ラッタナ クン)
1809一 チ ャオプラヤー ・プラクラン(コ ーン)
一1822チ ャオプラヤー ・.プラクラン(ブ ンサー ン ・ナ ・バー ンチ ャーン)
1822-1851チ ャオプラヤー ・プラクラン(デ ィ ッ ト・ブンナーク)
1851-1865チ ャオプラヤ ・テ ィッパー コーラ ウォン(カ ム ・ブンナーク)
1865-1869ウォーラチ ャックタラーヌパー プ親王
1869-1885チ ャオプラヤー ・パー ヌウォンマハー コーサーテ ィボーデ ィー(ト ゥアム ・ブ ン
ナー ク)
1885-1923テー ワウォンワローパ カーン親 王
表A-6ナ ー 大 臣 、1782-1892年
1782-1805チャオ プラヤー ・ポンラテー プ(ピ ン ・シンハセーニー)
1805-1810チャオ プラヤー ・ポンラテープ(ブ ンナー ク ・バー ンメー ラー)
1810一 チャオプラヤー ・ポンラテープ(サ コン)
181x-182xチャオプラヤー ・ポンラテープ(ト ーンイ ン)
182x-c1850チャオプラヤー ・ポンラテープ(チ ム)
c1850-1851プラヤー ・シーハテープ(ト ー ンペ ン)
1851 チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・ポ ン ラテ ー プ(イ ア ム ・チ ュ ー トー ・ナ ・バ ー ンチ ャ ー ン)
1851-1869チャオプ ラヤー ・ポンラテープ(ロ ン ・ブンロン)
1869-1874プ ラ ヤ ー ・ア ー ハ ー ン ボ ー リ ラ ッ ク(ヌ ッ ト ・ブ ン ロ ン)
1874-1886チャオプ ラヤー ・ポンラテープ(ブ ンロー ト・カンラヤーナ ミッ ト)
1886-1888チャオプ ラヤー ・ポンラテープ(プ ム ・シーチャイヤン)
1888-1892プラヤー ・パーサ コー ラウォン(ボ ーン ・ブンナー ク)
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出典:ワイヤ ッ ト作成の一覧表 を転載 した[Wyam994:128-130]6
これ らの表で、欽賜名の後 に括弧の中に表記 されているのは各大臣の本名 である。た とえ
ば初代マハータイ大 臣の ソン ・ソンテ ィラ ッ トは ソンが名 、 ソンテ ィラッ トが苗字で ある。
一瞥 してただ ちに気づ かれ るのは、ブ ンナー ク、シンハセーニー、 カン ラヤーナ ミ ソ ト、
ナ ・バー ンチャー ン、 ソンテ ィラッ ト、ラ ッタナ クン、ブンヤ ラッタパ ンといった苗字 をも
つ ものたちが複数登場す るこ とで あろ う。 これ らは官職 貴族 である。 と りわけブンナー クー
族が多 く、 ワイヤ ッ トの研 究 によって、 このブ ンナー クを筆頭 とす る貴族 たちは王族 を交え
て複雑な姻戚関係 を形成 していたことが明 らかにされている[Wyam994]。
これに対 して、5世王治世が始 まる1868年以前には、大臣に、親王 どころかそ もそ も王族 が
ほぼ皆無であることも注 目すべ き事実である。貴族の中でもナ ・バー ンチャー ンは1世王の王
妃の実家の家 系であ り、ブ ンナー クな どの貴族 も娘を国王 に嫁がせ ている。 しか し、すべて
の省 を見回 して も最初に登場す る王族は1865年とい う4世王治世末期にプ ラクラン大臣 に就任
した ウォー ラチャ ック親 王7であ ることは留意 され るべ きである。それ に対 して、5世王時代
に入 ると親王が徐々に増 えて くることも注 目され る。
もっ とも4世王時代 以前に も、2世王時代には親 王が各省 を管轄(kalnkap)する とい う事例 が
あった。それが実権 を伴 ったポス トであった とい う解釈が成 り立たないわけではないが8、ダ
ム ロン親王はその役割 を大 臣の相談役 と判断 してお り[Damrongrachanuphapl983:80-2]、さらに
当時の王家の権力が相対的 に弱か ったことを考慮す る と、おそ らく象徴的なポス トにす ぎな
か った と考えるべきであろ う。本 当に実権 を望む な らば、大臣でなければな らなかったか ら
である。 この よ うに王族 が大臣に少 なかった ことについては、国王が意図的に王族 の登用 を
避 けていた、あるいは王族は行政実務には携わ らなかった といった解釈 も成 り立っで あろ う。
6『大蔵省100年史』に よれば、大蔵省(KromPh【aklangmahasomb的の設置 は1875年4月14日であ り【Suket
l978:75]、1892年までの大臣は1876～86年チャオ ファー ・マハーマー ラー親王(4世王異母弟)、1886～92
年チャオ ファオー ・チ ャー トゥロンラッサ ミー親王(5世王実弟)、それに続いて1893年3月21日か らナ
リッ ト親王(5世王異母弟)と記 されているμbid.:441。それゆえ、ワイヤ ッ トの一覧表は旧プラクラン省の
外務省部分の大臣を記載 していることになる。
72世王の親王で、4世王の異母弟にあた る。プラーモー ト家 の始祖。
8これはタイ経済史家 ソムポ ップ ・マーナランサン氏が、本公募研究研究会の席 上で述べた見解で ある。
しか し、ニテ ィの実証的な研 究が明 らかに しているよ うに、 トンブ リー時代か ら4世王期までは、ア
ユ ッタヤー時代以来の貴族グルー プが共同支配を行 っていたのであり、チ ャクリー王家は同輩者 中の筆
頭者 にすぎなかったことを見逃す ことはできない[Nithil982;1986】。 ニテ ィはアユ ッタヤー時代でも、17







2-2.1892年以 後 の 中央 省 庁組 織 の 変遷
マ ハー タイ省 とカ ラー ホー ム省 を中 心 とす る6省 は決 して機 能別 に分 か れ て い たわ け で は な
く、徴 税 、 司法 、 地 方行 政 な どの機 能 は複 数 の省 が担 当 して いた。 これ が5世 王時代 に は機 能
別 に分 かれ た 西 洋風 の 近代 的 な体 制 へ と変革 され て行 く こ とに な る。 そ れ が 中 央省 庁 にお け
るチ ャ ク リー改 革 で あ った 。
大蔵 省 と外 務省 が プ ラ クラ ン省 か ら独 立 し、 文部 省 や 戦 略省 な どが 新 規 に設 立 され た 後 、
1892年に一 挙 に正 式 に12省体 制 へ と移 行 した。 名 称 も ク ロ ムか らク ラ ス ワン(㎞suang)に改 め
られ 、大 臣 の名 称 もセ ー ナ ー ボー デ ィー(senabodi)へと変 更 され た9。それ と同 時 に ク ロム は 部
局 レヴェル で も再 編 成 され 、今 日的 な意 味 で の 局 の 長 は ア テ ィ ボー デ ィー(athibodi)と呼 ば れ
る よ うに な り、 チ ャ オ ・ク ロム(caokrom)やパ ラ ッ ト ・ク ロム(pa1田㎞om)が長 を務 め る部 や 課 と
は 区別 され る よ うに な る。 具体 的 に は アテ ィボー デ ィー ・クラ スの ク ロム(㎞mchana出ibodi)、
チ ャ オ ・クロム ・ク ラス の クロ ム(kromchancaokrom)とい う名 称 が使 わ れ るよ うにな る。
さて 、1892年に 発 足 した12省 と は 、 マ ハ ー タ イ 省(㎞suImgmaha賃hai)、首 都 省(当 初 は
㎞s㎜gmuang,、 後 にkrasuEmgna㎞onban)、文 部 省(㎞suangthammakan)、外 務 省(㎞suang
kan倣gprathet)、建 設 省(㎞asuangyothathikan)、大蔵 省(㎞asuangphraklangmahasombat)、農 商 務 省
(㎞suagnka3etphanit)、御 璽 省(㎞suangmurathathon)、宮 内省(㎞asuangwang)、法 務 省(㎞suang
yudtham)、カ ラー ホ ー ム省(㎞suangkalahom)、戦 略 局(=陸 軍省)G(romyu曲anathikan)であ った。
加 えて 、 国 王官 房 長 官(ratchale㎞anukan、後 にratchale㎞athik田1)も大 臣待 遇 で 閣 議へ の 出席 を認
め られ て い た ので 彼 も含 め て13名の 大 臣 が存 在 して いた と考 え る のが 正 確 で あ ろ う。 マ ハ ー
タ イ省 は1894年に は地 方 行 政機 能 を 一 元的 に担 当す る よ うに な って 内 務 省 の 実 体 を備 え る よ
うに な り、同 時 に カ ラー ホ ー ム省 は海 軍 を 管轄 す る国防 省 とな った(陸軍 との関 係 は 後 述)。
9セーナーボーデ ィーが大臣、アテ ィボーデ ィー が局長の意味で使 われ るようにな ったのは5世王治世以
後 である。た とえば1873年発行のブラッ ドレー編纂 のタイ語辞典は、セーナーボーデ ィーは 「軍隊の高
級指揮官」【Bmd1剛1873:691】、アティボーデ ィー は 「超大物」口bid.二794】と説 明 してい る。ただ し、この
新 しい用 法は 】892年以前 に始まっていた ようで ある。
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その後 これ らの省 は以 下の よ うな変遷 を辿 ることになる。
1932年に至 るまで省の レヴェルで改廃 を経験 しなかったのは外務省 、宮内省、法務省の3省
である。 首都省は1922年8月1日に内務省に統合 された。 文部省は1919年1月14日に宗教関係 の
業務 を切 り離 して教 育省(㎞suImgsuksathik田】)とな り、26年4月1日に再び宗教 も管轄す るよ う
になって名称を文部省 に復 した。建設省 は1912年4月1日に運 輸省(㎞suang㎞ammanakhom)と
名称 を改め、26年4月1日には商業省 と合併 して商業 ・運輸省(㎞suangphanitlae㎞ammana㎞om)
となる。農商務省は早 くも1897年3,月14日には大臣の辞任に伴 って大蔵省 に統合 され、1899年
9月2日に農務省(㎞suangkase仕athikan)と名称 を改めて独立 した。運輸省 と合併す るこ とになる
商業省 は1920年8月2日に大蔵省か ら省相 当の組織 として独立 した商業普及会議(saphaph㏄phae
phImit)が前身であ り、1923年1月17日に正式に商業省(㎞suImgphanit)となっていた。そ の商業
省 が1926年に運輸省 と合併 したので ある。御璽省 は1896年9,月23日に国王官房 に吸収 され 、
1912年4月1日に再び御 璽省 として独 立する。 しか し、1926年4.月1日に再び国王官房 に統合 さ
れ る。その国王官房 は立憲革命 直前の1932年4月7日に名称 を御璽省へ と変更す る。
1887年4月8日陸軍 と海軍の両方 を管轄す る部局 として戦略局(kromyu紬allathikan)が設置 され
た[Kalahoml953:178-80】。総裁は名 目上は幼少 の皇太子であったが、実際には5世王の実弟 ク
ロムプラ ・パーヌパ ンウォン ウォーラデー ト親 王が総裁 を務 めた(本稿 では王族や官僚 の位 階
名称 は、原則 として、就任 当時 の もの を用 い る)lo。90年4月1日には戦 略局(krom)を戦略 省
(krasuang)へ格上げ したll。92年4,月1日には これ を改組 して、海 軍をカラー ホー ム省所轄 に移
し、陸軍のみを戦略局所轄 とした。 同時に、戦略局は行政的 にはカラーホー ム省所轄の局な
が ら、その長である総裁=陸軍総 司令官は大臣相 当のポ ス トとされ 、閣議 への出席を認 め られ
るこ とに な った。 陸 軍省 は1910年12月ll日に カ ラー ホ ー ム省 に統 合 され 、逆 に海 軍省
(krasuImgdlahanrua)カヨカ ラーホー ム省 か ら独立す る。言い換 えると、カラーホーム省 はこの時
点で海軍省 か ら陸軍省に転換 した とい うことになる。 この改組 に伴 って、陸軍海 軍 とも総 司
令官のポス トは廃止 され 、大臣 と次官 を除 くいわゆる 「制服組」では参謀長 が最高のポス ト
lo前述の ように、王族や官僚の位 階や欽賜名 は栄達に応 じて次第に変化 してゆく。 軍人の階級 と同様で
ある。当人の最終的な位 階よ りも、ある官職へ の就任 ・在任 当時の位階 を記載 した方が、官職 と位階の
関係が明確になるので、本稿 では原則 として当時の位階を記載す ることに した。
U初代大臣はクロムプラ ・パーヌパ ンウォンウォーラデー ト親王、陸軍総 司令官はチャオプ ラヤー ・ス
ラサ ックモ ン トリー、海 軍司令官はク ロマ ムーン ・プラープポーラパ ック親 王 とい う布 陣で あった
[lbid.:181]o
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図1省 の 変 遷 、1892～1933年
となった12。しか し、1931年ll月8日に海軍省 はカラー ホーム省 に統合 され、名実 ともに初 め
て国防省 となったカ ラー ホーム省 が陸軍 ・海軍の両方 を管轄す ることにな る13(図1参照)。
2-3.1892～1932年の閣僚
次に以上の新 しい省 あるいは省相 当の組織の長 である大臣の顔ぶれの変遷 を調べてみる。
2-3-1.首都省(旧ムアン省)
首都省 は 旧6省の うちの1つであ り、1886年には大臣に代 えて委 員会が設置 され てい た。
1892年4月藍日をもってこの委員 会は廃 止 され、5世王の弟で委員の一人で あった クロマ ムー
ン ・ナ レー トウォー ラ リッ ト親 王が大臣に就任 した[RKA9:25-81。親 王は1907年12月5日大臣
ポス トを交換す る形で建設 大臣 に転 出 し、建設大 臣であったプ ラヤー ・スクムナイヤ ウィ
ニ ッ ト(パン ・スクム、1908年11月29日チャオプ ラヤー ・ヨムセ ラー トの欽賜名)が入れ替わ り
で首都 大臣に就任 した[RKA24:888-9]。彼 は1922年8月1日に首都省 と内務省が合併す るまで首




ク ロ マ ム ー ン ・ナ レー ト ウ ォ ー ラ リ ッ ト親 王
プラヤー ・スクムナイヤ ウィニ ッ ト(パン ・スクム)
2-3-2.内務省(マハー タイ省)
内務省 は旧来の6省の うちの1つであ り、名称をそのまま引き継いでいる。北部(といっても
狭い意 味での北部ではな く、チャオプ ラヤー流域 の旧デルタ地域以北)の司法、徴税 、治安維
持、軍事、地方行政 な ど総合的 な地方行政 を担 当 してきた省 が全国の地方行政 を担 当す るよ
うになったのであ る。 旧来のマハー タイ大臣はサムハナー ヨックと呼ばれ 、1892年4月1日の
時点ではまだチャオプ ラヤー ・ラ ッタナボーデ ィン(ブンロー ト)が健在であった14。このた め
新省発足にあたって彼 を無任所高級大 臣(senabodiyaimaipracam㎞suang)に棚上げ し、教育局
長であった5世王の弟 クロマムー ン ・ダム ロンラーチ ャーヌパープ親 王が大臣に任命 された
[RKA9:25-8]。1913年4月12日プラヤー ・マハーアムマータヤーテ ィボーデ ィー(セン ・ウィラ
ヤシ リ)が内務副大臣に任命 され[KR6B.E.2456:26-7]、ダムロン親 王が1915年8月7日病気 を理
由に辞職 する と、プラヤー ・マハーアムマー タヤーテ ィボーデ ィーが大臣代理(phur曲n
12ただ し大臣や次官 も現役 の将校なので、 「制服組」 とい う表現は厳密 には正 しくない。
Bこれ以後今 日に至 るまでカラーホーム省 は陸軍 ・海軍(後には空軍も)を管轄す る国防省 となっている。
14このサムハナー ヨックは1898年4月23日に高齢のため死亡す る[RKA15:47】。
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酸n)に就任 した[RKA(K)32:143-4】。 しか し、翌年1月 にはパ ーヤ ップ管 区長 官チ ャオプ ラ
ヤー ・スラシー ウィシ ッタサ ック(チューイ ・カンラヤーナ ミッ ト)が正式 に内務大臣に就任
す る[Mahat〔hai1992:109]。
1922年8,月1日に内務省 が首都省 と合併す ると、彼は辞職 し、首都 大臣チャオプラヤー ・ヨ
ムマラー ト(パン ・スクム)が内務 大臣に就任 した。 彼は6世王の逝去 を受 けて26年3月ll日辞職
し、代 わって5世王の王子 で南部管 区長官の地位 にあったチャオファー ・クロマル ワン ・ロ ッ
プブ リーラーメー ト親 王が内務大臣代理に就任 した。親王は同年5月15日には正式 に内務大 臣
に就任す る[RKA42;364-5;RKA(K)43:188-9】。親王が病気を理 由に28年4月1日辞職す ると、同
じく5世王の王子でカラー ホーム大臣の任 にあったチャオフ ァー ・ク ロムプラ ・ナコーンサ ワ
ン親王が内務 大臣に就任 した【RKA(K)44:346-81。
表B-2内務大臣、1892-1932年
1892/04/01-1915/08/07クロマ ムーン ・ダム ロンラーチャーヌパープ親王
1915/08/07-1916/01プラヤー ・マハーアムマー タヤーティボーデ ィー(セン ・ウィ リヤシ リ)
1916/01-1922/08/01チャオプ ラヤー ・スラシー ウィシ ッタサ ック(チューイ ・カンラヤーナ ミッ
ト)
1922/08/01-1926/03/11チャオプラヤー ・ヨムマ ラー ト(パン ・スクム)
1926/03/11-1928/04/01クロマル ワン ・ロップブ リー ラーメー ト親王
1928/04/01-1932/06/29クロムプラ ・ナ コーンサ ワン親 王
2-3-3.外務省
5世王の弟 で、 しかも5世王の3名の皇后の兄で もあ り、す でに1885年以 来外務大臣の地位 に
あったクロマル ワン ・テー ワウォンワローパカー ン親 王が1892年4月1日以後 も引き続 き外 務
大臣を務め、1923年6月28日に死亡す るまでこの地位 に とどまった。 後任 にはテー ワウォン親
王の息子で外務事務次官 となっていた トライ トッサプラパ ン親王(本来はM.C.であるが、親王





クロマルワン ・テーワウォンワローパカー ン親 王
トライッサプラパン親王
2-3-4.宮内省(ワン省)
1887年以来 ワン(宮内)大臣代理 の地位にあった5世王の弟チ ャイヤ ンモ ンコン(1895年にクロ
マムー ン ・マ ヒッソー ンラーチ ャハル タイ)親王が1892年4月1日以後 も引き続 き宮内大臣代理
にとどまった。親 王は97年8月26日大蔵大臣に転出す る[RKAl3:2801ものの、直後の9月1日に
は再び宮内大 臣代理を兼任す ることにな り、同時にその補佐役 として5世王の王子プラ ウィ ッ
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トワ ッタ ノー ドム(後の ク ロマ ム ー ン ・プ ラー チ ンキ ッテ ィ ボー デ ィー)親王 が 宮 内 副 大 臣 に
就 任す る[RKA13:239-40】。 正 式 な 宮 内 大臣 不在 の ま ま2年 がす ぎ、99年9月19日に建 設 大 臣 で
あ った5世 王の 弟 ク ロマ ク ン ・ピ ッタヤ ー ラー プ プル ッテ ィター ダー 親 王 が 宮 内大 臣 に横 滑 り
す る[RKAl5:271]。親 王 が1907年6月10日に辞 職す る と、 事務 次 官 の プ ラヤ ー ・バ ムル ーパ ッ
ク が一 時 大 臣代 行 を務 め た 後 、6月13日に は 同 じ く5世王 の 弟 チ ャ オ フ ァー ・ク ロマ ク ン ・ナ
リ ッサ ラー ヌ ワ ッ ト親 王 が 建 設 大 臣 か ら宮 内 大 臣 に横 滑 りす る こ とにな った[RKA22:228]。
1910年に は、 ラー オ ・カ ー オ州 総督 を務 め て い た5世 王 の弟 ク ロマ ク ン ・サ ップ シ ッ トプ ラ ソ
ン親 王[Caonathimonthonthahanbokthi61980:3]が宮 内 大 臣 に就任 した。 親 王 は1913年4月15日国
王 の 顧 問 格 大 臣 に格 上 げ され 、 代 わ っ て1911年2月3日以 来 宮 内 事 務 次 官 の 職 に あ っ た[RKA
27:2755]プラヤ ー ・ア ヌ ラ ックラー チ ャモ ンテ ィエ ン(MR。W.プム ・マ ー ラ ー ク ン、1913年9月
16日にチ ャオプ ラヤ ー ・タ ムマ ー テ ィコー ラナー テ ィボ ーデ ィー の欽 賜 名)が宮 内 大 臣 に就 任
した[KR6B.E.2456;28]。彼 は1926年7月24日に辞 職 し、 代 わ って近 習 局総 裁 プ ラヤ ー ・ウォー
ラポ ン ピパ ッ ト(MRW.イェ ン ・イ ッサ ラセ ーナ ー 、1926年に はチ ャ オプ ラヤ ー ・ウォー ラポ
ン ピパ ッ トの欽賜 名[Noil931=182-6])が宮内 大 臣代 理 に就任 した【RKA(K)43:2404]。彼 は翌 年
4月1日に は正 式 に宮 内 大 臣 とな った。
表B-4宮内 大 臣、1892-1932年
1892n4/01-1897/08/26チャイヤンモンコン親王
1897/08/26-1899/09/19(プラ ウィッ トワッタノー ドム親王)
1899/09/19-1907/06/10クロマクン ・ピッタヤーラーププル ッテ ィターダー親 王
1907/06/13-1910クロマクン ・ナ リッサ ラーヌワッ ト親王
1910/`??/`??一1913/04/15クロマクン ・サ ップシッ トプラソン親王
1913/04/15-1926/07/24プ ラ ヤ ー ・ア ヌ ラ ッ ク ラ ー チ ャ モ ン テ ィ エ ン(M.R.W.プム ・マ ー ラ ー ク ン)
1926/07/24-1932/06/29プラヤー ・ウォー ラポン ピパ ッ ト(MRW.イェン ・イ ッサ ラセーナー)
2-3-5.御 璽 省
1892年4月蓋日に御 璽 大 臣 に任 命 され た の は5世 王 の 弟 ク ロマ ム ー ン ・ピ ッ タヤ ー ラー プ プ
ル ッテ ィ ター ダー 親 王 で あ っ た【RKA9:25-8]。親 王 が1896年8月26日建設 大 臣 に 転 出 す る と、
後 任 に はや は り5世王の 弟 ク ロマ ムー ン ・シ リタ ッ トサ ンカー ト親 王 が就 任 した[RKA13:221-
2]。御 璽省 は 同年9月23日 に い った ん 廃 止 され る。1912年4月1日に御 璽 省 が 復 活 す る と、5世
王の 弟 で建 設 大 臣 の ク ロ ム プ ラ ・ナ レー トウ ォー ラ リ ッ ト親 王 が御 璽 大 臣 に横 滑 り した[KR6
KS.130:511-2]。23年6月29日に、体 調 不 良 の親 王 に代 わ って 、前 内務 大 臣 ク ロムプ ラ ・ダ ム ロ
ン ラーチ ャー ヌパ ー プ親 王 が御 璽 大 臣 に就 任 した[PKPSB.E2466:41-2】。 しか し、24年3月31日
を もっ て御 璽省 は再 び廃 止 され る[KR7B.E2468:144-5]。そ して 、32年4月7日に い た っ て 、国
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王 官房 が御 璽 省 と名称 を改 め 、国 王 官房 長 官 で あ っ た チ ャオ プ ラヤ ー ・マ ヒ トー ン(ラオー ・
ク ライル ー ク)がそ の ま ま御璽 大 臣 とな っ た[KR7B.E2475:11-2]。
表B-5御璽 大 臣 、1892-1896、豆912-1924、1932年
1892/04/01-1896/08/26クロマムー ン ・ピッタヤーラーププル ッテ ィター ダー親王
1896/08/26-1896/09/23クロマムー ン ・シ リタッ トサ ンカー ト親王
廃止
1912/04/01-1923/06/29クロムプラ ・ナ レー トウォー ラ リッ ト親王
1923/06/29-1924/03/31クロムプラ ・ダムロンラーチャー ヌパープ親王
廃止
1932/04/07-1932/06/29チャオプ ラヤー ・マ ヒ トーン(ラオー ・クライルーク)
2-3-6.国 王官 房
国 王官 房 長 官 は 大 臣 待 遇 の ポ ス トで あ り、閣議 へ の 出席 を認 め られ て い た。1880年以 来 国
王官房 長 官 の地位 に あ っ た[Ratchale㎞athikan:18]5世王の 弟 ク ロマ ムー ン ・ソム モ ッ トア モ ー
ンパ ン親 王 は1892年4月1日以後 も引 き続 き20年間 ほ ど国 王 官房 長 官 を務 め 、1911年6月24日に
病気 を理 由 に辞 職 した[KR6RS.130:126-7]。後任 に は5世 王 の 王子 で1896年9,月1日以 来 宮 内 副
大 臣 の地位 に あ った[RKAl3:239-401クロマ ムー ン ・プ ラー チ ン キ ッテ ィボー デ ィー 親 王 が就
任 した。 親 王は1919年12月9日に 亡 くな り[RKA36:2647]、同 年12月11日後任 の官 房長 官 には最
高裁 長官 プ ラヤ ー ・チ ャ ックパ ー ニー シ ー シ ー ン ウ ィス ッ ト(ラオ ー ・ク ライ ル ー ク 、 後 に
チ ャオプ ラヤ ー ・マ ヒ トー ン)が官 房 長 官 とな っ た[RKA(K)36:188。9】。 彼 は 国 王官 房 が32年4
月7日 に御 璽省 と名称 を 改 め た【KR7B.E2475:153-154】後 も引 き続 き大 臣 に と どま っ た。
表B-6国王官 房長 官 、1892-1932年
1880-1911/06/24クロマムー ン ・ソムモ ッ トアモー ンパ ン親王
1911/06/24-1919/12/09クロマムー ン ・プラーチ ンキ ッテ ィボーデ ィー親王
1919/12/09-1932/06/29プ ラ ヤ ー ・チ ャ ッ ク パ ー ニ ー シ ー シ ー ン ウ ィ ス ッ ト(ラオ ー ・ク ラ イ ル ー ク)
2-3-7.大蔵省(旧プラクラン省)
大蔵省 はプラクラン省 を前身 と してお り、近代的な省 の中では もっとも早 く1875年に設置
されている。その際に旧来の省 とは 区別 してプラクランマハ ー ソムバ ッ ト省 とい う名称 に改
められて財政担 当の省 であることが明示 された。1892年4月1日の時点では、5世王の実弟チ ャ
オファー ・チャー トゥロンラッサ ミー親王が大蔵大臣に名誉職的な意味で在職 し、実務 は5世
王の弟 クロマムー ン ・ナ ラーテ ィッププラパンポン親王が あた っていだ5。ナ ラーテ ィ ップ
親王が93年3月21日に辞職す ると、代わって5世王の弟で建設 大臣で あったチ ャオファー ・ク
15ブレイ リー はナラーテ ィップ親王が正式 に大蔵大臣に就任するのは1892年であると述べている[B面ley
l989:134,note62】。また、親王は不正 の容疑で翌年大蔵大臣を解任 され る[Wyam969:97】。
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ロマクン ・ナ リッサ ラヌー ワ ッ ト(ナリッ ト)親王が大蔵大臣に就任 した【RKA9:455-6]。94年
12月23日ナ リッ ト親 王が国防大臣へ転 出す る と、5世王 の弟 クロマ ムー ン ・シ リタ ッタサン
カー ト親王が大蔵大臣に就任 した[RAKll:305]。96年8月26日親王が御璽 大臣に転出す ると、
宮内大臣代理 で5世王の弟 のクロマムー ン ・マ ヒッソーンラーチャハル タイ(マヒッ ト)親王が
大蔵大臣 と宮内大臣代理 を兼任 す ることになった[RKAl3:221-2,239-40]。97年4月3日親王が5
世王に随行 して ヨー ロ ッパへ出か けると、ナ リッ ト親 王が大蔵大臣代理 に就任 した[RKAl4:
7-8]。帰 国 して再び大蔵大 臣の任 にあったマ ヒッ ト親 王が1906年6月1日に病気のために辞職す
ると、建設大 臣プ ラヤー ・ス リヤーヌ ワ ッ ト(クー ト・ブ ンナー ク)が大 蔵大臣 に就 任 した
[RKA23:174】。 彼 は1908年2月17日には辞職 し、代 わって5世王の王子 で主計局長 の クロマ
ムー ン ・チャンタブ リーナルナー ト親王が大蔵大臣代理に就任 した[RKA24:123944]。親 王は
同年4,月1日には正式 に大蔵 大臣に就任す る[RKA24:1388]。親王が23年1月17日初代 の商業大
臣に転出 したのを受 けて、5世王の甥 ス ッパ ヨー クカセー ム親王(M.C.ネーン ・カセー ムシー)
が大蔵大臣代理 とな り、 同年4月1日には正式に大蔵大臣に就任 した【RKA(K)39:550-1;RKA(K)
40:3]。29年10月26日親 王 は病 気の ために辞職 し、プ ラヤ ー ・コー マー ラクンモ ン トリー
(チュー ン ・コーマー ラク ン ・ナ ・ナ コー ン)が大蔵大 臣代理 とな り、翌年4月1日正 式に大蔵
大臣 となった【PKPS42:127-8;PKPS43:4]。32年4,月9日には彼 に代 わって、再びス ッパ ヨー ク
カセーム親王が病身 をお して大蔵大臣に復帰 した[PKPS45:8]。
表B-7大蔵大臣、1892-1932年
1892/04/01-1893/03/21クロマムー ン ・ナラーテ ィッププラパンポン親 王
1893/03/21-1894/12/23クロマクン ・ナ リッサ ラーヌワッ ト親王
1894/12/23・1896/08/26ク ロマムー ン ・シ リタッ トサ ンカー ト親王
1896/08/26-1906/06/01ク ロマムー ン ・マヒッソー ンラーチャハルタイ親王
1906/06/01-1908/02/17プ ラ ヤ ー ・ス リヤ ー ヌ ワ ッ ト(クー ト ・ブ ン ナ ー ク)
1908/02/17-1923/01/07ク ロマ ムー ン ・チャンタブ リーナルナー ト親王
1923/01/07-1929/10/26ス ッパ ヨー クカセーム親王(MCネ ーン ・カセームシー)
1929/10/26-1932/04/09プ ラ ヤ ー ・コ ー マ ー ラ ク ン モ ン ト リー(チ ュ ー ン ・コ ー マ ー
ラ ク ン ・ナ ・ナ コ ー ン)
1932/04/09-1932/06/29ス ッパ ヨークカセーム親王(MCネ ーン ・カセーム シー)
2-3-8.農商務省、農務省(旧ナー省)
農商務省は1892年4月1日に設 置 され、チ ャオ プラヤー ・タムマサ ックモ ン トリー(チュー
ム ・セー ンチュー トー)が初代大臣 に就任 した。 しか し彼 が1897年3月14日大臣を辞職 す ると、
農商務省は廃止 され大蔵省 へ統合 された[RKAl3:607-8]。そ して、1899年9月2日に新 たに農務
省が設置 され、建設大臣であったプ ラヤー ・テー ウェー トウォンウィワッ ト(M.R.W.ラー ン ・
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ク ンチ ョー ン、 後 に チ ャ オ プ ラヤ ー)が大 臣 に横 滑 りす る[PKPSl7:80-1】。 彼 が1909年に 体 調
を崩 す と、 モ ム ・チ ャー トデ ー トウ ドム 中将(MRW.サ ター ン ・サ ニ ッ トウォ ン)が5月13日に
副 大 臣 に就 任 し[RKA26:191]、12月26日に は 正 式 に 大 臣 とな っ た[KR5R.S.128:247-8]。彼 は
1911年ll,月11日に はチ ャオ プ ラ ヤー ・ウォ ンサ ー ヌ プ ラパ ッ トの欽 賜 名 を授 与 され[Ibid.=551-
2]、翌12年4月1日 に は 建設 大 臣 へ 転 出 した。 後 任 の農 務 大 臣 に は 、5世 王 の 王子 ク ロマ ム ー
ン ・ラー トブ リー デ ィ レー ク親 王 が 就任 した[KR6R.S。130:511-2】。 親 王 は19年9月15日病気 を
理 由 に休 職 し、代 わ っ て 同 じ く5世 王 の 王子 で 大蔵 大 臣 の ク ロム プ ラ ・チ ャ ン タ ブ リー ナル
ナ ー ト親 王 が農 務 大 臣 を兼 務 す る こ とに な る[RKA(K)36:143・4】。 チ ャ ン タブ リー 親 王 を補 佐
す るた め に、20年8月20日プ ラヤ ー ・チ ャ イ ヤ ヨ ッ トソムバ ッ ト(チャル ー ム ・コー マ ー ラ ク
ン ・ナ ・ナ コー ン、21年11月ll日にチ ャオプ ラヤ ー ・ポ ン プテ ー プの 欽 賜名)が農 務 副 大 臣 に
任 命 され 、1921年4月1日は正 式 に農 務 大臣 に 就任 す る。彼 が1931年3月16日に 辞職 す る と、 代
わ っ てチ ャオ プ ラヤ ー ・ピチ ャイ ヤー ト(ダン ・ブ ンナ ー ク)が農 務 大 臣 に就 任 した[PKPS43:
358]a
表B-8農商務 大 臣 、農 務 大 臣 、1892-1932年
1892/04〆Ol-1897/03/14チャオプラヤー ・タムマサ ックモ ン トリー(チューム ・セー ンチュー トー)
1899/09/02-1909/12/26プ ラ ヤ ー ・テ ー ウ ェ ー トウ ォ ン ウ ィ ワ ッ ト(MR,W.ラー ン ・ク ン チ ョー ン)
1909/12/26-1912/04/01チャオプラヤー ・ウォンサー ヌプ ラパッ ト(MRW.サター ン ・サニ ッ トウォン)
1912/04/01-1919/09/15クロマムー ン ・ラー トブ リーデ ィレーク親王
1919/09/15-1921/04/01クロムプラ ・チャンタブ リーナルナー ト親王
1921/04/01-1931/03/16プ ラ ヤ ー ・チ ャ イ ヤ ヨ ッ ト ソ ム バ ッ ト(チャ ル ー ム ・コ ー マ ー ラ ク ン ・ナ ・ナ
コ ー ン)
1931/03/16-1932/06/29チャオプラヤー ・ピチャイヤー ト(ダン ・ブンナーク)
2-3-9.商業省
商業省は1920年8月20日に設置 され た商業普及会議 を前身 としている。 この会議の議長 は大
臣相当 とされ 、初代の議長 には5世王 の王子 で大蔵大臣であったクロムプラ ・チャンタブ リー
ナルナー ト親 王が大蔵大臣 と兼任 で就任 した[KR6B.E2463:144-5]。この会議は23年1月17日に
商業省へ と改組 され、チ ャンタブ リー親王が大蔵 大臣を退いて、初代の商業大臣に就任 した
[RKA(K)39:550-1】。親王が1926年ll月28日に最高顧 問会議のメンバーに任命 されて[PKPS38:
23監一31用務多忙 とな り、 さらに同年4月1日か ら商業省 と運輸省 が合併 して新 しく商業 ・運輸省
として発 足す るこ とになったた め、それ に先だ って同年3月23日に5世王の親 王ク ロマル ワ
ン ・カムペー ンペ ッ トア ッカ ラ ヨーテ ィンが新 しい省 の大臣代 理に任 命 され[KR7B.E2468:





クロムプラ ・チ ャンタブ リーナルナー ト親王
クロマル ワン ・カムペー ンペ ッ トアッカラヨーティン親王
2-3-10.建設省、運輸省、商業 ・運輸省
建設省は1892年4月1日に局か ら格上げ され て省 とな り、局長 を務めていた5世王の弟チ ャオ
ファー ・クロマクン ・ナ リッサラー ヌワッ ト親王 が初代大臣に就任 した[RKA9:25・81。親王
は1年とたたない1893年3月21日には大蔵大臣 に転出 し、代わって同 じく5世王の弟 クロマ ムー
ン ・サ ップ シッ トプラ ソン親 王が建設大臣 に就任 した[RKA9:455-6]。しか し、親王は 同年6
月10日か ら地方勤務 とな り16、同 じく5世王の弟 で御璽大臣の任 にあった クロマムー ン ・ピッ
タヤー ラーププル ッテ ィター ダー親 王が代理 と して建設大臣 を兼務す るこ とになった[RKA
lO:127-8】。親王は96年8月26日には御 璽大臣の任 を離れて、正式 に建設大臣に就任 した[RKA
l3:221-2]。98年9月19日親王が宮内大臣に転出す ると、スカー ビバー ン(衛生)局総裁の地位 に
あったプ ラヤー ・テー ウェー トウォンウィワッ ト(M.R.W.ラーン ・クンチ ョー ン、後 にチ ャオ
プラヤー)が建設大臣に就任 した[RKAl5:271]。彼が1899年9月2日に農務大臣へ転 出す ると、
カラーホーム大臣ナ リッ ト親 王が建設大臣に復帰 した[PKPSl7:80-1]。フランス公使 の任 を終
えて帰国 したプラヤー ・ス リヤーヌ ワッ ト(クー ト・ブ ンナー ク)が1905年6月B日建設大臣代
理に就任 し、同年1!月9日には正式 に大臣になった[RKA22:228,697]。彼が翌年6月1日大蔵大
臣に転出す る と、事務 次官のプ ラヤー ・サテ ィエ ンターパ ナキ ッ ト(チョム ・チ ョムタ ワッ
ト)が一時期大臣代行 を務めた後[RKA23:174]、ナ コー ンシータムマラー ト州総督 プラヤー ・
スクムナイヤウィニ ッ ト(パン ・スクム、後 にチャオプ ラヤー ・ヨムマ ラー トの欽賜名)が6月
29日に建設大臣代理 とな り、同年ll月25日に正式 に大臣に就任 した[lbid.:253】。彼は1907年12
,月5日には首都 大臣へ転 出 し、入れ替 わ りに首都大 臣で5世王弟の クロマル ワン ・ナ レー ト
ウォーラ リッ ト親王が建設大臣に横滑 りした[RKA24:888-9】。
建設省は1913年4月1日運輸省 と名称を改 め、農務大臣チャオプラヤー ・ウォンサー ヌプラ
パ ッ ト(M.R.W.サター ン ・サニ ッ トウォ ン)が運輸大臣に就任 した[KR6:511-2,569-71]。運輸省
は1925年4月1日か ら商業省 と合併 して商業 ・運輸省 とな ることが決ま り、それ に先だって同
年3月23日には建設省 鉄道局総裁 で5世王 の王子 クロマル ワン ・カムペー ンペ ッ トア ッカラ
ヨーテ ィン親 王が新省の大臣代理 とな り、同年5月15日には正式に商業 ・運輸 大臣に就任 した
[KR7B.E.2469:146-7,180;RKA(K)43:188-9]a
16前述のよ うに、1910年に宮 内大臣に就任す るまで地方に勤務 した。
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表B-10a建設 大 臣(1892・1913)、運 輸 大 臣(1913-1925)
1892/04/01-1893/03/21クロマ クン ・ナ リッサ ラーヌワッ ト親王
1893/03/21-1893/06/10クロマムー ン ・サ ップ シッ トプラソン親王
1893/06/10-1898/09/19クロマ ムー ン ・ピッタヤーラーププル ッティター ダー親王
1898/09/19-1899/09/02プ ラ ヤ ー ・テ ー ウ ェ ー トウ ォ ン ウ ィ ワ ッ ト(MRW.ラ ー ン ・ク ン チ ョー ン)
1899/09/02-1905/11/09クロマ クン ・ナ リッサ ラーヌワッ ト親王
1905/11/09-1906!06/01プ ラ ヤ ー ・ス リヤ ー ヌ ワ ッ ト(クー ト ・ブ ン ナ ー ク)
1906/06/29-1907/12/05プ ラヤー ・スクムナイヤ ウィニ ッ ト(パン ・スクム)
1907/12/05-1913/04/01クロマル ワン ・ナ レー トウォー ラリッ ト親 王
1913/04/01-1925/04/Olチ ャオプラヤー ・ウォ ンサー ヌプラパ ッ ト(MR.W.サター ン ・サニ ッ トウォン)
表B-10b商業 ・運 輸 大 臣 、1925-1932年
11925/03/23-1932/06/2glクロマ ル ワ ン ・カ ム ペ ー ン ペ ッ トア ッカ ラ ヨー テ ィ ン親 王
2-3-11.文 部 省 、教 育 省
1892年4月1日に文 部 大 臣 に な っ たの は農 業大 臣 プ ラヤー ・パ ー サ コー ラ ウォ ン(ボー ン ・ブ
ンナー ク、1896年3月27日に チ ャオ プ ラヤ ー ・パ ー サ コー ラ ウォ ンの欽 賜 名 【RKAl3:16-241)で
あった[RKA9=25-8]。彼 が1902年4月19日に辞職 す る と[RKA19:49-50]、1892年以 来事 務 次 官 で
あっ た プ ラヤ ー ・ウ ッテ ィカ ー ンボ ー デ ィー(M.RW.クリー ・ス タ ッ ト、1904年ll,月10日に
チ ャオ プ ラ ヤー ・ウ ィチ ッ トウ ォ ン ウ ッテ ィ ク ライ の欽 賜 名[RKA21:608-9])が大 臣代 理 に任
命 され 、 同年10月7日に正 式 に文 部 大 臣 に就 任 した[RKAl9:565】。彼 が 高齢 で病 が ちに な る と、
1911年6月4日、 事務 次 官 の プ ラヤー ・ウ ィス ッ トス リヤサ ック(M.R.w.ピア ・マー ラー ク ン 、
後 にチ ャオ プ ラヤー ・プ ラサデ ッ トス レー ン タ ラー テ ィボ ー デ ィー の 欽 賜名)が補佐 役 と して
副 大 臣 に就 任 した[KR6R.S.130:102-3]。同年ll月23日に 大 臣 が辞 職 す る と、 プ ラヤ ー ・ウ ィ
ス ッ トが 大 臣代 理 とな り[KR6凡S.130:318]、翌 年4月6日 正 式 に大 臣 にな っ た[KR6R.S.131:21-
2]。彼 が16年3.月28日に病 気 を理 由 に辞職 す る と、代 わ っ て事 務 次 官 の プ ラヤ ー ・タ ムマ サ ッ
クモ ン トリー(サナ ン ・テ ー プハ ッサデ ィ ン ・ナ ・アユ ッタヤ ー 、 後 に チ ャオ プ ラ ヤ ー)が大
臣 代 理 とな り、 同年6,月19日に は 正 式 に文 部 大 臣 に任 命 され た[PKPSB.E.2458:509-10;PKPS
B.E2459:89-90】。彼 が26年8月3日辞 職 す る と、4世 王 の孫 で国 王官 房 長 官 補佐 兼 外 務 担 当国 王
秘書 官 の ター ニ ー ニ ワ ッ ト親 王(元来 はM.C.)が大 臣代理 に任 命 され 、 翌27年4月1日に正 式 に 大
臣 に就任 した[RKA(K)43:269-70,722;KR7B.E.2469:686}。
表B-ll文部 大 臣 、教 育 大 臣 、1892-1932年
1892戸04戸OI・藍902戸04/童9プラヤー ・パーサコー ラウォン(ボー ン ・ブンナー ク)
1902/04/19-1911/11/23プ ラ ヤ ー ・ウ ッ テ ィ カ ー ン ボ ー デ ィ ー(M.RWク リー ・ス タ ッ ト)
1911/11/23-1916!03/28プ ラ ヤ ー ・ウ ィ ス ッ トス リヤ サ ッ ク(MRW.ピ ア ・マ ー ラ ー ク ン)
1916/03/28-1926/08/03プラヤー ・タムマサ ックモン トリー(サナ ン ・テープハ ッサデ ィン ・
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1926/08/03-1932/06/29
ナ ・ア ユ ッ タ ヤ ー)
ターニーニワ ッ ト親 王
2-3-12.法 務省
1892年4月1日に 初 代 法 務 大 臣 に 就 任 した の は5世 王 の 弟 サ ワ ッ トソー ポ ン親 王 で あ っ た
[RKA9:25-8]。そ の 後 同 じ く5世王 の弟 ク ロマ ムー ン ・プ ロム ワ ラー ヌ ラ ッ ク親 王 が 大 臣代 行
を務 めた 後 、94年10月22日には5世 王 の 別 の弟 ク ロマル ワン ・ピチ ッ トプ リー チ ャー コー ン親
王 が法 務 大 臣 に就任 した[RKAll:235-6】。 親 王 が97年3月3日病 気 を理 由に 辞職 す る と、5世 王
の 王子 ラ ピー バ ッタナ サ ッ ク(ラー トブ リー)親王 が弱 冠22歳で 法務 大 臣 に任 命 され た[RKAl3:
576]17。親 王 が 病 気 を理 由 に 執 務 しな くな る と、1909年7月12日4世王 の 孫 で フ ラ ンス 公 使 で
あっ たM.C.チャル ー ンサ ッ ク ク リ ッサ ダー コー ン(チ ャル ー ンサ ックカ ル ター コー ン ・カ ル
ダー コー ン、後 に親 王)18(ナレー ト親 王 の長 男)が法務 副 大 臣 に な り[RKA26:687・8]、1910年6月
27日には 法務 大 臣代 理 に任 命 され る[Wisut:78」。 そ して 翌年1,月26日に正 式 に法 務 大 臣 に任 命
され た[lbid.:79]。12年6月25日に は、 プ ラヤ ー ・イ ンタ ラー テ ィボー デ ィー シー ハ ラー トムア
ン(M.1丸W.ロップ ・ス タ ッ ト)が代 わ って法 務 大 臣 に就 任 し[KR6RS.131:141-2]、同年ll月チ ャ
オ プ ラヤ ー ・ア パ イ ラ ー チ ャー の 欽 賜名 を授 与 され た 【PKPSR.S」31:227-9】。 彼 は 高齢 を理 由
に1926年5月6日に 更迭 され 、代 わ っ て最 高裁 長 官 チ ャ オプ ラヤ ー ・ピチ ャイ ヤー ト(ダン ・ブ
ンナ ー ク)が 大 臣 代 理 と な り[RKA(K)43:134]、27年4月1日に は 正 式 に 法 務 大 臣 に な っ た
[RKA(K)43:722】。 翌年6月1日 彼 が 病 気 を理 由 に辞職 す る と、最 高裁 長 官 プ ラヤ ー ・チ ンダ ー
17チャオプラヤー ・マ ヒ トー ンの葬式本ではこ う説明 されている[Wisut1956:49-50】。ラ ピーパ ッ ト親王
はオ ックスフォー ド大学で法律学の学士号 を取得 し、1896年に帰国 した。法律学 を学んだ とはいえ、幼
い頃か らイギ リスにあってタイの法律 には疎かったため、5世王は親王に国王官房 でタイの法律 を勉強
させることに した。そんな ときに、 ピチ ッ トプ リーチ ャー コー ン親王が法務 大臣を辞職 し、ダムロン親
王は後任に ラピー親王を推挙 した。5世王は弱冠22歳のラ ピー親王の大臣就任 は時期尚早 として任命を
ため らった ものの、ベル ギー人の法律顧問チャオプ ラヤー ・アパイラーチャーが全面的な支援 を約束 し
たため、親王を法務 大臣に任命 した。
18MCチャルーンサ ックは、その葬式本 にはチャルー ンサ ックカルダー コー ン親王 と記 され ている。カ
ルダー コーンはナ レー ト親王の子孫 が用い る苗字で ある。 しか し、た とえばこの法務 副大 臣任命書では、
MC.チャルー ンサ ックク リッサダー コー ンと記 され ている。 このク リッサダー コーン とい うのは父親ナ
レー ト親王の本名 クリッサ ダー ピニハー ンに由来 してお り、苗字ではない。筆者 はこの相違の理由を次
の ように想像 している。親 王た ちが苗字 を用いるよ うになるのは6世王時代である。それ以前 にはM℃.
も苗字 を用いず、何某親王のM.C.何某(たとえばナ レー ト親 王のM.C.チャルー ンサ ック)と表記 して系譜
を示すのが普通であった。 チャルー ンサ ックの場合には、苗字が使用 され る以前か ら父親がナ レー ト親
王であることを示すた めに、チャルー ンサ ックク リッサダー コーン と命名 された。 しか し、後に～族が
カル ダー コー ンとい う苗字を用いるよ うになると、 クリッサ ダーコー ンの部分 をカル ダー コー ンに改 め
た。従 って、彼の氏名は厳 密には、チ ャルーンサ ックク リッサダー コーン ・カルダー コー ンあ るいは
チャルーンサックカル ダー コーン ・カル ダーコー ンとなるはずである。
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ピ ロム(チッ ト ・ナ ・ソ ンク ラー)が法 務大 臣代 理 を兼 務 し[RKA(K)45:96-7】、 同年12月15日に
は 正 式 に法 務 大 臣 兼 最 高 裁 長 官 と な っ た[RKA(K)45:231-2】。 彼 は1931年11,月チ ャ オ プ ラ
ヤ ー ・シー タ ムマ テ ィベ ー トの欽 賜名 を授 与 され た【PKPS44:319-22]。
表B-12法務 大 臣 、1892-1932年
1892/04/01-1894/10/22サワ ッ トソー ポン親 王
1894/10/22-1897/03/03クロマル ワン ・ピチ ッ トプ リーチャー コーン親王
1897/03/03-1909/07/12ラ ピーバ ッタナサ ック親 王
1909/07/12-1912/06!25M℃.チャルー ンサ ックク リッサダー コーン
1912/06/25-1926/05/06プ ラ ヤ ー ・イ ン タ ラ ー テ ィ ボ ー デ ィー シ ー ハ ラ ー トム ア ン
(MRW.ロ ッ プ ・ス タ ッ ト)
1926/05/06-1928/06/01チャオプ ラヤー ・ピチャイヤー ト(ダン ・ブンナー ク)
1928/06/01-1932/06/29プ ラ ヤ ー ・チ ン ダ ー ピ ロ ム(チ ッ ト ・ナ ・ソ ン ク ラ ー)
2-3-13.国防省(カラーホーム省)
1892年4月1日の時点 で、戦略省 は戦略局に格下げ され 、行政的にはカラーホー ム省に所属
させ られる ことになった。それ によ り海軍はカ ラー ホーム省、陸軍は戦略局 の管轄 となった。
しか し、戦略局総裁 は大臣相 当のポ ス トとされ 、閣議への出席 を認 め られたので、戦略局 と
は事 実上は陸軍省 に等 しかった。 この戦略局総裁(陸軍総司令官であ り、陸軍大臣に相 当)に
就任 したのは1887年以 来戦略大臣の地位 にあった5世王の実弟チ ャオフ ァー ・クロムプ ラ ・
パーヌパ ン ウォン ウォー ラデー ト親王で あった19。他方、 旧来の省で あるカ ラーホーム省 で
は、旧来の大臣(サムハ プラカラー ホーム と呼ばれ た)チャオプ ラヤー ・ポンプテープ(プム ・
シー チャイヤン、1895年にチ ャオプラヤー ・ラ ッタナーティベー トの欽賜名[Noi1931:91】)が
引き続き留任 していた[RKA9:25-8]。94年12月23日に彼が高齢 を理由に辞職す る と、大蔵大臣
であった5世王の弟チ ャオフ ァー ・クロマ クン ・ナ リッサラーヌ ワッ ト親 王がカラーホー ム大
臣に就任 した【RKAll:305】。
1897年3月16日戦略局総裁パーヌパ ン親 王が体調不良を理由に辞職 す ると、後任 にはカラー
ホーム大臣ナ リッ ト親 王が就任 し、代 わってプ ラヤー ・モン トリース リヤ ウォン(チュー ン ・
ブ ンナー ク)がカラーホーム大臣代理 にな った[RKA13:607]20。1899年4月1目にはパーヌパ ン
19陸軍総司令官については、 ワチル ンヒッ ト皇太子が1887年4月8日か ら死亡する95年1月5日までその地
位 にあった。ただ し、皇太子は幼少 であったので 、実際にはパーヌパ ン親 王が代行 した。 また、90年4
月1日に戦略省 が設置 され 、パー ヌパン親王が大臣に就任する と、陸軍では参謀長 が最高指揮官のポス
トとな り、同年4月15日か ら92年3月27日までチャオプラヤー ・スラサ ックモ ン トリー(チュー ム ・




親王が戦略局総裁 に、ナ リッ ト親王がカラー ホー ム大臣にそれぞれ復帰 し、プラヤー ・モ ン
トリース リヤ ウォンは引 き続 きカラーホー ム大臣代理の地位 に とどま った[RKAl5:505-6]。
同年9月2日ナ リッ ト親 王が建設大 臣に転 出す ると21、北部州総督 で5世王の弟 のク ロマ ムー
ン ・プ ラチ ャ ックシ ンラパー コム親王が カ ラー ホー ム大 臣に就 任 し[PKPSl7:80-ll、プ ラ
ヤー ・モ ン トリース リヤ ウォンは同年10月24日カ ラーホーム副大臣となった[PKPS17:246]。
1901年8月8日ク ロマル ワン ・プ ラチ ャ ックシ ンラパー コム親 王が辞職す る と、戦略 局総裁
パーヌパ ン親 王がカラーホーム大臣に横 滑 りし、後任の戦略局総裁 には5世王の王子 クロマ
ムー ン ・ナ コー ンチャイ シースラデー ト親王が就任 した【PKPS18:631。
6世王は即位 か ら夏カ月余 り後の1910年12月ll日、軍組織 を一新 し、陸 軍をカラー ホー ム省
の所轄 とし、従来 カ ラー ホーム省 の も とにあった海 軍 を海軍省 として独立 させ た。 カ ラー
ホーム大臣(陸軍大 臣に相 当)には戦略局総裁 のク ロマムー ン ・ナ コー ンチ ャイ シー スラデー
ト親 王、海軍大臣には海軍総 司令官の クロマ クン ・ナ コーンサ ワンウォーラ ピニ ッ ト親王が
任命 され た。他方 、従 来のカラーホーム大臣パー ヌパ ン親 王は新設ポス トの陸 軍総監 に任命
され た[RKA27:47。50】。1910年12月13日に はプ ラヤー ・シー ハ ラー トデー チ ョーチ ャイ
(MR.W.アルン ・チャ トラクン)がカラーホーム副大臣に任命 された[RKA27:2183】。1911年4月
14日には海軍副大臣兼海 軍教育局長であった5世王の王子 クロマムー ン ・チュムポーンケー ト
ウ ドムサ ック親 王が辞職 した[RKA28:91-92】22。14年2月4日カ ラーホー ム大臣 のクロマル ワ
した(ナリッ ト親王)とい う事実は、軍事行政において戦略局すなわち陸軍がカラーホー ム省 よ りも重視
されていたことを明示 している。大臣 よ りも陸軍総 司令官が重視 され るとい う点では、1932年以後の状
況 と似通っている。
21国防省の 『66年史』では、ナ リッ ト親王がカラーホー ム大臣か ら建設大臣に転出 したのに伴って、プ
ラチ ャックシンラパー コム親 王が後任 のカラーホーム大臣に就任 した とき、戦略局総裁(陸軍総司令官)
人事をめ ぐって、ナ コー ンチャイシー親王を推す声が強か ったものの、5世王が年齢 が若す ぎる ことを
理 由に拒否 し、実弟のパー ヌパ ンに復帰 を依頼 し、ナ コー ンチャイシー親王にはその下で陸軍次官、陸
軍参謀長兼国王警護連隊長 として修 練にあた らせ たと説明 されている[Kalahom1953:191】。 しか し、本
文で説 明 したよ うに、 『官報』 の記事では、ナ リッ ト親王の転出 と、パー ヌパン親王の陸軍総 司令官復
帰 は時期 がずれてい る。
22海軍大 臣ナ コー ンサ ワン親王の回想録 による と、チ ュムポー ン親 王が辞職 した経緯は次の通 りであっ
た。1911年4月に6世王が海軍 の船で航海 に出かけた折、海軍兵士の1人が船酔い して銃 を紛失する事件
が勃発 した。6世王は激怒 して、その兵士を免職処分 とし、さらにその教師であ るチュムポーン親 王も
「教師 も生徒 も船酔い した」 とい う理由で辞職 させ られ ることになったIS㎞amnabu曲ngl981:25]。な
お、親王の娘(内親王)が編纂 した この回想録によると、6.世王治世の初期にナコー ンサ ワン親王 は大臣の
辞職を2回を考えた とい う。一度 はチュムポーン親王罷免 の折であった。 両親王は非常 に仲が良かった
上に、当時チュムポー ン親 王が反乱を起 こしてナコー ンサ ワン親王を新国王 として即位 させ よ うとた く
らんでいる との噂が流れてお り、国王か ら信頼 され ていない と考 えたためであった。 も う一度 は海軍大
臣に就任 したばか りの頃、海 軍参謀長のクロマル ワン ・シンハウィクロムク リエンクライ親王 が海軍用
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ン ・ナ コー ンチ ャイ シ ー ス ラデー ト親 王 が37歳の若 さで 死 亡す る と[RKA30:2607]、副 大 臣 の
チ ャオ プ ラヤ ー ・ボ ー デ ィ ン トー ンデ ー チ ャー ヌ チ ッ ト(M.RWアル ン ・チ ャ トラ ク ン)が大
臣 代 理 と な り[KR6B.E.2456:357-8]、同 年4月1日 に は 正 式 に カ ラ ー ホ ー ム 大 臣 と な っ た
[RKA(K)31:45]。ま た 、 同年8月8日 には4世 王 の孫M.C.ボー ウ ォー ラデー トが カラー ホ ー ム 副
大 臣兼 陸 軍 砲 兵総 監 に 就任 した[RKA31:1850-2】。 1年8月25日チ ャオ プ ラヤ ー ・ボ ー デ ィ ン
トー ンデ ー チ ャー ヌチ ッ ト(M.R.W.アル ン ・チ ャ トラ ク ン)が死 亡 す る と、 カ ラー ホ ー ム 次 官
で あ った プ ラヤ ー ・シー ハ ラー トデ ー チ ョー チ ャイ(イ ェー ム ・ナ ・ナ コー ン)が大 臣代 理 に
任 命 され 【RKA(K)38:202]、22年4月1日には 正 式 に大 臣 に就 任 した[RKA(K)39:1]。彼 は 同年ll
月19日に は チ ャ オ プ ラヤ ー ・ボ ー デ ィ ン トー ンデ ー チ ャ ー ヌ チ ッ トの 欽 賜 名 を授 与 され た
[RKA(K)39:320-4]0
他 方 、海 軍 省 で は 董922年10月13日ク ロ マル ウ ン ・チ ュ ム ポ ー ン親 王 が 大 臣代 理 に 就 任 し
[RKA(K)39:2841、翌23年4月1日に は 正式 に海 軍 大 臣に な った 【RKA(K)40:1]ものの 、翌 月19日
には44歳で死 亡す る。 この た め、23年6月15日に 、6世 王 の実 弟 で第1歩 兵 師 団長 で あっ た チ ャ
オ フ ァー ・ク ロマル ワン ・ナ コー ン ラー チ ャ シーマ ー 親 王 が海 軍省 担 当(phuk㎜kapratchakall)
に任 命 され[PKPS40:38]、翌月1日 に は海 軍 大 臣代 行(phuthamkanthaen)[RKA(K)40:37]、24年4
,月1日に は海 軍省 総 帥(phusamretratchakan)に任 命 され るが[RKA(K)41:1-2]、25年2月9日に は死
亡 した。 これ を 受 け て 同年2月13日 に は5世 王 の 王 子 ク ロマ ク ン ・シ ンハ ウ ィ ク ロム ク リエ ン
クライ親 王が 海 軍大 臣 に任 命 され た[RKA(K)41:312]。
1926年8月3日カ ラ ー ホ ー ム大 臣 チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・ボー デ ィ ン トー ンデ ー チ ャー ヌ チ ッ ト
(イェー ム ・ナ ・ナ コー ン)が辞職 す る と、 後任 に は5世 王 の 王子 で陸 軍 参 謀 長 の ク ロム プ ラ ・
ナ コー ンサ ワン ウォー ラ ピニ ッ ト親 王(元海 軍大 臣)が任 命 され た[RKA(K)43:267-8]。28年4月1
日には 、 ク ロマ ル ワ ン ・ロ ップ ブ リー 親 王 が 病 気 で 内務 大 臣 を辞任 した た め 、ナ コー ンサ ワ
ン親 王が 後任 の 内務 大 臣 へ転 出 し、代 わ って5世 王 の甥 で陸 軍 参謀 長 のM℃.ボ ー ウォー ラデ ー
ト ・カ ル ダ ー コー ン(後 に 親 王 の 位 を授 与 され る)が カ ラー ホ ー ム 大 臣 代 理 に任 命 され た
[RKA(K)44:346-8]。同年10月25日に は彼 は 正 式 に カ ラー ホー ム 大 臣 に就 任 す る[RKA(K)45:
163]。彼 が31年4月1日辞 職 す る と、代 わ っ て5世 王 の甥 で 陸 軍 参謀 長 の ア ロン コ ッ ト親 王(元来
はMC.)がカ ラー ホ ー ム 大 臣代 理 に就 任 し[荊'磁'B.E2474:391、同年6月16日正 式 に カ ラー ホ ー
の暗号 を密かに考案 していて、事情 を知 らない国王の不信を招いて、国王がナ コーンサ ワン親王に シン
ハ ウィクロムク リエンクライ親王を解任 したい との意向 を伝 えた折であったμbid.24-25】。6世王が猜疑
心の強い人物 であった ことを うかがわせ るエ ピソー ドで ある。
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ム大 臣 とな った。 同年ll月8日海 軍省 が カ ラー ホー ム省 に吸 収合 併 され る と、海 軍 大 臣 ク ロマ
クン ・シ ンハ ウィ ク ロ ム ク リエ ン クライ 親 王 が カ ラー ホー ム大 臣 とな り、 カ ラー ホー ム 大 臣
で あ った ア ロ ン コ ッ ト親 王 は 閣議 へ の 出席権 を もつ 副 大 臣 とな った[Ibid.:148]。
表B-13aカラー ホ ー ム 大 臣 、1892-1932年
1892/04/01-1894/12/23チャオプ ラヤー ・ポンラテープ(プム)
1894/12/23-1897/03/16ク ロマ クン ・ナ リッサラーヌ ワソ ト親王
1897/03/16-1899/04/01プ ラ ヤ ー ・モ ン ト リー ス リヤ ウ ォ ン(チ ュ ー ン ・ブ ン ナ ー ク)
1899/04/01-1899/09/02クロマ クン ・ナ リソサラー ヌワッ ト親王
1899/09/02-1901/08/08クロマムーン ・プ ラチャ ックシンラパー コム親王
1901/08/08-1910/12/11クロムプ ラ ・パーヌパンウォンウォー ラデー ト親王
1910/12/11-1914/02/04クロマ ムーン ・ナ コーンチャイシースラデー ト親王
1914/02/04-1921/08/25チ ャオプ ラヤー ・ボーデ ィン トーンデーチャーヌチ ッ ト(MRW.アル ン ・
チャ トラクン)
1921/08/25一]926/08/0]プ ラ ヤ ー ・シ ー ハ ラ ー トデ ー チ ョー チ ャ イ(イ ェ ー ム ・ナ ・ナ コー ン)
1926/08/01-1928/04/01ク ロムプ ラ ・ナコーンサワンウォーラ ピニ ッ ト親王
1928/04/01-1931/04/OlMCボ ー ウォー ラデー ト・カルダー コーン
1931/06/16-1931/11/08ア ロンコッ ト親王
1931/11/08-1932/06/29クロマ クン ・シンハ ウィクロムク リエ ンクライ親王
表B-13b陸軍総 司令官 、1892-1910年
1892/04/01-1897/03/16クロムプ ラ ・パーヌパンウォンウォー ラデー ト親 王
1897/03/16-1899/04/01クロマ クン ・ナ リッサラーヌ ワッ ト親王
t899/04/01-1901/08/08クロムプ ラ ・パーヌパ ンウォ ンウォー ラデー ト親 王
190t/08/08-1910/12/11クロマムーン ・ナコー ンチ ャイシースラデー ト親 王
表B-13c海軍 大 臣 、1910-1931年
1910/12/11-1922/10/13クロマクン ・ナ コー ンサ ワン ウォー ラピニ ッ ト親 王
1922/10/13-1923/05/19クロマル ワン ・チュムポーンケー トウ ドムサ ック親王
1923/06/15-1925/02/09ク ロマル ワン ・ナコー ンラーチャシーマー親 王
1925/02/13-1931/11/08クロマル ワン ・シンハ ウィク ロム クリエ ンクライ親王
2-3-14.最 高 顧 問会 議
6世王 の 逝 去 か らわ ず か3日 後 の1926年11月28日に 、7世 王 は最 高顧 問 会 議(aphira髄hamontd
sapha)を設置 した。 バ トソン が この 会議 を 「超 閣議super-cabinet」と呼 ぶ よ うに[Batson董984:34]、
最 高顧 問 た ちは 大 臣 よ りも大 きな権 力 を付 与 され て い た。 最初 に任 命 され た の は 、5世 王 の 実
弟 チ ャ オ フ ァ ー ・ク ロ ム プ ラ ヤ ー ・パ ー ヌ パ ン ウォ ー ラデ ー ト親 王 、5世 王 の 弟 チ ャ オ
フ ァー ・ク ロム プ ラ ・ナ リ ッサ ラー ヌ ワ ッ ト親 王 とク ロム プ ラ ・ダ ム ロ ン ラー チ ャー ヌパ ー
プ親 王 、5世 王 の王 子 チ ャ オ フ ァー ・ク ロマ ル ワン ・ナ コー ンサ ワン ウ ォー ラ ピニ ッ ト親 王 と
ク ロムプ ラ ・チ ャ ン タブ リー ナル ナ ー ト親 王 の 計5名 で あ った[PKPS38:231-3]。い ずれ も5世
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王の弟や王子で、王族 の中でも有力な人物ばか りであった。彼 らの うち、28年にはパー ヌパ
ン親 王が死 亡 した。 その後任 として30年3月ロップブ リー親 王がメ ンバー に加 わる。 さらに、
31年にはチャンタブ リー親王が死 亡す る。 その補充 として、同年10月21日には新 たに5世王の
王子クロムプラ ・カムペー ンペ ッ トア ッカラ ヨーテ ィン親 王 と5世王の甥 クロマムー ン ・テー
ワウォンウォー ラタイ親王(M.C.トライ トッサプラパ ン)がメンバー に加わって【PKPS44:288-9】
総勢6名となる。ただ し、32年4月には ロップブ リー親王が死亡 し、 メンバーは再び5名に戻っ
た。
3.モ ンク ッ ト・ファミリー
3-1.モンク ッ ト・ファミリーによる閣僚 ポス ト独占
1892年か ら1932年にかけての閣僚 の顔ぶれ を、1892年以前 と比較す る と、王族 とりわ け親
王が圧倒的 に多い ことが一 目瞭然で あろ う。首都 大臣2名中1名、内務大臣6名中3名、外務大
臣2名中2名(うち1名はM.Cから上昇)、宮 内大臣7名中5名(残る2名もM.R.W.)、御璽大臣5名中4




カラーホーム大臣12名中8名(うち1名はM.C.から上昇 、残 る4名中1名はMRW)、 陸軍大臣(陸
軍総 司令官)4名全員 、海 軍大臣4名全員、 さ らに最高顧 問延べ8名全員が親王であ る。親 王が
過 半数 に達 しない省は農商務/農 務省、法務省、文部省の3省のみであ る。MRW.ま で も王
族 に含めて考えるならば、王族が過半数に達 しない省 は皆無 とな る(図2参照)。
在任期間につ いてみ る とどうであろ うか。首都 大臣は1892年4月1日か ら1922年8月1日まで
の30年4カ月の うちほぼ半分の15年8カ月 が親王である。内務省 は1892年4月1日か ら1932年6月
29日までの ほぼ40年4カ月の間 に、親王は21年7カ月 ほどと半分強 を占めて いる。外務 大臣は
40年間あま りにわたって一貫 して親 王で あった。 宮内大臣は半分強の21年が親王であ り、残
りはM丑W.位の王族であった。御璽大臣は16年9カ月ほ どの うち3カ月弱を除 くとすべて親 王
であった。 国王官房長官 は40年ほ どの間 に13年間を除 くと残 りは親 王であった。大蔵大臣は
40年3カ月 の うち4年2カ月を除 くと親王で ある。 農商務 大臣あるいは農務大臣は38年5カ月ほ
どの うち親 王が9年間、MRW.が12年7カ月、それ以外が16年余 りであった。 商業大臣ない し
商業 ・運輸大臣は12年足 らずの全期間にわたって親 王であ る。建設大臣ない し運輸大臣は33
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図2閣 僚 に 占め る親 王の割 合 、1892～1932年(人数)
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年 間の うち親王は13年8カ月ほど、MRW.が18年5カ月 ほどであ り、それ以外は1年間ほ どにす
ぎない。文部大臣は40年3カ月の うち親王 は5年11カ月ほ どにす ぎず 、M.RW,が14年間 、ナ ・
アユ ッタヤー とい う王家 の遠縁 が10年4カ月、それ以外は10年間で ある。法務大臣は40年3カ
月の うち親 王が20年3カ月弱 と全体のほぼ半分、M.R.Wが13年10カ月ほ ど、それ以外は6年2カ
月ほ どであ る。軍 隊 を管轄 す るカ ラー ホー ム大臣は40年3カ月の うち親王 が24年間 ほ ど、
MRW.が7年7カ月弱、それ以外は6年8カ月ほ どである。大臣相当の陸軍総 司令官は18年8カ,月
ほ どの期間すべて、海軍大 臣は11年11カ月の全期間が親 王である。 実質的な陸軍大 臣 とい う
視点か らみ ると、40年3カ月の うち大半が親 王であ り、M.R.W.が7年7カ月、それ以外はわずか
4年11カ,月である。最後 に、最高顧 問会議 は5年7カ月の間の延べ8名全員が親王である。親王
が半分以上 を占める省が大半である。
これ らの親王について特筆すべ きは、いずれ も4世王の息子や孫であった とい うことで ある。
この時期 に存命 中の親王には、彼 らの他 にも、3世王の王子 、あるいは4世王や5世王の副王の
王子 が多数存在 していた。 にもかかわ らず 、大臣に任命 され た親 王はいずれ も4世王の系統
だったのである23。ここでは4世王の子孫を 「モンク ッ ト・ファ ミリー」 と呼ぶ ことに したい
za
なぜ これほ どまでにモンク ッ ト・ファ ミリーが卓越 したのか。3つの理 由がす ぐに思い浮か
ぶで あろ う。①有能であ ったか ら、② ファ ミリーの一員 であったか ら、③ ファ ミリー構成 員
数が とても多 く、その中で比較的有能 なもののみが登用 されたか ら、 とい うものであ る。①
と③ に関係す る有能 であったか否かの判断は容易ではない。 もっ とも手軽 な判断基準は学歴
を中心 とした経歴 であろ う。 その判断は王族についてよ りも、む しろ王族以外の閣僚 につい
て重要 とな るので、次節 で検討す ることとし、 ここでは差 し当た り、ファ ミリーの全容 を概
観 しておきたい。 それ は③の可能性に も半分答 えることになる。
チ ャクリー王朝の国王の系譜 は次 のよ うになる。2世王は1世王の王子、3世王 と4世王は2世
王の王子である。4世王が正室の王子であるの に対 して、3世王は側室 の王子である。3世王が
先に即位 したのは年齢 が上で あ り、実務経験 があ り、 しか も有力 な貴族の支援 を受 けていた
か らであった。 ただ し、3世王は正室をお かなかったため、3世王が なくなった とき、その王
子には強い王位継承権 を主張できるものがなく、かっては3世王を支持 していた有力貴族 が今
23唯一の例外 といえるか も知れ ないのは、1890年4月15日か ら1899年3月27日まで海軍総 司令官を務 めた
プラープポー ラパ ック親王であろ う。ただ し、海軍総 司令官は閣僚相 当のポス トではなか った。
24モンクッ トは4世王の本名である。
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度は、3世王時代 の27年間出家生活を過 ご していたモ ンクッ ト親王 を支持 したため、彼 が4世
王 として即位す ることになった。
3-2.4世王の親王
まず、4世王の親王 をタム ロンサ ックの 『チャク リー王家』に依拠 して【Thamrongsak1972]風
潰 しに調べてみよ う。流産や乳幼児死亡が少 な くないので、 ここで は閣僚への就任 可能性 を
考慮 して、原則 として20歳以上にな るまで生 きていた男子のみを生母別にあげる。名前 は本
名 と最終的な位 を記載 し、 クロムを与え られた ものはその年 を記載す る。生没年 、家族関係 、
学歴 が主たる記事 となう。名前 の前 の()内 の数字 は何番 目の子 どもか を示 してい る。 た と
えば、後の5世王は4世王の第9子とい うことである。
(9)チャオファー ・チ ュラー ロンコー ン親王(5世王Xl853年9月20日～1910年10月23日)
(28)チャオファー ・チ ャー トゥロンラッサ ミー親 王(クロムプラ ・チャクラバ ッデ ィポンXi857
年1月13日～1900年)
(45)チャオファー ・パーヌ ランシーサ ワー ン ウォン親王(クロムプラヤー ・パーヌパ ンウォ ン
ウォーラデー トXl860年1月16日～1928年6月13日)
彼 ら3名は4世王の正室(3世王 の孫娘)の息子であ る。(9)は186112年にクロマムー ン、(28)は
75年に クロマル ワン、(54)は71年にクロマル ワン。(9)は5世王 、(28)は大蔵 大臣、(45)は陸
軍大臣やカ ラーホーム大臣になる。
(24)テーワンウタイ ウォ ン親王(クロムプ ラヤ ー ・テー ワ ウォンワローパカー ンX1858/11/27-
1923/0628)
(75)サワ ッ トソー ポ ン親 王(ク ロム プ ラ ・サ ワ ッデ ィ ワ ッタ ナ ウ ィ シ ッ トX1865/12/22-
1935/12/10)
彼 ら2名は兄弟であ り、母親はス ッチャ リッ トクン家出身である。彼 らの同腹の姉妹3名が
5世王の正室 となってお り、 この意味で彼 らは5世王の異母兄弟であるばか りか、義兄弟で
もある。(24)は1881年、(75)は98年にクロマムー ン。(28)は85年以来生涯 にわたって外務大
臣、その息子 も外務 大臣にな る。(75)は5世王の兄弟の中で唯一留学 してお り、オ ックス
フォー ド大学で法律学 を学んで、1892年に初代法務大臣に就任 した。
(62)チッ トチャルー ン親 王(チャオ ファー ・ク ロムプラヤー ・ナ リッサ ラー ヌワッ トXl863年4
月28.日～1947年3月10日)
母親は、5世王の母親の異母妹 であ り、王族であ る。彼は5世王 とは異母兄弟であるばか り
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で はな く、母 方 の従 兄弟 に もな る。1885年に ク ロマ ク ン、87年に チ ャ オ フ ァー位 を授 与 さ
れ てい る。 建 設大 臣 、 宮 内大 臣 、大蔵 大 臣、 カ ラー ホー ム大 臣 、陸 軍 大 臣 な どを歴 任 した。
(1)ノッパ ウォ ン親 王(ク ロマ ムー ン ・マ ヘ ー トウォ ー ラシ ウ ウィ ラー トXl823年3月6日～1867
年)
(2)スプ ラデ ィ ッ ト親 王(ク ロマ ムー ン ・ウ ィ ッサ ヌ ナ ー トニ パ ー トー ンX1824年5月26日～1862
年)
彼 らは4世 王 が即位 前 に生 まれ た 兄弟 であ り、5世 王即 位 前 に死 亡 してい た。(1)は1853年、
(2)は56年に ク ロマ ムー ン。
(20)カッカ ナー ンユ コ ン(クロマ ル ワ ン ・ピチ ッ トプ リー チ ャー コー ンX1855年lo月29日～1910
年3月n日)
(37)チュム ポ ン ソム ポ ー ト親 王(ク ロマル ワ ン ・サ ップ シ ッ トプ ラ ソンX1857年12月29日～1922
年4月3日)
彼 らは イ ン タ ウ ィモ ン家 出身 の母親 を もつ 兄 弟 で あ る。(20)は1876年、(37)は85年に ク ロマ
ムー ン。(20)は法 務 大 臣 、(37)は建設 大 臣 、宮 内大 臣。
(23)ス・ックサ ワ ッ ト親 王(ク ロマル ワン ・ア デ ィ ソー ン ウ ドムデ ー トX1856年3月14日～1925年4
月16日)
(30)カセ ー ム シー ス ッパ ヨー ク親 王(クロマ ムー ン ・テ ィワー コー ラ ウ ォ ンプ ラ ワ ッ トXI857年
8別7日 ～1916年1月3日)
(23)は1876年、(30)は96年ク ロマ ムー ン。(23)は陸 軍次 官 や 師 団長 に な り、 その 息 子M.C.ア
ロ ンコ ッ トは7世 王 時代 にカ ラ ー ホー ム副 大 臣 に な り、親 王 の位 を授 与 され る。 他 方 、(30)
は さ して重 要 な 官職 に就 か な か っ た も のの 、 息 子 のM℃.ネ ー ン は7世 王時 代 に大 蔵 大 臣 と
な り、親 王 の位 を授 与 され る。
(24)タウ ィー タ ワン ラー プ親 王(ク ロマ ム ー ン ・プ ー タ レー トタム ロ ンサ ッ クXl856年3,月15日
～1897年12月8日)
(51)カープ カ ノ ック ラ ッ ト親 王(1858年5月10日～1879年)
彼 らは ブ ンヤ ラ ッタパ ン家 出身 の 母親 を もつ 兄弟 で あ り、(24)は1876年ク ロマ ム ー ン 、 ム
ア ン大 臣 に な る。
(26)カセ ー ム サ ン ソー パ ー ク親 王(ク ロマ ル ワ ン ・プ ロ ム ワラ ー ヌ ラ ッ クXl856年8月16日～
1925年1月4日)
(47)マヌ ッサ ヤ ナ ー クマ ー ノ ップ親 王(ク ロ ムプ ラヤ ー ・ワチ ラヤ ー ン ウォ ー ロ ッ ト)(1859年4
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月12日～1921年8月2日)
彼 らは4世 王即 位 後最 初 の側 室 の子 どもで あ り、(26)は高等 裁 判所 長 や 最 高裁 判 事 にな る。
他 方 、(47)は生 ま れ な が ら 目が 不 自由 で 、出 家 生 活 を送 っ た後 、1910年には チ ャ ク リー 王
朝10代 目のサ ンガ僧 王 に就任 す る。(26)は1883年、(47)は81年ク ロマ ム ー ン。
(27)クラー トル ー サ ン親 王(ク ロマ ム ー ン ・ラ ー チ ャサ ックサ モ ー ソー ンXl856年11,月3日～
1918年6月29日)
(54)チャイ ヤ ー ヌ チ ッ ト親 王(ク ロマ ムー ン ・ポ ンサ ー デ ィ ソー ンマ ヒ ップXl861年8月27日～
1936年1月28日)
彼 らは ロー チ ャナ デ ィ ッ ト家 出身 の母親 を もつ 兄弟 で あ る。(27)は1883年、(54)は98年ク ロ
マ ム ー ン。 後 者 は博 物 館 局 長 に な る。
(17)クリッサ ダー ピニハ ー ン親 王(ク ロムプ ラ ・ナ レー トウォー ラ リッ ト)(1855年5月7日～1925
年8月10日)
母親 はモ ー ン系 貴族 コ ッチ ャセ ー ニー 家 出身 で 、 「王様 と私」 の ア ンナ の生 徒 に な りタイ
人 で初 め て英 文 小説 の翻 訳 を行 っ た と言 われ る人物 で あ る。 一 人 息子 の親 王 は駐 英 公 使 を
務 め た 後 、 首 都 、 建 設 、 御 璽 の 各 大 臣 を歴 任 す る。 息 子2名(チ ャ ル ー ンサ ッ ク とボ ー
ウォー ラデ ー ト)も大 臣に な る。1875年ク ロマ ム ー ン。
(33)シー シ ッテ ィ トンチ ャ イ親 王(ク ロマ ク ン ・シ リタ ッ トサ ンカ ー トXl857年lo月16日～
1911年3月11日)
(63)ワッタ ナー ヌ ウォ ン親 王(ク ロマ ク ン ・マ ル ポ ンシ リパ ッ トXl863年5月27日～1923年4月5
日)
母 親 はナ ・ナ コー ン家 の 出 身 。(33)は御 璽 大 臣や 大蔵 大 臣 、(63)はパ リ駐 在 公使 や プ ラー
チ ー ンブ リー 州 総督 に な る。(33)は1883年、(63)は95年ク ロマ ムー ン。
(25)トーン コー ンコー ンヤ イ親 王(クロマル ワン ・プ ラチ ャ ックシ ン ラパ ー コムXl856年4月5日
～1925年1月25日)
(34)トーンテ ー ム タ ワン ウ ォ ン親 王(クロマル ワン ・サ ップサ ー トス ッパ キ ッ トXl857年10月17
日～1919年4月16日)
母親 はナ ・ラー チ ャ シ ー マー 家 の 出身。(25)は1881年に ク ロマ ムー ン とな り、 カ ラー ホ ー
ム 大 臣や 海 軍総 司令 官 な どを歴 任 。(34)はク ロマ ムー ン を授 与 され た のが1905年と遅 く、
重 要 な官職 には就 任 してい な い。
(51)チャ ン トー ン タ ッ トチ ュ ダ ー タ ー ン親 王(ク ロマ ム ン ・ウ ィ ウ ィ ッ タ ワ ン ナ プ リー
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チ ャーXl860年12月11日～1932年lo月lo日)
1896年に ク ロマ ム ー ンの位 を授 与 され 、病 院 局長 に就任 した 。
(49)サワ ッ トプ ラ ワ ッ ト親 王(ク ロ ムプ ラ ・ソム モ ッ トアモ ー ンパ ンX1860年9月7日～1915年4
月21日)
1878年に ク ロマ ムー ンの位 を授 与 され 、国 王官 房 長 官や 王 庫金 局 長 とな っ た。
(56)ワンナ ー コー ン親 王(ク ロみ プ ラ ・ナ ラー テ ィ ップ プ ラパ ンポ ンXI861年ll月20日～1931年
藍0,月ll日)
1889年ク ロマ ムー ン。92年大 蔵 大 臣。 息子 に大 臣や 局 長 が い る。
(57)ディ ッ トウォ ー ラ クマ ー ン親 王(クロム プ ラヤ ー ・ダム ロ ンラー チ ャー ヌパ ー プ親 王Xl862
年6/月21日～1933年12月1日)
母親 は(27×54)の母 親 の 同腹 妹 で あ る。1886年に ク ロマ ムー ン。 教 育 局 長 、 内務 大 臣 、御 璽
大 臣、最 高 顧 問 な どを歴任 。
(59)シーサ オ ワパ ー ン親 王(1861年7月19日～1889年10月ll日)
病 院局 長 な どに就 任 した もの の 、 クロ ム を授 与 され る前 に死 亡 した。
(61)ソーナ バ ンデ ィ ッ ト親 王(ク ロマ ク ン ・ピ ッタヤ ー ラー ププ ル ッテ ィ ター ダーX1863年4月1
日～1913年10月28日)
1891年ク ロマ ムー ン。 御 璽 大 臣 、建 設 大 臣 、宮 内 大 臣 な どを歴 任 。 息 子 のMC.タ ー ニー ニ
ワ ッ ト(親王 の位 を授 与)も大 臣 に な った。
(76)チャイ ヤ ンモ ン コ ン親 王(クロマ ム ー ン ・マ ヒッ ソー ン ラー チ ャハル タイX1866年1月1日～
1907鋼月15日)
1895年クロマ ム ー ン。 大 蔵 大 臣。
3-3.5世 王 の親 王
次 に5世 王の 王子 た ち につ い て見 て み よ う。
(20)ワチル ン ヒッ ト(1878年6月27日～1895年1月5日)
(37)ソム マ テ ィ ウォ ン ワ ロー タイ(ソ ムデ ッ トチ ャオ フ ァー ・ク ロマ ク ン ・シ ー タ ムマ ラー ト
タム ロ ン リ ッ トXl882年6月9日～ 藍899年6月17日)
(69)マヒ ドンア ドゥンヤ デ ー ト(ソムデ ッ トチ ャ オ フ ァー ・ク ロマ ル ワ ン ・ソン ク ラー ナ カ リ
ンX1892年1月1日～1935年3月25日)
母 親 は サ ワー ン ワ ッ タナ ー 皇 后 。(20)は1886年に 、5世 王 の 最 初 の 皇 太 子 に任 じ られ た。
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(37)は1891年、(69)は1903年ク ロ ム。(69)は1905年イ ギ リスへ 留 学 し、ハ ロー 校 入 学 。1907
年 ポ ツダ ムの プ ロ シア 軍 学校(RoyalPrussianMili血yCollege)に入 り、後 に フ レン ス ブル クの
海 軍 学校(㎞pe翻Ge㎜anNavalCollegeF且ensburg)へ移 って11/2年卒 業。 一度 帰 国 した後 、17
年 今 度 は ア メ リカ に留 学 し、 ハー ヴァー ド大 学 で衛 生 学 を学 ぶ 。24年に は今 度 は医 学 を学
ぶ た め にイ ギ リス の エ デ ィンバ ラ大 学 に留 学 。 体 調 を崩 して 帰 国 し、26/7年に ハ ー ヴ ァー
ド大 学 医学 部 に留 学 して28年6月医学 博 士 とな った[ONCCl991:ll-13]。教育 省 大 学 局長 を
務 めた。(69)の王子 が 後 に8世 王 と9世王 に な る。
(29)ワチ ラー ウッ ト(6世王Xl881年1月1日～1925年H月25日)
(40)チャ ク ラポ ン プ ー ワナ ー ト(ソムデ ッ トチ ャオ フ ァー ・ク ロマ ル ワ ン ・ピ ッサ ヌ ロー クプ
ラチ ャー ナ ー トX1883年3.月3日～1920年6月14日)
(62)アッサ ダー ンデ ー チ ャー ウ ッ ト(ソムデ ッ トチ ャ オ フ ァー ・ク ロマ ル ワン ・ナ コー ン ラー
チ ャ シー マーXl889年5月12日～1925年2月9日)
(72)チュダ ー トゥ ッ トタ ラー デ ィ ロ ック(ソム デ ッ トチ ャ オ フ ァー ・ク ロマ ク ン ・ペ ッチ ャ
ブ ー ンイ ンタ ラーチ ャイX1892年7月5日～1923年5月8日)
(76)プラチ ャー テ ィポ ッ クサ クデ ィデー ト(7世王X1893年ll月8日～1941年5月30日)
母親 は サ オ ワ パ ー ポ ー ン シ ー 皇 后 。 ク ロ ム を授 与 され た の は 、(29)1888年、(40)91年、
(62)98年、(72)1904年、(76)05年で あ る。(29)は(20)の死 後 皇 太 子 に な り、5世 王 が 亡 くな る
と6世王 に、(76)は続 い て7世 王 に な った。 この(29)は1888/9年、(76)は1905/6年にイ ギ リス に
留学 し、 陸 軍 士官 学 校 で学 んだ 。(40)は1897年イ ギ リスに 留学 し、98年ロシ ア の 士 官学 校
に入 学 した。 続 い て1906年3月に は軍 大 学 を卒 業 して 帰 国 し、09年陸 軍 参 謀 長 、17年元 帥
[Senathikanl970:np.;Udoml994:19-52】。(62)は98/9年イ ギ リス に留 学 し、 帰 国後 陸 軍 の師 団
長 、1923年に は 海 軍 大 臣 に な っ た。(72)は1904/5年イ ギ リスに 留 学 し、 ケ ンブ リ ッジ大 学
で学 士 号(B.A.)を取 得 して 帰 国 し、 チ ュ ラー ロン コー ン大 学 の 教 師 や 彫 刻 学 校 の校 長 に
なっ た。
(33)ボー リパ ッ トス ク ムパ ン(ソムデ ッ トチ ャオ フ ァー ・ク ロ ムプ ラ ・ナ コー ンサ ワ ン ウォー
ラ ピニ ッ ト)(1881年6月29日～1944年2月18日)
母 親 は5世 王 の 異 母妹 ス クマ ー ンマー ラ シー 王 妃 、祖 母 はブ ンナ ー クー族 出身 。 ドイ ツの
陸 軍 士官 学校 を卒 業 し、少 尉 に任 官 され た 後帰 国 し、陸 軍 参謀 長 、海 軍総 司 令 官 、海 軍 大
臣 、 カ ラー ホー ム 大 臣 、内 務 大 臣 、最 高顧 問 な どの要職 を歴任 した。1891年ク ロ ム。
(41)ユコ ンテ ィ カム ポー ン(クロマ ル ワ ン ・ロ ップ ブ リー ラー メー トXl883年3月17日～1932年4
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月8日)
3世王 の孫M.C.サー イ を 母 親 と し、1888年に チ ャ オ フ ァー位 、91年 に ク ロ ム[Hophrasamut
l925:322,331-3]。イ ギ リス に留 学 して 、 ケ ン ブ リ ッジ大 学 で 学 士 号 を取 得 し、 帰 国 後 ナ
コー ン シー タ ムマ ラー ト州 総督 、南 部 管 区長 官 を経 て内務 大 臣 、最 高顧 問 を歴 任。
(14)ラピーバ ッタナ サ ック(クロマル ワン ・ラー トブ リーデ ィ レー ク リ ッ トX1874年lo,月21日～
1920年8月1目)
母親 はケ ー トタ ッ ト家 出身 。 イ ギ リスに 留学 し、 オ ックス フォー ド大 学 で学 士 号 を取 得 。
1899年ク ロム を授 与 され た。 法務 大 臣 と農 務 大 臣 を歴任 。
(38)ペンパ ッタナ ポ ン(クロマ ム ー ン ・ピチ ャ イマ ヒン タ ロー ドムXl882年9月10日～1909年ll
別1日)
母 親 は ペ ンク ン家 出 身。1908年ク ロム。 イ ギ リス に留学 し、 帰 国後 農 務 事務 次官 補佐 や 養
蚕 局 長。
(12)キテ ィヤ ー コー ン ウォ ー ラ ラ ック(クロ ムプ ラ ・チ ャ ンタ ブ リー ナル ナ ー トXl874年6,月8日
～1931年15月27日)
母 親 は 当時 も っ とも富 裕 な 中 国 人 商 人 プ ラヤ ー ・ピ ソ ン ソムバ ッ トボ ー リブ ー ンの 娘 。
1902年に ク ロム。 イ ギ リスに 留学 。 教 育 局長 、主 計 局長 、大蔵 大 臣 、 商業 大 臣、最 高顧 問
な どを歴 任。
(15)プラ ウ ィ ッ トワ ッタ ノー ドム(クロマ ル ワ ン ・プ ラLチ ン キ ッテ ィボー デ ィーX1875年5月
27日～1919年12月9日)
母親 はカ ンラ ヤー ナ ミッ ト家 出 身。1902年ク ロム。 イ ギ リス とフ ラン ス に留 学。 宮 内 大 臣
と国王 官房 長 官 を歴 任 。
(17)チラ プ ラ ワ ッ トウォー ラデ ー ト(クロマル ワ ン ・ナ コー ン チ ャイ シー ス ラデ ー トX1876年11
月7日 ～1914年2月4日)
(42)ウッテ ィチ ャイ チ ャル ー ム ラー プ(クロマル ワン ・シンハ ウィ ク ロム ク リエ ンク ライX1883
年12月5日～1947年10月18日)
母 親 は ロー チ ャナ デ ィ ッ ト家 出 身 で 、 ダム ロン親 王 の生 母 の異 母 妹 で あ る。(17)は1900年、
(42)は12年に ク ロ ム。(17)はデ ンマ ー クの 陸 軍 士 官 学 校 に 学 び 、 陸 軍 総 司 令 官 や カ ラ ー
ホー ム大 臣 を務 めた[Hoph㎜mut1925:381,388-390]。(42)はイ ギ リス の海 軍 に学 び 、海 軍参
謀 長 、海 軍 大 臣 、カ ラー ホー ム 大 臣 を歴任 。
(28)アーベ ー コー ンキ ア テ ィ ウ ォ ン(クロマ ル ワン ・チ ュム ポー ン ケー トウ ドムサ ッ クX1880年
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12月19日～1923年5月19日)
(46)スリ ヨンプ ラユ ラ パ ン(ク ロマ ムー ン ・チ ャイ ヤ ー シー ス リ ヨー パ ー トX1884年7月29日～
1919年5月2日)
母 親 は モ ー ト ・ブ ンナ ー ク。(28)は1904年、(46>は1914年に ク ロム。(28)はイ ギ リス で軍 事
学 を学ぶ 。海 軍 参 謀長 、海 軍 大 臣。(46)もイ ギ リス に留 学 し、造幣 局 長 に な った。
(35)ブラチ ャ ッ トチ ャ イヤ ー コー ン(クロム プ ラ ・カムペ ー ンペ ッ トア ッカ ラ ヨー テ ィンXl882
年1月23日～1936年9月14日)
1906年ク ロム。 イ ギ リスで 軍 事 工学 を学ぶ 。 工兵 総 監 、鉄 道局 総 裁 を 経 て、 商 業 ・運輸 大
臣、 最 高顧 問 を歴 任。
(52)ラン シ ッ トプ ラユー ン ラサ ック(クロム プ ラヤ ー ・チ ャイ ナ ー トナ レー ン トー ンX1885年11
月12日～1951年)
母 親MRW.ヌ ア ン ・サ ニ ッ トウ ォ ン は サ ー イ サ ニ ッ トウ ォ ン親 王(M.Cから昇 格)の 娘 。
1914年クロム。 ドイ ツのハ イデ ル ベル ク大学 に留 学。 保 健 局長 。
(44)ディ ロ ック ノ ッパ ラ ッ ト(クロマ ムー ン ・サ ワ ンカ ウ ィサ イ ノー ラボ ーデ ィーX1884年5月3
日～1913年1月12日)
母 親 はチ ェンマ イ の 王族 。1912年ク ロム。 ドイ ツ のテ ユー ビン ゲ ン大 学 理 学 博 士。 内務 省
に 勤務。
3-4.その他のモ ンクッ ト・ファ ミリー閣僚
モンクッ ト・ファ ミリーで閣僚に就任 した ものは、4世王 と5世王の王子の他に、4世王の孫
っま り5世王の弟の息子 たちもいた。彼 らの経歴 も簡単 に見てお きたい。
(1)チャル ーンサ ックク リッサ ダー コー ン親王(M.Cチャルー ンサ ックカルダー コー ン ・カル
ダー コーンXl875年7月2日～1928年10月5日)
クロムプラ ・ナ レー トウォー ラ リッ ト親王の長男。1884/5年ナ レー ト親 王が ロン ドン駐在
公使 として赴任す る とそれ に同行 した。87/8年帰 国す ると、イ ギ リス人(Morant、後 に ワチル
ンヒッ ト皇太子の家庭教師)を家庭教師に雇って学ぶ。89/90年国王の奨学金に よ りイ ギ リスに
留学 し、ハ ロー校 を経 てケ ンブ リッジ大学 に入学。96/7年イギ リスの法 曹資格 を取得 した。
1899/1900年帰国 して外務省入省 し、1900/1年内務省 に移 る。05/6年駐パ リ公使代理、翌年には
駐パ リ全権公使 となった。09年帰 国 して法務副大 臣、続 いて法務大臣。12/3年に再 び駐パ リ
全権公使 として赴任 したpamrongrachanuphapl928:(1>(5)】。
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(2)ボーウォーラデー ト親王(M.C.ボーウォー ラデー ト・カルダーコー ン)25
クロムプラ ・ナ レー トウォー ラ リッ ト親 王の次男。イギ リスで軍事学 を学んで帰国 し、陸
軍に勤務。ナ コー ンラーチャシーマー州 陸軍司令官 、砲兵総 監な どを歴任 した後、兄 の後 を
受けて駐パ リ全権公使 となった。1912年6月に帰国 し、兵器 局長、砲兵学校司令官、第3軍司
令官 を経 て14年8月8日カラー ホーム大臣補佐。地方行政の単位 として州の上に管区が設置 さ
れ ると、パーヤ ップ管区長官に任命 され るが、22年辞職 して年金生活 に入った。7世王時代 に
復職 し、カラーホーム大臣補佐 、陸軍参謀長 を経て1928年カラーホーム大臣になった。29年
11,月親王の位 を授与 された[Bu垣&Phuchongl992:23;PKPS42:142-144】。1933年10月反乱 を起
こ して亡命。
(3)スッパ ヨー クカセー ム親王(M.C.ネーン ・カセー ムシーXl876年8月29日～1933年1月6日)
父親は4世王の息子 クロマムー ン ・テ ィワー コー ラウォン親王。1894/5年ス ワンクラープ校
を卒業 し、大蔵省 に三等事務員 として入省。 叩き上げで次第に出世 し、主計局長補佐 、1908
年4月1日管財局(kromkep)長、10/1年事務 次官代理 、11年8月1日正 式に事務 次官[Supphayok
1933:6-7】。21年親王の位 を授 与 され る。22年大蔵 大臣代理、23年4月1日大蔵大 臣。体調 がす
ぐれず29年に辞職132年4月大蔵大臣に復帰。
(4)アロンコッ ト親王(M.c.アロンコ ッ ト・ス ックサ ワッ トX1880年lo月24日～1952年12月19日)
父親は4世王の親 王ス ックサワ ッ ト(クロマル ワン ・アデ ィソー ン ウ ドムデー ト)。1892年か
ら陸軍士官学校 に学び、1899年少尉 に任官 されて第一近習歩兵連隊に配属 され る。 当時5世王
の親王で留学か ら戻った ものがまだ少なかったため、国王 と親 しく接 して寵愛 を受 け、士官
学校 を卒業 してか らわず か11年で少 将の階級 に達 したが、その後 は地方勤務が多 くなった
[Thaniniwatl953:2】。28/9年陸軍参謀長。30年親 王の位 を授 与 され る。31年カ ラーホー ム大臣
となるが、同年ll,月8日カ ラーホーム省 と海 軍省が合併す る と、大臣格のまま副大臣に任命 さ
れ た。
(5)ターニーニ ワッ ト親王(MC.ター ニー ニ ワッ ト・ソーナ クンX1885年ll月7日～1974年9月8
日)
父親 は4世王 の親王 ク ロマク ン ・ピッタヤ ラーププル ッテ ィター ダー。 サオ ワパーポー ン
シー王妃の命 によ り、王宮内の 王子 向けの学校 で5世王の親 王た ち と一緒 に学ぶ[Thaniniwat
l974:3-4]。その後国王か ら奨学金 を給付 されてイギ リスに留学 した[lbid.:10】。英語研修、初
25生没年を確認する資料を見つけられなかった。
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等教育 を経て、1901年ラグ ビー校 に入学【Ibid.:16-171。08/9年オ ックス フォー ド大学 で東洋学
の学士号を取得 して帰国[Ibid.:(2)]。09/10年内務省に入省 し、lo年国王官房 に移 って5世王の皇
后 サオ ワパーの秘書官 、13/4年外務担 当国王秘書官補佐 、18/9年国王官房長官補佐 、19/20年
外務担当国王秘書官を兼任[lbld,:(3)]。18年9月1日チ ャオプラヤー ・ヨマラー ト(パン ・スクム)
の娘 と結婚。22年親 王に昇格。26年8月3日文部大臣。
(6)トライ トッサプラパ ン親王(M.c.トライ トッサプ ラパン ・テー ワクンXl883年8月ll日～1943
年2月5日)
クロムプラヤー ・テー ワウォンワローパ カー ン親 王の第5子で次男。叔母(父親 の妹)サオ ワ
パーポー ンシー皇后 に預 け られ 、王宮に居住 して5世王の王子た ちと親 しく交 わる[Thaniniwat
l943:(1)]。1895/6年国王の奨学金 に よりイギ リスへ留学 して、まず小学校に通い、98/9年中等
学校ハ ロー校に進学、1901/2年にはケンブ リッジ大学 トリニテ ィ ・カ レッジに入学。03/4年に
卒業。その後パ リの公務員学校外 交学科 に学ぶ[Ibid、:(2)一(3)】。06年9月に帰国 して外務省 に入
省。08年内務省に移 り、10年9月再び外務省 に戻った。13年12月駐ベル リン公使 、第一次世界
大戦中に駐デ ンマー ク公使に転勤。18年9,月帰国 し、外務事務 次官 に就任[lbid.:(4)一(5)]。1922
年親王の位 を授与 され る。彼は幼少時代に6世王 と一緒に遊び学んだ間柄 であ り、イギ リス留
学時期が重なってお り、 しかも外国の外 交官の謁見に同席す る機 会の多い外務 次官で もあっ
たため、6世王の寵愛 を受 けていた[lbi己:(7)]。23年6月父親 が死亡す ると、外務大 臣代行 とな
り、24年4月1日には正式に外務 大臣に就任 した。29年にクロマムーン ・テー ワ ウォンワロー
タイ とい うクロムを授与 され 、31年には最 高顧問会議の メンバーに任命 され た。
4.王族 以外の閣僚
モ ンク ッ ト・ファミ リーが閣僚 に登用 された理由が、血筋にあるのか、能力にあるのか、
あるいはその両方なのか とい う疑 問を解決す る糸 口になるのは、フ ァミリー以外の閣僚 につ
いて閣僚登用の理由を考察 してみるこ とであろ う。 もし能力に基づいていなかった とすれ ば、
ファ ミリー について も能 力は二の次 にされ ていた可能性が高 くなるか らであ る。 そこで、 こ.






(1)チャオプ ラヤー ・ウィチ ッ トウォ ンウッテ ィクライ(MR.W.クリー ・スタ ッ トXl843/4年～
1913年4月19日)
父親 はMCチ ンダー。祖父 は1世王の親王 クロマムーン ・クライ ソー ンウィチ ッ ト(スタッ
ト)であ り、その夫人はバ ッタル ン国主の家柄 であ り、4世王の皇后 と親族 の間柄 にあ った。
このた め、4世王 はス タ ッ ト家 を親 戚 と見 な して いた[Damronglachanuphapl914:(2>(4)】。 ク
リーの弟 ロップは6世王時代の法務大臣チ ャオプラヤー ・アパイ ラーチ ャーである。1864/5年
4世王の近習 とな り、宗教部(㎞omthammakan)に勤務 していた父親 の補佐 をす る ようになる。
同 部 を管 轄 す る クロ ムプ ラヤー ・バ ム ラー プ ポー ラパ ック親 王(4世王 異母 弟 チ ャ オー
ファー ・マハーマー ラー)に気 に入 られて重用 され 、88/9年宗教局長(athibodikrom鋭mg㎞akali)
となる。89/90年文部省 の初代事務 次官。1902年4月19日チャオプラヤー ・パーサコーラ ウォン
が辞職す る と代 わって文部 大臣 に就任 した。04年11月チャオプ ラヤ ー ・ウィチ ッ トウォ ン
ウ ッテ ィクライ の欽賜名 を授 与 され る【lbid.:(5)一(9)]。11年高齢の ため文部 大 臣を辞任 した
[lbid.:(12)]。
(2)プラヤー ・モ ン トリース リヤ ウォン(チュー ン ・ブンナー クXl846/7年～1915年6月27日)
父親 はプラヤー ・モ ン トリー ス リヤ ウォ ン(チュム ・ブ ンナー ク)、祖 父はデ ィッ ト・ブ ン
ナー ク。プラヤー ・ス リヤーヌ ワッ ト(クー ト)の異母兄。読み書 き程度の勉強を した後、4世
王の近習にな った。父親 の地方勤務 に随行 しなが ら行政の実務 を学んだ。4世王が逝去す る と、
5世王の近習 となった。1873/4年に胸の病気 を患い、 中国で8カ月間療養 した。 この間を利 用
して広東語 を学び、74/5年に帰国 した。175/6年プーケ ッ ト総督(㎞aluImgyai)、80/1年半島部 西
海岸地域総督、84/5年パーヤ ップ州総督。1887/8年にバ ンコクに戻る と、今度は ロン ドン駐 在
公使 に任命 され た。2年後 に帰国 し、カ ラーホーム副大 臣に任命 され た。90/1年か ら92/3年に
か けて3年あま りカラー ホー ム大臣チ ャオプ ラヤー ・ラ ッタナーテ ィベー ト(プム、まだチャ
オプラヤー ・ポ ンプテープだ った)がチ ェンマイへ出張 していた時期 には、カ ラーホー ム大臣
代理 を務めた。94年にナ リッ ト親王がカ ラーホーム大臣に就任 した後 も副大臣 にとどまった
が、カラーホーム省 が国防省に衣替 えを し、彼 自身の年齢 も高 くなってきたので、1902/3年
に退職 した[Da㎜ongrachanuphaplgl8:(17>(37)]。
(3)チャオプラヤー ・パーサ コー ラウォン(ボー ン ・ブ ンナー クXl849/50年～1920年5月15日)
父親 ソムデ ッ トチャオプ ラヤー ・ボー ロムマハ ープラユーラ ウォン(ディッ ト ・ブ ンナ ー
たプラヤー ・マハーアムマー タヤーテ ィボーデ ィーである。
70
ク)を幼 く して失 ったため、異母兄で当時ブ ンナークー族の当主であった ソムデ ッ トチャオプ
ラヤー ・ボー ロムマハー シー ス リヤ ウォン(チュ ワン ・ブンナー ク)に育て られた。15歳でイ
ギ リスに留学。 しか し3年後の1866/7年にチ ュワンの息子 チャオプラヤー ・スラウォ ンワイヤ
ワッ ト(ウォーン ・ブンナー ク)がヨー ロッパへ使節 として派遣 され た ときに通訳 を務 め、そ
のまま一緒に帰 国 して4世王の外務担 当秘書官 に採用 された。4世王の死後には、摂政チ ュ ワ
ンをはばか ることな く、1870年代 の5世王の初期改革の中心的推進者 とな り、5世王 の厚い信
頼 を獲得 した。79年ヨー ロ ッパへ使節 として派遣 され、任務終 了後 もそのまま友好使節 とし
てヨーロッパ各国を歴訪 した。帰国後、近習部長(㎜gwangmahatlek)、プ ラクランス ワン局長、
パー シー ・ローイ ・チ ャ ック ・サーム(関税)局長、主計局長 を経 て、90/1年農業 大臣。92年4
月1目には新設 の文部省 の初代大臣 に就任。96年3月29日チャオプ ラヤー ・パーサ コド ラ ウォ
ンの欽賜名 を授 与 され た。 高齢 で執務が難 しくなってきたため、1902年文部大臣 を辞職 した
[Damrongrachanuphap1922a:kh-n]o
(4)チャオプラヤー ・テー ウェー トウォンウィワッ ト(M.RW.ラーン ・クンチ ョーンX1852/3年
～1923年1月1日)
父親はシ ンハナー トラーチ ャ ドゥロン親 王(M℃.から昇格)、祖父は2世王の親王。父親は叔
父に当た る4世王の寵愛厚 く、ラー ンが元服式(koncuk)をした ときには、4世王がわ ざわ ざ親
王の御殿に出向いてま げ落 と しを してや った ほどであった。 こ うした栄誉 に浴す るものはま
れであった[Danlrongrachanuphap1923:(7)]。元服式後4世王の近習 となった。5世王 とは幼少 時
代か ら親 しく、その即位 後の近習 とな り、1888年6月26日には近習部長 となった。92/3年には
ワチル ンヒッ ト皇太子 の子守役(phraaphiban)となった[Thewetwongwiwat1923:㎞1。その後国事
会議議長(saphanayokra仙amontri)、初代スカー ビバー ン(衛生)局長 を経て、98年建設 大臣 とな
り、翌年 には農務大臣に就任 した。1900年11月にチャオプラヤー。
(5)チャオプ ラヤー ・タムマサ ックモ ン トリー(チュー ム ・セー ンチュー トーX1852年3月28日～
1931年7月1日)
父親 プ ラヤー ・ス ラサ ックモ ン トリー(セー ン ・セー ンチ ュー トー)は5世王 の近習 部長
(αmgwangmahatlek)。ソムデ ッ トチ ャオプ ラヤー ・マハー'ピチ ャイヤー ト(タッ ト・ブンナー
ク)が自宅 に一族 の子 弟 向けに開いた学校 で学ぶ。父親 が4世王の近習 と して 出仕 させた。
1868年4世王が逝去す る と、摂政チ ュワン ・ブンナー クに仕えた。70年5世王が警護部 隊を設
置す ると、父親が国王警護 近習兵部 隊の初代司令官 となったので、チュー ムは少尉 として加
わった。父親 とともに5世王の シンガポール とジャワ、続いてイ ン ドへの旅 行 に同行 した。
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73/4年父 親 が 死 亡 した 後 も 引 き 続 き近 習 と して 警 護 兵 の 任 務 に あ た っ た[Thammasa㎞on㎞
1975:3-ll]。1880年代 後 半 にホ ー 族 の反 乱 鎮;圧で 活 躍 し[lbid.:46-8]、90年4月25日陸 軍 総 司 令
官 に就任[Ibid.:50-1】。92年4月1日か ら新 設 の 農 商務 省 の 大臣 に任 命 され た が[Ibi己:65-61、97年3
,月農 商 務 大 臣 を 辞 任 。 辞 職 後 、 業 務 上 横 領 の 容 疑 で 調 査 委 員 会 を設 置 され た[lbid.:81-2]。
1903/4年に はパ ー ヤ ップ で ギ ウの 反 乱 が 勃発 す る と鎮 圧 軍 の 司令 官 と して 出征 、26年3月31日
元帥[Ibid.;91-21。
(6)チャ オ プ ラ ヤ ー ・ボ ー デ ィ ン トー ン デ ー チ ャ ー ヌ チ ッ ト(MR.Wア ル ン ・チ ャ トラ ク
ンXl856/7年～1921年7月25年)
父親 はM.Cニ ン 、祖 父 は1世 王 の親 王。 幼 少 時 に は叔 父M.C.スバ ンの 自宅で 読 み書 き を習 い 、
5世王 が近 習 兵 部 隊 を設 置 す る とそれ に加 わ った。1878/9年砲 兵部 隊 に 移 り、89/90年陸 軍 士 官
学校 に転勤 。1899/1900年クル ンテ ー プ州 陸 軍 司令 官 。1900/1年陸 軍 ヨ ッ クラバ ッ ト、Ol/2年陸
軍 次官 、戦 略 局 副総 裁。10年カ ラー ホー ム 大 臣補佐(副大 臣)、14年カ ラー ホー ム大 臣代 理 、15
年 に は 正 式 に カ ラ ー ホ ー ム 大 臣 に 就 任 し た 。 同 年 に は 元 帥 の 階 級 を 授 与 さ れ た
[Damrongrachanuphap1922b:c-s]o
(7)チャオ プ ラヤ ー ・アパ イ ラー チ ャ ーマ ハ ー ユ ッテ ィタ ム マ トー ン(M.R.W.ロップ ・ス タ ッ
トX1858年2月24日～1938年11.月12日)
父親 はM.Cチ ン ダー 、MRW.ク リー ・ス タ ッ トの弟 にあ た る。 僧 侶 か ら読 み 書 き を習 い 、
1875/6年5世王 の 近 習 と な る 。80年 代 半 ば か ら 首 都 省 に 勤 務 、1896/7年巡 回 局 副 局 長
(rongathibodlkromkongαawen)、1902/3年に は首都 事務 次 官 に就 任。12年法務 大 臣 とな り、同 年
ll月チ ャオ プ ラヤー ・アパ イ ラー チ ャ ーマ ハ ー ユ ッテ ィタ ムマ トー ンの欽 賜 名 を授 与 され た
[Aphairacha1938:(1}(3)]0
(8)プラヤ ー ・ス リヤー ヌ ワ ッ ト(クー ト ・ブ ンナー クX1862年4月10日～1936年9月30日)
父親 は プ ラ ヤー ・モ ン トリー ス リヤ ウォ ン(チュ ム ・ブ ンナ ー ク)で、 チ ュー ン(カラホ ー ム
副大 臣)の異 母 弟。 幼 少 時 は チ ュ ワ ン ・ブ ンナ ー クの 自宅 で学 び 、1871/2年か ら5年間 イ ギ リス
領 のペ ナ ン とカル カ ッタに留 学。1876/7年帰 国 して5世 王 の近 習。80/1年内務 省 入省 、87/8年外
務 省 に移 っ て駐 イ ギ リス公 使 館 勤 務 。89/90年い っ た ん帰 国 した後 、 今 度 は ドイ ツへ 派遣 され
る。95/6年フ ラ ンスへ 転 勤 、96/7年パ リ駐 在 公 使 。1905年帰 国 して建 設 大 臣に 就任 し、06年に
は大蔵 大 臣 に転 じた[S面yanuwat1937:7-9】。
(9)チャ オプ ラ ヤー ・ヨムマ ラー ト(パン ・ス ク ムX1862年7月15日～1938年12月30日)
スパ ンブ リー 県 で庶 民 の子 ど も と して 生 まれ る。 幼 少 時 か ら寺院 で学 ん で そ のま ま 出家 し、
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1883/4年教 法試 験 の プ ラ ヨー ク3段 を受 験 した 直 後 に 還 俗27。ダム ロ ン親 王 に仕 え て 、 ス ワン
ク ラー プ校 の タイ語 補 助 教 員 に採 用 され た[Damrongrachanuphapl939:(28>(35)]。84/5年に5世 王
の親 王5名 の 専属 教 師 とな り、 うち4名 が85/6年イ ギ リスへ 留 学す る と子 守役 と して 同行 。 ロ
ン ドン公 使 館 書 記 官 を兼 務 し、93年に は ワチ ラー ウ ッ ト親 王(後の6世 王)の子 守 役 も務 め た。
94年に 帰 国 し、か ね て か ら懇 意 で あ っ た内 務 大 臣 ダ ム ロ ン親 王 の秘 書 官 に任 命 され た。96/7
年 ナ コー ンシ ー タ ムマ ラ ー ト州 初 代 総督[Ibid.:(72>(73)】。1906/7年建設 大 臣 、07/8年首都 大 臣
[Ibid.:(99)一(loo)]。08年チ ャ オ プ ラ ヤー ・ヨ ムマ ラー トの欽 賜 名 。 教 え子 ワチ ラー ウ ッ ト皇太
子 が即 位 す る と、 国 王 の 信 頼 と寵 愛 を ます ま す 享 受 し、22年に は 内務 大 臣[Thaniniwat1939:
(116)]。さ らに、行 政 官 の 最 高 の階 級 マハ ー ア ムマ ー トナー ヨッ クを授 与 され た28。
(lo)チャ オ プ ラヤ ー ・ウォ ー ラ ポ ン ピパ ッ ト(M.Rw.イェ ン ・イ ッサ ラセ ー ナ ーXl863年3,月31
日～1941年7月26日)
父親 はMC.サ オ ワ レー ト。 王宮 内部 の 学校 に学 び 、1877/8年前方 軍 工 兵 部 隊(翼romthahanna
chang)に勤 務 。 宮 廷 に移 って 近 習 とな り、1903/4年近 習 部 長 。6世 王 が逝 去す る と、26年3月5
日近 習局 総 裁 に任 命 され 、肥 大 した近 習 局 の整 理 を担 当。 そ の 功績 に よ り、26年7月4日宮 内
大 臣代 理 、チ ャオ プ ラ ヤー ・ウォー ラポ ン ピパ ッ トの欽 賜名 、27年4月1日 正式 に宮 内大 臣 に
就任 【WomphongPhiphat1941:(1)一(2)]。
(11)チャオ プ ラヤ ー ・ス ラ シー ウィ シ ッタ サ ック(チュー イ ・カ ンラ ヤー ナ ミ ッ トXl863年4月
24日～1942年2月9日)
父親 は プ ラヤ ー ・マ ハ ー ア ムマ ー タヤ ー テ ィボ ー デ ィ ー(チ ュ ー ン)、祖 父 は チ ャ オ プ ラ
ヤ ー ・ニ コー ン ボ ー デ ィ ン(トー)。先 祖 は雲 姓 の 中 国 人 。 チ ュー イ の 異 母 姉 は5世 王 の側 室
チ ェー ム(プラー チ ン親 王 の生 母)[Thamrongsakl972:363-4]、さ らにチ ュー イ の 娘 に は プ ラー チ
ン親 王 の側 室 、5世 王弟 サ ップ シ ッ ト親 王 の 息 子 の側 室 が い る。 僧 侶 か ら読 み 書 きや 算術 を5
年 間 ほ ど習 った 後 、1878/9年5世王 の 近 習 とな る。 地方 行 政 官 とな り、94/5年ピ ッサ ヌ ロー ク
州 総 督。97年5世 王 の 第1回 目の ヨー ロ ッパ 旅 行 に同 行。1902年4月1日パ ー ヤ ップ州 総 督 、10
年1月26日チ ャ オ プ ラヤ ー ・ス ラ シー ウ ィシ ッタ サ ックの 欽 賜名 。 パ ー ヤ ップ が 管 区(phak)に
な る とそ の初 代長 官 。16年内務 大 臣[Noil931:140-145;Na註hawutl974:15-19]。
(12)プラヤ ー ・マハ ー ア ムマ ー タヤ ー テ ィボ ー デ ィー(セン ・ウィ ラヤ シ リXl865年5月30日～
27当時の教法試験 については、石井米雄ll975:172-4】を参照。
28軍人の元帥に相 当す る階級 であ り、それ を授与 されたのは彼 と外務大臣テー ワウォン親王の2名だけ
であった。6世王か らの信頼の厚 さを物語 っている。
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1956年朔14日)29
有力 な中国人商人 の家系 で、父親 クン ・パー シー ソムバ ッ ト(アル ン)は、5世王側室 ウアム
(チャンタブ リー親王生母)の父プラヤー ・ピソン ソムバ ッ トボー リブー ン(イム)の弟。王宮内
部の学校 、ス ワン ・ナ ンタ ウタヤー ン校 、地図学校 に学び、1882/3年英語の通訳 として役人
になる。地図部に勤務 し、98/9年内務事務次官、1903/4年内務副大臣、04/5年郵便 ・電信局長、
06/7年鉱 山局総裁 、13年内務副大臣、15年内務大臣代理[Mahaamattayathibodi1959:143】。
(13)チャオプラヤー ・ウォンサーヌプラパ ッ ト(MRW.サター ン ・サニ ッ トウォンXl866年6月
21日～1940年10月21日)
父親はサーイサニ ッ トウォン親王(元来 はMC)、祖父は2世王の親 王。妹には5世王の側室ヌ
ア ンの他 、5世王弟サ ワッ ト親王に嫁 いだサギアムがいる。 王宮の学校(RonghenL㎜g)入学 し、
1871年には近習兵舎(Rongthahanmaぬat[ek)で英語 を学ぶ。72年国王の命 によ り、海軍のお雇 い
外 国人 リシュ リュー(後にタイ海軍総司令官)のつてでデ ンマー クへ留 学。 陸軍士官学校 を卒
業 し、88年デ ンマー クの陸軍少尉 に任官。90年には参謀学校 に入学 し、2年後に卒業。 この間
9繊年から同 じデ ンマー クへ留学 した5世王親 王チ ラプラワ ッ トの面倒 をみた[Wong…旧nupraphat
1941:1-4】。93年帰国 して戦略局(陸軍)に勤務。98年陸軍参謀長補佐 、99年陸軍士官学校司令官、
モ ム ・チャー トデー トウ ドムの欽賜名 を授与 され る[lbld.15-6】。 904年3月陸軍参謀長[lbid.:7-
8]。09年5月13日農務副大臣に転任 、同年12月16日には正式に農務大臣 に就任【lbid.:20-22]。ll
年ll月11日チ ャオプラヤー の位 を授与 され る[lbid.;591。12年4月1日に建設 大臣へ転任 した
[lbid.:61]a
(14)チャオプラヤー ・プラサデ ッ ト(MRw.ピア ・マー ラー クンXl867年4月16日～1917年2月14
日)
父親は海軍総司令官(1890～1899)クロマムー ン ・プラープポー ラパ ック親王(M.C.から昇格)。
祖父チャオフ ァー ・マハーマー ラーはモンク ッ ト ・ファミリー以外では4世王 と5世王に もっ
とも信頼 され た2世王親 王であ り、、マハータイ大臣(1878-1886)を務 めた。 ピアの1881年の元服
式は5世王臨席 のも とに行 われた[赤木1981:255]。宮内大臣MRW.プムの兄。 自宅で学んだ後、
85年にス ワンクラープ校 に入学[lbid.:255-6]。87年か ら教育局 に勤務。92年内務大臣秘書官。
93年ワチ ラー ウッ ト親 王(後の6世王)のイギ リス留学にタイ語教師 として随行。99年に帰国 し、
29彼の名前は、葬式本の表紙 にはSaeng(セー ン)、本文ではSeng(セン)と表記 され ている。いずれが正 し
いのか不明で ある。 なお彼の一族 は1942年7月21日以後苗字 として ウィラヤシ リ ・マハーアムマータ
ヤーテ ィボーデ ィーを用い るよ うになった。
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5世王近 習学 校(公務 員 養成 学校)の校長 。1902年文部 省 に移 っ て教育 局 長 、 事務 次 官 、副 大 臣 、
大 臣代 理 を経 て 、12年文 部 大 臣 に 就 任 。13年ll月チ ャ オ プ ラヤ ー ・プ ラ サ デ ッ トの欽 賜 名
[lbid.:256-61;Noi1931:122-7]0
(15)チャオ プ ラヤ ー ・ボー デ ィ ン トー ンデー チ ャー ヌ チ ッ ト(イェー ム ・ナ ・ナ コー ンXl867年
4月21日～1961年3月1日)
父親 は チ ャオ プ ラヤ ー ・ス タ ムモ ン トリー(プ ロー ム)。1889年3月陸 軍 士官 学 校 入 学 。1903
年8月 陸 軍 次官 、10年12月17日カ ラー ホー ム事 務 次 官 、21年8月26日カ ラー ホー ム大 臣代 理 、
22年4月1日正 式 に カ ラー ホー ム大 臣。22年ll月ll日チ ャオ プ ラヤ ー ・ボー デ ィ ン トー ンデ ー
チ ャー ヌチ ッ トの欽 賜 名[Bodinthondechanuchitl961:ch-th]。
(16)チャオ プ ラヤー ・マ ヒ トー ン(ラオー ・ク ライル ー クX1874年7月2日～1956年5月8日)
先祖 は林 姓 の 中国 人 で あ り[泰國林 氏宗 親 会1986:571]、父 親 は プ ラヤ ー ・ペ ッチ ャ ラ ッ ト
(モー ラー)。1886/7年ス ワン ク ラー プ校 に入 学 【Wisut1956:361、6年間学 ん で91年に 卒業 し、 最
高裁(直訴 審理)局長 シ リタ ッ トサ ンカー ト親 王 に預 け られ た【lbi己:3魯9]。92年シ リタ ッ ト親 王
が法 務 担 当国 王秘 書官 に転 任 し、 ラオー も一緒 に国 王 官房 に移 った[lbid.二41】。 ラ ピー(ラー ト
ブ リー)親王 が帰 国 し、国 王 官房 で タイ の 法律 を勉 強 す るよ うに な る と、 同年 齢 の親 王 と意 気
投合 し、親 王 の秘 書 官 に登 用 され た。 ラ ピー 親 王 が 法務 大 臣 に就任 す る と、97年4月1日 か ら
法務 大 臣秘 書官[lbid.:50]。96年判 事 養 成 の た め の法 律 学 校 が 設 置 され る と入 学 し、97年12月
第1回 法 曹試 験 に合 格 し[lbid.:51-6]、98年4月1日刑 事 裁 判 所 の判 事 とな った。99年4,月1日民 事
裁 判所 長 、1901年4月1日法務 事務 次 官。ll年1月26日最 高裁 判事 、続 い て法 務 担 当国 王秘 書 官
を兼任[lbid.:81-82]。14年4,月10日宮 内省 法務 局(㎞omph㎜itisat)初代 局 長 に転 任[RKA(K)31:52-
6]。18年9月9日最 高裁 長 官。19年12月11日国 王官 房 長 官 に 就任 。22年チ ャ オプ ラヤ ー。32年4
月7日 国王官 房 が御 璽 省 と名 称 を変 更 した後 も引 き続 き大 臣 に と どまっ た。
(17)チャオ プ ラヤー ・ピチ ャ イヤ ー ト(ダン ・ブ ンナ ー クX1875年6月6日～1946年7月25日)
父親 は プ ラヤ ー ・パ イ ブ ー ン ソムバ ッ ト(デー ト)。祖 父 は タ ッ ト ・ブ ンナ ー ク。 ス ワ ン ク
ラー プ校 で英 語 を学 んだ 後 、法 律 学 校 を卒 業 し法 曹 資 格 を取 得。1897/8年か ら法 務省 に 勤務
し、1901年4月民 事 裁 判 所 長 、07年9月最 高 裁 判 事 、19年12月最 高裁 長 官 、24年11月チ ャオ プ
ラヤ ー ・ピチ ャイ ヤ ー トの 欽 賜 名 、26年5月法 務 大 臣 代 理 、27年4月法 務 大 臣[Phichaiyatl946:
k-d]o
(18)チャ オ プ ラヤ ー ・ポ ン プ テ ー プ(チ ャル ー ム ・コー マ ー ラ ク ン ・ナ ・ナ コー ンX1877年～
1946年11月23日)
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父 親 は プ ラ ヤ ー ・シ ー ソー ラ ラー チ ャパ ッ クデ ィー(ヌ ー レ ッ ク)。祖 父 は チ ャ オ プ ラ
ヤ ー ・マ ハ ー シ リタ ム。 母 方 祖 父 は ウォー ン ・ブ ンナ ー ク。1896/7年パ ー ヌ ラ ンシ ー親 王 の
ヨー ロ ッパ 出 張 に 同行 し、イ ギ リスに残 っ て親 王 の 私 費 に よ り学 び 、 翌年 国 王奨 学 生 に 切 り
替 え て も らっ た。 留 学 時 期 が ワチ ラー ウ ッ ト皇 太 子 と重 な って い た た め、 た び たび 拝 謁 し知
遇 を得 た。1900/1年帰 国 して大蔵 省 主 計 局 に入 省 し、11年8月1日管財 局 長[RKA28:874]、15年
9月2日主計 局 長[RKA(K)32:193-4]。20年農 業 省 に移 って 副 大 臣 、 さ らに21年に は大 臣 とな っ
た。21年ll月チ ャオ プ ラヤ ー ・ポ ン プテ ー プ の欽 賜 名[Noil931:153-7]。
(19)チャ オ プ ラ ヤ ー ・タ ム マ ー テ ィ コー ラナ ー テ ィボ ー デ ィ ー(MRW.プ ム ・マ ー ラ ー ク
ンX1877年7月27日～1942年1月23日)
父 親 は海 軍 総 司 令 官 ク ロマ ム ー ン ・プ ラー プ ポ ー ラパ ッ ク親 王(元 来 はMC)、 祖 父 は チ ャ
オ フ ァー ・マ ハ ー マ ー ラー 親 王。 文 部 大 臣M.R.W.ピア ・マ ー ラ ー ク ンの 異 母 弟 。 ス ワ ン ク
ラー プ校 に学 ん で 、 出勤 す る父親 に付 き従 って海 軍や 王宮 に出入 り し、5世 王 の 近習 にな っ た。
1896年か ら宮 内省 に 勤務 し、1911年2月3日宮 内 事務 次官[RKA27:2755】、13年4月15日宮 内大 臣
[KR6Pho.So.2456=28】、 同 年9月16日 チ ャ オ プ ラヤ ー ・タ ム マ ー テ ィ コー ラナ ー テ ィ ボ ー
デ ィー の欽 賜名 を授 与 され た[Th㎜athiko㎜athibodi1942:k-s]。
(20)チャオ プ ラヤ ー ・タ ムマ サ ッ クモ ン トリー(サナ ン ・テ ー プ ハ ッサデ ィ ン ・ナ ・ア ユ ッタ
ヤーXl878年1月1日～1943年2月1日)
父 親 は プ ラヤ ー ・チ ャイ ヤ ス リン トー ン。 ス ワ ン クラー プ 校 、 ス ナ ンター ライ校 な どを経
て、1892年開設 の師 範 学校 に 第1期 生 と して入 学 、94年首席 で 卒業 し、 師範 学 校 の 補助 教 員 と
な る。 文部 省 奨 学 金 を得 て 、96年か らイ ギ リス に留 学 。 教 員 資 格 を取 得 して 、1898/9年帰 国
[suci血1983:2]。師 範 学校 教員 を経 て 、1911年6月4日文部 事務 次官 代理[KR6Ro.sα130:102-3]、
12年4月6日文部 事務 次官 【KR6Ro.So.131:21-2】、 6年3月28日文部 大 臣 代理 、 同年6月19日文 部
大 臣[PKPSPho.So.2459:89-90]。1917年チ ャオ プ ラヤ ー。
(21)チャオ プ ラヤ ー ・シー タム マ テ ィベ ー ト(チッ ト ・ナ ・ソン ク ラーXl885年lo月30日～1976
年9月25日)
ソン ク ラー 国 主 の 一 族 に生 ま れ る30。ソン ク ラー か らバ ン コ クの 母 方 の祖 父 母 の も とに 身
を寄せ て、1895/6年ア ッサ ム チ ャ ン(As㎜pdon)校入 学。7年 間学 ん だ後 、1903/4年法務 省 入省 。
05年法 曹 資格 を取 得。 法務 省 の 奨 学金 を得 て07/8年イ ギ リス留 学 、10/1年イ ギ リスの 法 曹 資格




臣代理 を兼任(RKA(K)45:96-7】、同年12月15日最高裁 長官 を辞 して法務 大 臣に正式 に就任
[RKA(K)45:231-2]。31年ll月8日チ ャオプラヤー ・シー タムマテ ィベー トの欽賜名。
(22)プラヤー ・コーマー ラクンモン トリー(チュー ン ・コーマーラククン ・ナ ・ナ コー ンXl891
年8月16日～1961年1月31日)[Kom㎜㎞mmonth196蓋:k一出]
父親ナーイ ・ポンパーイは5世王近習。農業 大臣チャオプ ラヤー ・ポ ンラテー プ(チャル ー
ム ・コーマーラクン ・ナ ・ナ コー ン)は叔父 にあた る。 スクマーライ校 とウ ドム ウィッタヤー
ヨン校 で学び、1904/5年か ら06/7年にかけて大蔵官僚 の叔父(チャルーム)のもとで見習 い。 そ
の後 ラーチャ ウィ ッタヤー ライ校入学。08/9年大蔵省主計局の見習 い とな り、翌年事務員 と
なる。10年5月大蔵省奨学金 を得てイ ギ リス留学。15年1,月には法務省奨学生に切 り替 えて法





以上に親 王 と非親 王にわけて、1892-1932年の閣僚全員のプ ロフィール を簡単 に調べ た。彼
らが閣僚に登用 された主た る理由は どこにあったのであろ うか。想像 され る理 由 としては、
能 力、血筋、人脈(個人的 な関係)があろ う。何 よ りもまず指摘 されねばな らないのは、 この
時期の閣僚 の圧倒 的多数 は親王 であ り、それ以外 はMRW.以下の王族や 、父 ・祖父 などにプ
ラヤーあ るいはチ ャオプ ラヤーを出 した ことのあ る貴族で あった とい う事実で ある。 正真正
銘 の庶民階層出身者 はパ ン ・スクム(チャオプラヤー ・ヨムマラー ト)ただ1人で ある。 この こ
とは、家柄や血筋その ものが重要 な要因 とな っていた、あるいはそ うした家柄が能力 を左右
していた、 とい う2つの可能性 を示唆 しているよ うに思われ る。過去 に遡 って個 々の閣僚の能
力を判断す るのは至難 の業 である。後世の人間が彼 らの能力を判断 しよ うとすれ ば、学歴が、
必ず しも能力 と直結 す るわけではないものの、客観的 に比較可能 な物差 しとしては もっ とも
有効であろ う。
学歴 については、タイ国内における教育制度 とりわけ中等以上の教育機 関の発展について、
まず一言 ふれておかねばな らないであろ う。 タイで最初の大学チュラー ロンコー ン大学が設
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置 されるのは1917年3月26日のこ とである。1932年以前には、国内の大学の卒業生で閣僚に就
任 したものは皆無であった。大学創設以前の国内にお ける最 高学府 には、陸軍士官学校(1887
年創設)、海 軍士官学校(1898年4月15日創設)、法律 学校(1896年創設)、文官養成所(1899年創
設)31などがあった。 この時期の閣僚の中には陸 軍士官学校 や法律学校 の卒業生が含まれ てい
るものの少数派 にとどまってお り、む しろ ヨー ロッパへの留学経験者 の方が多かった。
ダムロン親 王は洋 学の知識 さらには留学経験が重要であった ことを繰 り返 し強調 している。
た とえば、農務 大臣や建設 大臣 を務 めたチャオプ ラヤー ・テ ー ウェー トウォ ンウィワ ッ ト
(MRW.ラー ン ・クンチ ョーン)の葬式本に寄せ た文章の 中で親 王はこ う述べている。 「[チャ
オプラヤー ・テー ウェー トは]私に次の ように語 った ことがあった。 自分は新 旧の教育方法の
変動期 に生 まれてきた不幸な人間 です。 旧式の教 育をきちん と受 けるには若す ぎま した し、
学校に入って西洋語 を学ぶ といった よ うな新 しい学問をす るには年齢 をとりす ぎていま した。
ちょ うど中途半端 な時期 に生まれて、 どち らの教育 もきちん と受 け られ ませんで した。近習
部 長 に な れ た と い うの は で き す ぎ で 、 こ れ 以 上 は 望 む べ く も あ り ま せ ん 」
[Damrongrachanuphapl923:(3)一(4)]。実際には大臣にな り、チャオプラヤーに もなったのである
が、これは知性や能力 を備 えてお り、 どんな職務 も懸命 に迅速に処理 したか らであ り、 この
ことが 「チャオプラヤー ・テー ウェー ト自身が語っていた欠点を補 う長所 となっていたので
ある。チ ャオプラヤー ・テー ウェー トは 自らと同 じ欠点 に悩まな くてす むよ うにと、息子 た
ちが成長 す る と厳 しく教育 を受 け させ 、 うち4名をプ ラヤー に した」[n)id.:(5:ト(6)]。カ ラー
ホーム大臣チ ャオプラヤー ・ボーデ ィン トー ンデーチャーヌチ ッ ト(MR.W.アル ン ・チ ャ トラ
クン)の伝記では こ う述べてい る。 「経歴 を眺めてみ ると、チ ャオプラヤー ・ボーデ ィン トー
ンデーチャー ヌチ ッ トは後世の人 間の よ うに深い学識があ るわけではな く、外国語 を知 って
い るわけでもなく、あ るいは諸外国の風習 を見聞 したわけで もないのに、軍人 としてたえず
上首尾に勤務 し、っいには元帥 とな り、 カラーホー ム大臣にまでなった … のであるが、
これはいったいなぜ であろ うか。」彼 をよく知 る友 人 として思 うには、 「正直、誠 実、勤勉
とい う特質を備 えていたか らである と思われ る」[DamronglachImuphapl922b:t]。さらに文部 大
臣チ ャオプ ラヤー ・パーサ コーラ ウォン(ボー ン ・ブ ンナー ク)の伝記 では こ う述べ ている。
ボー ンは幼 くして父親 をな くしたため、ブンナー クー族の総領であるチ ュワンに育て られた。
31この公務員養成学校 は、1902年4月1日近習学校 に改組 され、1911年1月1日チ ュラー ロンコーン王文官
学校 と改称 され、ついに1917年に大学へ格上げ され る【玉 田1994:421。
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一族のほぼ同年齢の子 どもた ちと一緒 にプ ラユー ンラ ウォン寺の僧侶 ケー オの学問所で学ん
だ。 「しか し、当時の教育は文字 の読み書 きだ けであ り、後 にもっ と高度 な学校が設立 され
る時代の よ うには詳 しい ことは教えなか った。なぜ な ら、王家以外の一族 の父兄は、学問な
どとい うのは事務員のための ものであ り、位 階の高い ものは深 く学ぶ必 要がない と考 えてい
たか らで ある。 このた め、チ ャオプ ラヤー ・パーサ コーラ ウォンと同 じ学問所 で学んだ ソム
デ ッ トチ ャオプ ラヤー[チュワン】の子弟の 中にはチ ャオプ ラヤー ・パーサ コー ラウォ ンほ ど
の学識を備 えるものは出なかった」[Damrongmchanuphapl922a=sl。
親王は さらに こうも述べている。4世王時代 に国王の寵愛を受けたのは西洋語のできるもの
であった。その数 は少な く、王族や貴族 では5名だけであった。1人は5世王である。2人 目は5
世 王の副王の ウィチ ャイチ ャー ン親 王である。3人 目はワー ト・ブンナー クであ り、チュ ワ
ン ・ブンナークがアメ リカの海 軍兵士に預 けてアメ リカに留学 させ た。4人目はネー トであ り、
シンガポール で英語 を学ん で帰国 した。5人 目はボー ン ・ブ ンナー ク(チャオプラヤー ・パー
サ コーラ ウォン)であ り、イギ リスに留学 して3年間英語 を学んだ。4世王時代 に ヨー ロッパ に
留学 したものはこれ以外 に3名いる。チャオプ ラヤー ・スラウォンワイヤ ワッ トの息子 トー ・
ブ ンナー ク とピン ・ブ ンナー ク、そ してチ ャオプ ラヤー ・パー ヌ ウォ ンの息子 ス ッ トチ ャ
イ ・ブンナー クである。 トー とス ッ トチャイはイ ギ リス、 ピンはフランスに留学 し、いずれ
も4世王逝去の ときにはまだ留学 中であ り、5世王時代 に帰国 して国王に仕 えた[lbid.:14]。4世
王時代 にアメリカ人 宣教師か ら英語 を学び、5世王時代に政府 に出仕 した ものがこれ以外に6
名いる。5世王時代 にな ると、英語教育に一段 と力が入れ られ るよ うにな り、近習兵部隊に学
校を設置 し、英語教師 を招いて、5世王の弟た ちに学ばせ た。5世王時代 に大 臣に就任す るこ
とになる王族 のほぼ全員は この学校 で英語 を学んでいた。それ以外 に、M.C.やM,R.W.位の王
族を選 んでシンガポールへ留学 させ た。彼 らの中か らM.C.プリッサダー ン(後に親 王)、M.C.
チェ ック、そ してMRW.テ ー ワヌ ン ・シ リウォ ンの3名を最初 のイギ リス留学生 として派 遣
した。その後西洋語や洋学 の学習は非常に盛 んになった[Damrongrachanuphapl928」2-6]。
ダム ロン親王の記述に もあるよ うに、5世王は1872年に最初 の英語学校 を開設 したのに続 い
て[wya賃1969:70-8]、1881年には近習 兵部隊に学校 を設置 した。後者は1882年にス ワンクラー
プ御殿 に移転 され[lbid.:lo4-7】、タイで最初 の本格的な中等学校 となる。官僚 の登竜 門 とな っ
た この スワンクラープ校設 置の 目的 にっいて 、5世王 は1885年3月27日に同校生徒 のMC。や
MRWに 向けて こ う語っている。 これか らは官僚 になるものは学問がなけれ ばな らない。 ス
ワンクラープ校 を設置 したのは、膨 大な数 にのぼるM.C.やM.KW.に教育を通 じて官職登用の
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機 会を.与えるためである。 とい うの も、貴族 と違 って、彼 らには父兄の もとでの実務研修 と
い う官僚養成教 育の機会 がな く、官職 に就任 できなか ったか らであ る。 「余はこれが 自分 自
身 のためで もあ ることを認 めなければな らない。余 には子 どもが多 く、孫や曾孫の数 が多 く
な るに違いないか らだ。 … 余 はこの学校が、余の子孫が従来の王族 のよ うに消 え去ってい く
のを阻止する手段に したい と思っている」[So.Phlainoil992:102-3;Wya廿1969:105-6]。5世王は
近代的教育を受 けさせ ることによ り、王族 に官職 を提供 しよ うとしたのである32。
近代的教育 とい う点で、西洋留学にま さるものはなかった。息子 のほぼ全員を留学 させ た5
世王はその留学の狙 いについて、1885年に4名の親王 を送 り出すにあたって こ う語 り聞かせ て
い る。 「従来は、王族 が公務 につ くことは貴族 の子 どもよ りも難 しかった。 なぜ な ら前世か
らの宿善 の大 きな もの、っ ま り身分の高い ものが、 … 駆 け出 しの一番下っ端 の官職 につ
くことはで きないか らである。身分にふ さわ しい高い官職 に任命 しよ うと して も、その官職
を担 うに足 りるだけの学識や能力がなけれ ば、かなわない。 王族が名声のある公務につ くに
は、 自らの学識や勤勉 によるほかないのである。それゆえ、 自らの祖国や現世 の役 に立つ よ
うな仕事 をす るには、一生懸命勉 強 しなければ ならない」[Cunlacomklaol973:20】。留学の費
用 についてはこ う語 ってい る。 「学費や生活 費はすべて王庫金(ng㏄nphlakhlang㎞angthi)のお
金つ ま りお父 さんが 自由にで きるお金 を使 う。国費は使 わない。 このお金 は銀行に預金 して
あ り、前半の5年間は毎年320ポン ドずつ の合計1,600ポン ド、後半の5年間は毎年400ポン ドず
つの合計2,000ポン ドを支出す る よ う国使[公使】に命 じてある。遅 くて も10年以内に学業 を終
える とい う予定に して い る。 … これ までは王族や 貴族 の息子 を留学 させ るのに国費 を
使 ったのに、[親王については}王庫金のお金 を使 うことに したのは、子 どもたちの数 が多 い
か らである。留学の機 会を与え、その費用 を捻 出す るには、他 の資金 を使 うよ りも光栄 ある
遺産を使 った方が、身近 にお いてお くことができ、紛失 して しま う恐れがないのでいい。賢
い ものも賢 くない もの も、子 どもた ち全 員に可能 な限 りの留学 の機会 を与 えるのは、子 ども
全員に平等に遺産を分割す るようなものである。 もし国費を使 って賢い ものを留学 させ ても、
帰国 してその国費の支出に見合 うだ けの公務 につ かなけれ ば、一部 の連 中か ら、子 どもの数
が多す ぎて国費か ら多額 の学費 を支出 しなけれ ばな らなかった とそ しりを受け るだろ う。 さ





らには、公務 につけ るだけの賢 さを備 えた ものだけを選 ばず、頭 の悪 いものも留学 させ るの
は無駄遣いだ とそ しられ るだ ろ う。子 どもた ち全員を公平 に留学 させ たい とい う願い につい
てそ しりを招 くよ うな余地をな くす ために、お父 さんは子 どもたちの留学費用 として国費を
使 わないのである。 … 王庫金 も国費の一部であ るが、お父 さんが個 人的 に使 えるよ う配
分 された ものだ」[lbid.:19-20】。
親王た ちの留学は長期間に及ぶ本格的 なものであった。つ ま りまず幼少時 には王宮 に外国
人教師 を招いて英語 を学んだ後、中等教育段階でイギ リスに留学 してパ ブ リック ・スクール
に入学 した。 その後本人や5世王の意向に応 じて、イギ リスあるいはその他 の ヨー ロッパ諸国
の大学や士官学校へ進学 したので ある。 留学期 間は10年前後 に及んでい る。 この よ うに1880
年代か ら相次いで留学 した5世王の息子、さらに1860年代か ら王宮において英米人か ら英語 を
学んだ5世王の弟が、それ ぞれ の世代 にお いては近代的教 育を もっ とも多 く享 受 した人々で
あった ことは間違いない。
しか しなが ら、モ ンク ッ ト・フ ァミリーは学歴 と りわけ留学に よって測 られ る能力が最高
だったか ら閣僚に就任 したのである と即断す ることは禁物で ある。 閣僚就任 のもっ とも重要
な要件 が学歴 であった と結論 を下す には、親 王たちの同世代 は学歴 で親王 に劣 っていたのか 、
親 王以外の閣僚 も学歴が高かったのか、留学経験が官僚 としての立身 出世 に本 当に有利 だっ
たのか、 などといった点 にっいて さらに調べ てみる必要があろ う。
5世王の親王が留学 したのは、5世王 自身 が認 めてい るよ うに、有能だか らではな く、留学
資金があったか らにすぎない とい うことをまず最初 に確認 しておきたい。10年間に も及ぶ西
洋留学 には多額 の費用 が必要 であった。 国王が親王の留学に使 った王庫 金は国王のポケ ッ ト
マネーであ り、その出所 は政府予算 である。1890年の法律に よ り政府歳入 の15%が配分 され
ることになってお り、1890年代には政府歳出の1割以上を しめていた【玉田1989:167】。 国王 と
は違 って、貴族ま してや庶 民はた とえ子弟を留学 させた くて も費用 を容易 には負担 しかねた。
ターニーニワッ ト親王は親王向けの国王奨学金 にっいて こう述べてい る。 「5世王陛 下は教
育費 として多額 の出費 を され た。陛下の親 王については全員に留学の費用を給付 され た。そ
れに加 えて陛下の弟君の子 どもたちにっいては、各親王につ き1名分ずつを支給 され た。 どの
子 どもを留学 させ るかは、父親で ある親 王たちが決め るもの とされていた。 この留学 の期間
については制限 がなかった ものの、担当職 員 と親 王の間で、留学す るモ ムチ ャー オ(M.Cゆた
ちは真剣 に学ばね ばな らず 、西洋 の貴族 のよ うに王族 とい う地位 をひけ らかすだ けで何 も学
ば ない とい うことで あってはな らない と合意 され ていた」【ThIminiwatl974:10]。5世王は甥
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(M.Cゆのみ な らず、王子 につ いて も、遊学 ではな く、真剣 に学ぶ こ とを期待 していた もの と
思われる。親王 の中で勤勉 なもの、あるいは優秀な ものは5世王の希望通 り大学や 士官学校 を
卒業 してい る。 しか しなが ら、5世王の懸念通 りに学位 の取得には至 らないまま帰国 してい る
親王 も少 な くない。 中には病 弱のために十分 に勉 強できなか った もの もいたであろ うと想像
され るものの、当人の能力 にも問題があったの ではないか との疑いを払拭 しきれ ない。
次に、親王以外で閣僚 に就任 した22名の学歴をみ てみたい。留学経験のあるものは7名お り、
うち5名(MRW、サ ター ン ・サニ ッ トウォン、チ ャルーム ・コーマー ラクン、サナ ン ・テープ
ハ ッサデ ィン、チ ッ ト・ナ ・ソンクラー、チュー ン ・コーマーラクン)は国王あるいは政府奨
学金 による留学生であった(残る2名はボー ン ・ブ ンナー クとクー ト・ブンナ ーク)。この7名
以外で ヨー ロッパ勤務経験 のあるものが3名(チュー ン ・ブ ンナーク、パ ン ・スクム、M.RW.
ピア ・マー ラー クン)いる。残 る12名は留学 も在外勤務 も経験 していない。 この12名の うち法
律学校、陸軍士官学校、 スワンクラー プ校、地図学校、近習兵学校 な どの近代的な初等 ある
い は中等教 育 を受 けた もの は7名(M.R.W.アル ン ・チ ャ トラ クン、MRW.イ ェン ・イ ッサ ラ
セーナー、セ ン ・ウィラヤシ リ、イ ェーム ・ナ ・ナ コー ン、ラオー ・クライルー ク、ダン ・
ブ ンナー ク、M.R.W.プム ・マー ラークン)であ る。残 る5名(M.R.W.クリー ・スタ ッ ト、M.R.W.
ラー ン ・クンチ ョー ン、チ ュー ム ・セー ンチュー トー、M.RW.ロップ ・スタ ッ ト、チ ュー
イ ・カンラヤーナ ミッ ト)は僧侶 か ら読み書 きを習 うとい う程度 の教育 を受けたにとどまって
いた。 しか も上記の在 外勤務経験者3名の うち2名はやは りフォーマル な近代的教育を受 けた
ことがなかった。 この意味では伝統的な教育 しか受けていないものは7名とい うことになる。
留学や在外勤務 経験 のある ものが10名で全体の半数に も満 たないとい う事実は、留学 に代表
され る高学歴者 の絶対数 が少 なかった、あるいは学歴が閣僚就任の決定的な要件 にはな って
いなかった、とい う2っの うちのいずれか を意 味 していよ う。
留学経験者は5世王治世 当初 にはまだ少 なかったものの、年 を追って増加 してい った。 ダム
ロン親王が4世王時代か らす でに留学な どによ り英語ができた とす る14名(5世王を除けば13名)
の うち閣僚に就任 したのはボーン1人だけである。貴族の中でもっ とも有力なブンナークー族
は、近代的学問に無関心であった とい う先のダム ロン親王の記述 とは裏腹 に、王家 に先駆 け
て4世王時代か らすでに子弟 を欧米に留学 させ ていた。5世王はブンナー クー族を範 として息
子を留学 させたのではないか と思われ るほ どなのである。 しか しなが ら、ブ ンナー クー族の
留学経験者で閣僚に登用 されたのはポー ンとクー トの2名に とどまっていた。 タイ人 としては
もっとも早い時期 にイギ リスへ本格的に留学 した トー ・ブ ンナー ク(1852年6月25日～1909年
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10月8日)の事例を見てみ よ う。 カラー ホー ム大臣 ウォー ンの次男で祖父チ ュワンの寵愛 を受
けて、ア メ リカ人女性 か ら英語 を学 び【Surawongwa賃hanasakn.d,:2]、4世王の近習 とな った。
1866年、当時すでに留学 していたボー ンに預 け られてイギ リスで英語 を学んだ[lbid.:3]。5世
王が即位 して近習兵部隊 を設置す ると、摂政チ ュワンは新 国王が軍事に執心 と判断 し、 トー
を軍の学校へ転校 させ た。1870年に一度帰国 して5世王に謁見 し、引 き続 き軍事学を学ぶ勅許
を得て、国費留学生3名を引率 してイギ リスに戻 り、 さらに2年5カ月学んだ。 この間にイギ リ
ス陸軍少尉に任官 され、砲 兵学 を修 めた[lbid.:4-5]。帰 国 して1874年砲兵連隊長 に任命 され、
砲兵部隊の整備にあたった[lbid.:51。70年代には中国人労働者の暴動 、80年代 にはホー族反乱
の鎮圧 に活躍 した[lbid.:9-lol。陸軍士官学校 司令官 、陸軍次官 を経て、1899年国王警護連隊
(krom磁chaong㎞arak)が設置 され ると、初代連 隊長 に任命 され た[lbid.二13]。1900年にチ ャオプ
ラヤー ・スラウォンワ ッタナサ ックの欽賜名を授与 され た。 トーは5世王 とほぼ同年齢であ り、
当時のタイでは英語 、軍事知識 とも一級 であった ことは疑いない。確 かに高い階級や官職 を
与 え られ てはい る ものの、親王 はおろか、チ ュー ム ・セ ー ンチ ュー トー 、M.R.W.アル ン、
M凡W.サター ンらの軍人 と比べ る と、その出世は決 して早い とはいえない33。
もう少 し視野を広 げて5世王時代の国費集 団留学生について見てみ よ う。1871年か ら72年に
かけて5世王がシンガポールへ留学 させた34名の うち氏名が判明す る28名[Laothongl979:67]、
1871年に ヨー ロッパ へ派遣 され た最初 の国費留学生3名、1877年の第2回ヨー ロッパ 派遣 国費
留学生10名の中には、後年 閣僚 に就任 した ものや チャオプ ラヤーの位階勲等 を授け られた も
のは皆無である。1891年に派遣 され た第3回国費留学生 団19名についても、大臣はお ろか、位
階勲等がプラヤーに達 した ものす ら4名にす ぎない。他方、5世王時代 に海軍か ら海 外留学 に
派遣 された将校16名につ いてみ る と、大将3名、閣僚2名が出ているものの、閣僚 と大将のそ
れ ぞれ2名は5世王の親 王であ り、王族以外 では大将1人を数えるにすぎない。 この海軍留学生
の留学年数は親 王が2名とも10年を越 えてい るのに対 して、それ以外の14名も5～8年と決 して
短期間ではない[Nairual970:n.p.]。それにもかかわ らず、出世には大 きな違いが見 られ るので
33彼は、ある人物 を窃盗犯 と信 じて家来 に命 じてその人物 を死に至 らしめた とい う傷害致死の容疑で
1892年6月20日に被害者の妻か ら刑事告発 され るとい う事件 を起こ している。彼 自身 は故意がなかった
とい うことで罰金刑 となった ものの、実行犯は懲役刑 となったfrhian1983b:19-30]。おそ らく当時の タ
イ社会では、 トーのよ うな高官 が、 この程度の事件 で刑事責任 を問われ ることは稀であった と思われる。
この事件は出世を妨げた一因 とい うよ りも、む しろ出世に限界のある人物だったからこそ穏便 なが ら責
任 を問われたのであると理解す るべ きであろ う。そ して、彼 の栄達を妨 げた最大の理 由は、5世王が 目
の敵に したブンナークー族の一員 とい う点にあった ことには疑いの余地がない{BaUyel974:278参照]。
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あ る。
これは留学経験 が官 界での立身 出世に直結 しなかった ことを示唆 してい るのではなか ろ う
か。枚挙 にいとまのない事例 の中か ら興味深い2名をあげてお こ う。1人はプ レーン ・ウェー
パーラ(クンル ワンプ ラヤー ・クライシーXl862年10月27日～1901年4月29日)である。父親 は4
世王の近習 、祖父 はチャオプラヤー ・ポ ンプテープ(チム)とい う家柄 である。15歳で ピチ ッ
ト親 王のもとで法律や行政実務 を学ぶよ うにな り、1878年か ら3年間英語 も学んだ。81年に裁
判所の事務 員 として働 くようにな り、82年国王奨学金 を得てイギ リスに留学 した。88年7月に
はタイ人 として初めてイ ギ リスの法曹資格 を取得 し、5世王か ら褒美 を与え られた。88年9月
に帰国 して外務省 に入省 し、92年には新設 の法務省 に移 り、93年に検察局が設 置 され る とそ
の初代局長に就任 した。 ラー トブ リー親王が法務大臣に就任す ると、97年3月21日刑事裁判所
長に転勤 とな り、在任 中の1901年に没 した[ThiIml983a:(1>(5)]34。彼 の部 下で もあったチ ャオ
プ ラヤー ・マ ヒ トー ン(ラオー ・クライルー ク)の伝 記には こう記 され てい る。 「国王陛下以
下誰 もが彼[プレー ン]に畏敬の念 を抱いていた。伝 え られ る ところによれ ば、クンル ワンプ
ラヤー ・クライシー[プレー ン1が陛下に謁見す るときには、5世王陛下 自身いつ も特別な敬意
を払 わなければな らなか った」[Wisutl959:57-8]。これは5世王 自身が彼の能力を高 く評価 し
ていた表れに他 な らない。彼が刑事裁判所長 に転 じた後、検察局はイ ギ リス国籍 のス リラン
カ人 を長 に迎え、 しか も部(㎞omchancaokrom)へ格 下げされ たとい うのも、彼 のす ぐれた能力
の証拠の1つとして指摘で きよ う。 に もかかわ らず、彼 が活躍 した時期 の法務大臣は3名とも
親 王であった。サ ワ ッ ト親王 とラー トブ リー親王はイギ リスに留学 していたものの、前者 は
法律学の学位や法曹資格 を取得 していたわ けではな く、後者は ヨー ロッパ の法律の知識 しか
なか った。他方、 ピチ ッ ト親 王は国 内での法律実務経験 を有するに とどま っていた。能力 の
点では、 タイ と西洋の両方の法律 に通 じたプ レー ンの方が勝 っていたこ とは想像に難 くない。
言い換えるな らば、能 力では王族 を明 らかに凌いでいた と思われ るに もかかわ らず 、出世 で
は親 王に比肩 しえなかったのである。
もう1人はM.R.W.サター ン ・サニ ッ トウォン(チャオプラヤー ・ウォンサーヌプラパ ッ ト)で
ある。5世王の親 王に先駆 けてデ ンマークに留学 して、1893年に帰国 し戦略局(陸軍)に勤務 し




は このポス トを5世王の親王 ピッサ ヌ ロー クに譲 って、農務副大 臣に転 出 しなけれ ばな らな
かった。大臣就任 とはいえ全 く畑違 いであ り、尋 常な人事異動ではなかった。それは、5月ll
日に5世王がサ ター ンに親書 を送 って こ う伝 えてい るこ とに示 されて いる。 「クラー ン(サ
ター ンの通称)、余に何 か言いたい ことがあれ ば、こっそ りと伝えて くれ。明 日の夕暮れ時に
きて くれ。パーテ ィーのあ る 日だか ら誰 もいないだろ う。 中に呼び寄せ て話 をす る。 誰に も
知 られない ように しろよ」[WonsanupraphatI941:20]。1906年にロシア留学か ら帰国 し、陸 軍
士官学校 司令官 に就任 していた ピッサヌロー ク親 王は 当時弱冠26歳であった。5世王は この親
王のためにサター ンを追い出 した のであ り、それ ゆえ心中の不満 を察 して こ うした親書 を
送 ったのである。
5-2.モンクッ ト・ファミリー重視
以上の ことか ら留学経験 が閣僚就任の決定的な要 因 とはなっていない こ とが分か り、 さら
に5世王の親 王に参謀長 ポス トを譲 らされ たMRW.サ ター ンの事例は、人事異動にお いて は
能力に も増 して親 王 とい う国王 との血縁関係 が優先 された ことを示唆 している。既 に述べ た
よ うに、モ ンクッ ト・ファ ミリーが多数の大臣を出 した理由 としては、学歴 ・能力の他 に、2
つの要因を想定す る ことが可能で あった。① フ ァミリーの構成員の数が多 く、その一部だ け
が登用 され た、② ファ ミリーのメンバーで あるがゆえに登用 された、 とい う2つである。 まず、
構成員の数を再確認 してお こ う。4世王の親王の うち1892年以後まで存命 し、それゆえ閣僚就
任の可能性があったものは26名である(5世王は除外 してい る)。他方、5世王の親王については、
寿命が20年を越 えた ものが17名(6世王 と7世王を除外)であった。 その うち閣僚になったものは
4世王の親王は16名(1892年以前就任 の1名を含む)、5世王の親王は10名であった。 いずれ も過
半数 を超 えてお り、多数の うち一部 の優秀な もののみが登用 された とは とても言いがたい こ
とは明 白であろ う。 さらに 、閣僚にはな らなか った ものの、次官や 局長 に任命 された ものの
数をみ ると4世王の親王は次官1名、局長3名、州総督1名、高等裁判所長1名であ る。5世王の
親 王は局長4名、陸軍参謀長1名となってい る。 こ うした局長 クラスのポス トまで含 めて考え
るな らば、4世王や5世王の親 王はほぼ全員が重要なポス トに登用 され た とい うことが判 明す
るのである。有能な ものだ けが登用 された と言い うるのは、ファミ リーの中で も国王か ら見
れ ば親王 よりも少 し距離が大 きくな るM.C.クラスの もの、つま り4世王の孫 ・5世王の甥 につ
いてのみである。 従って、 ファミ リー のメンバーが多 く、その中で有能 なものだけが登用 さ
れたとい う仮説は否定 され ざるをえない。
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それでは、フ ァミリーの メンバーであるこ とが重要だったのだろ うか。 この点 を調べ る手
がか りとして、大臣への就任年齢 を比較 してみ よ う。4世王の親王の閣僚就任時の年齢は1892
年4,月1日以後 について見た場合には、26歳1名、28歳1名、29歳2名、31歳3名、32歳1名、34歳
1名、35歳2名、36歳1名、37歳1名、38歳1名、42歳1名である。実際には この 中には1892年以
前か ら閣僚 に就任 していた もの も数名 お り、 さらに王弟で最初に大 臣に就任 した プー ター
レー ト親王は就任 時20歳にすぎなか った。5世王の親王の閣僚就任時の年齢 は22歳2名、29歳董
名 、33歳1名、34歳2名、41歳2名、42歳1名、43歳1名である。 また、M.C.のモ ンクッ ト・ファ
ミリー6名の うち生没年 不詳 の1名を除 く5名の閣僚就任年齢 は34歳1名、40歳2名、46歳1名、
49歳1名である。他方、モ ンクッ ト ・フ ァミリー以外 の22名の閣僚就任年齢 は35歳1名、38歳2
名、40歳1名、43歳5名、44歳2名、45歳1名、46歳2名、50歳1名、51歳1名、52歳1名、54歳2名、
59歳2名、63歳1名であ る。平均年齢 を調べ てみ る と、4世王の親王(プー タ レー ト親王 を除
く)15名は32.9歳、5世王の親 王10名は34.1歳、M.C5名は41.8歳、非親王22名は47.0歳で ある。5
世王の弟 と息子25名の平均は334歳であ り、それ にM.C.を加 えたモンク ッ ト・ファミ リー全
体 の平均 では34.8歳であ る。 これ らの数字か らモ ンク ッ ト・ファ ミリーの親 王たちは非親 王
よりも閣僚就任年齢 が平均で12歳も若か った ことが分かる。 この大きな差 は能力 よ りもモン
クッ ト・ファ ミリーの メンバーであるか ど うかに由来 していた と考えるのが 自然であろ う。
た とえば、20歳代で実務 経験 の乏 しい親王が大臣 として十分な能 力を備 えて いた とは到底
思 われない。 また、お よそプ ロフェ ッシ ョナ リズム とは相反す る典型的 な事例はナ リッ ト親
王であろ う。親王は1892年4月か ら93年3月まで建設大臣、1893年3月か ら94年12月まで大蔵 大
臣、94年12月か ら97年3月までカ ラー ホーム大臣、97年3月か ら1900年4,月まで陸軍総司令官 、
1900年4月か ら9月までカ ラーホー ム大臣、1900年9月か ら1905年11月まで建設 大臣、1907年6
月か ら10年まで宮内大臣 を務めた。1892年4,月1日にはまだ28歳で あった親王が畑違 いの各省
の職務に精通 していた とは到底思 われない。 さらに頻繁 な異動は習熟 の機会す ら奪 うもので
あった と思われ る。親王が次々 といろん な省の大臣に任命 されたのは、チャオファー位 の王
弟 に他な らないか らであろ う。 同様な適性 を無視 した閣僚人事 として有名 なのは、1892年4月
の文部大臣 と農商務大臣で ある。農商務大臣には農 業大臣 ボー ン ・ブンナー クが就任す る予
定になっていた。 しか し、5世王即位 当初 か らの忠臣である陸 軍総 司令官 チューム ・セー ン
チュー トーが予算問題で抗議辞職 したた め、農商務大臣ポス トが受け皿 として提供 され るこ
とにな り、その余波でボーンは文部大 臣となった[Wyam969:96-7】。結果 として、両省 とも素
人の大臣 を戴 くことになった。 こ うした適性 を無視 した人事 は親 王の場 合に も行われていた
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もの と想像 され る。
この点にっいて、5世王時代の事情 に詳 しいプ リッサダー ン親王が興味深い メモ を残 してい
る35。彼 によると、5世王が改革:・近代化に熱意 を燃 や していたのは、5世王即位 当初 に大き
な権力を握っていたチ ュワン ・ブ ンナー ク(摂政1868-73年)や副王 ウィチ ャイチャー ン36から権
力を奪 って王権 を揺 るぎないもの とす る1880年代 半ばまでであ り、それ以後は改革の意欲 を
大き く低下 させて単な る独裁者に成 り下が り、国家 よりも家族の利 益を優先す るよ うにな っ
た[Pdtsdangl892:70,77-9】。 この見解 は1886年に5世王の弟がイギ リスの外交官アーネス ト・サ
トー に語った 「国王はかつての よ うな改革の意欲 を示 していない」 とい う言葉に支持 され て
いる[Blaileyl989:21】。ブ レイ リーの表現 を借 りるな ら、 「【5世王]治世の最初の25年間の最 大
の成果 と思われ るのは … 国王へ の権威 の集 中で あった[lbid.:36-7】。 しか も5世王はそ うし
た 「専制的権威 を明 らかに生来の権利 と考えていた」のである[R)id.:17】。
国王が このよ うに絶対的な権威 を獲得 し、改革:への熱意 を失 うとそれ は閣僚のあ り方 に も
反映 されるこ とになった。 閣僚の大部分を 占め る王弟 は 「口論ばか りしてお り、 さる筋 に よ
る と、摂政 のあ り方をめ ぐって喧嘩 を してい るくせ に、病身で猜疑 心の強い国王の前に出て
その許可を求め ることは怖 くてできなか った」 とい う[lbid.:37]。当時 ワチル ンヒッ ト皇太子
の家庭教師を解雇 され たばか りのイギ リス人は、5世王治世初期に政府 を掌握 していた貴族 た
ちの 「大部分は知性や 人格 にす ぐれ 、 とて も公平無私 であった」のに対 して、1890年代前半
の閣僚の大半は 「無能で きわめて嫉妬深 い」 と述べ ている[Mo㎜t1894:37,94】。
プ リッサ ダーンに よれ ば、 「豆890年代初めの閣僚 は洋学 を学んでお り英語 が読 める とい う
優越 感 と、国 王 の弟 あ る い は寵 臣で あ る とい う安 心感 の ゆ え に とて も傲 慢 で あ った」
[Pritsdangl892:52]。王弟の中で もとりわけ重用 され たのは実弟チャー トゥロンやパー ヌパ ン
であ り、王妃の兄テー ワ ウォンであった。 彼 らが1880年代か ら政府 の中で ももっ とも重要 な
大蔵省 、陸軍、外務省 の大臣にそれぞれ任命 されていた とい うのは きわめて象徴的で ある。
その王弟で さえ国王の不興 を買 うことがあ り、 とにか く重要 なのは、国王 自身 あるいは国王
35プリッサ ダーンは1852年2月23日生まれ と5世王 とほぼ同年齢のM,C.であ り、1871年に5世王が ヨー ロッ
パへ派遣 した最初の国費留学生3名の うちの1名である。イギ リスのノーク大学工学部 を卒業 し、76年に
帰国 した。翌年再びイギ リスに渡って土木会社で3年間の研修 を した。その優れた能力のゆえに親王の
位を授与 された。 しか し、85年に5世王 に国政改革の提言 を行 って逆鱗に触れた。86年に帰国 して郵





お気に入 りの側室の機嫌 をとるこ とであった[lbid.:57-63,75-7]。た とえば、1885年の国政改革
提言に加わって5世王の不興を買ったナ レー ト親王は、チャオプ ラヤー河沿いの一等地を国王
の幼児のために調達す ることによ り寵愛を回復 した とい う[Ibid.:62。3】。
それ に加 えて興味深 いこ とに、王子 と並ぶ 王位継 承権者である5世王の実弟が次第に冷やや
かな扱い を受 けるよ うにな り[lbi己:63-4参照]、また王子が次第 に成長 してくるとlgo5年以後王
弟に代えて閣僚に任命す るよ うにな った[Brailey1989:9-10]。王弟 よりも王子の方が血縁 が一
層濃いか らである。 こ うしたことは、5世王による閣僚人事がきわめてネポテ ィズムの色合 い
の濃い ものであ った ことを示 してい るといえよ う37。従って、5世王が弟や息子 を次々 と大臣
に任命 したのは、彼 らが有能 であるか らとい うよ りも、非王族 よ りも忠誠心の点で信頼 のお
け るファ ミリーの一員 であ り、その登用 が王権 の強化 にっながるか らであった と結論 を下 さ
ざるをえないであろ う。
王権強化への意欲 を裏付 けるも う1つの顕著な事例は近親結婚である。 ラッタナ コー シン朝
では、国王が王族 を正室 あるいは側室に迎 えた事例は2世王 に始ま る。1人は皇后 とな り、後
の4世王を産むブンロー トである。彼女 は2世王の叔母、つ ま り父1世王の姉 ケーオの娘であっ
た。彼女 が妃 になったのは1800～1年頃の こ とで あった と推定 され てい る【Thamrongsakl972:
93]38。ブンロー トの母親である2世王の叔母 はこれ に激怒 した と伝 え られてい る。チ ャク リー
王朝 は1782年に始 まるにす ぎず、その血 筋はアユ ッタヤー時代の貴族 の家柄 とはいえ、王族
ではなかった。 このエ ピソー ドは従兄弟姉妹間の結婚 があま り普通 ではなかった ことを示唆
しているのだろ う。いずれに して も、ブンロー トは2世王の皇后 とな り、その息子は後に4世
王 とそ の副王に就任 す る ことにな る。2世王は、 さらに、異 母妹1名 も側室 に迎えてい る。
ヴィエ ンチ ャン王の王女で1世王の側室 となった トー ンス ックの娘チ ャオファー ・クン トン
テ ィッパヤ ワデ ィーである。
37ワイヤットはファミリーの登用がネポティズムではあっても、次のような理由で自然なことであった
と説明している。①官職の世襲という伝統があった。②王朝創設以来の王族や貴族の数が一夫多妻制の
ため増加 しており、官職が不足 していた。王族用の官職は数が少なく、魅力も乏 しかった。③王弟は近
代的な教育を受けており 「著 しく有能」であった。④王弟は気心が知れていた。⑤王族以外には改革意








次の事例は4世王 であ る。彼の最初の皇后M.C.ソーマナ ッ トは異母兄3世王 の孫、つま り甥
の娘であ る。彼女が若 くして亡 くな ると、次に皇后 にな ったのはやは り3世王の孫M.Cラム
プーイ ・シ リウォンで あった。 さ らに、その異母妹M.Cパンナ ラーイ ・シ リウォンも準正妻
になっている。4世王は3世王の孫娘 を合計3名妃に迎 えていたことになる39。ちなみに この2名
の父親 シ リウォン親王の実妹 ラモーム内親王は後の5世王の乳母で ある[Thamrongsakl972:173]。
5世王は1878年4月27日に ラ ッタナ コーシン朝 の王族 を説明す る際に、 「内親王が夫君 を持
と うとすれば、兄弟 同士で位階が同等以上で なければな らない。 このため、内親王 は母親が
皇后 であると否 とを問わず、夫君 を持 っこ とはほとん どない とい うのが慣習 となって きた。
もし夫君を持 とうとすれ ば、国王の正妻になる しかなかった」[Cunl㏄omkla㏄aoyuhua1994:13]
と書 き記 している。彼は こ う書 いてい るときす でに4名の内親王つ ま り異母妹 を妃に迎 えてい
た。 この4名の うち1名はすでに第1子を産んでお り、残 る3名も懐妊中であった。 この3名は4
世王 とス ッチ ャ リッ トクン家 出身 の側 室 ピア ム との間に生まれた姉妹 であ る。 長女 スナ ン
ターは1880年に船 の転覆 で死 亡 した。姉の死 を受けて、次女サ ワー ンワ ッタナーがi880年に
正室 とな り、5世王 との間に合計8名の子 どもをな した。 うち男子は4名いた。 サオワパーポー
ンシーは5世王 との間に14名もの子をな した。す でに出産 していた残 る重名は、4世王の第52子
スクマー ンマー ラシー内親王である40。彼女 は5世王 との間に2名の子 どもを もうけた。
異母妹 を嬰 るとい うのは、チャク リー王家 においても決 して普通の こ とではな く、ま して
や1870年代 にタイ にた くさん居住 していた西洋人の 目には異様 に映 ったに違いない。 に もか
かわ らず、5世王があえて妹 を4名も妃に迎 えた理 由は どこにあったのか41。この謎 を解 く手
がか りは、5世王の正室 ・側室合計76名の中にブ ンナー ク家の娘が16名もお りなが ら、その う
ち12名には子 どもがなく(cf76名中子 どもがないのはち ょうど半数の38名)、男子 を残 したのは
394世王は即位の年齢が高 く、 このため子孫を残せ る妹 を嬰 る可能性は きわめて低 かった。 もし即位 が
もっ と早けれ ば、4世王も妹 を嬰 っていた可能性 があったかも知れない。仮にそ うである とすれば、5世
王の近親結婚 は父4世王の影響 を うけていたとい う可能性 もある。
405世王は これ らの異母妹の他 に、叔父に当たる3世王の孫娘M.Cサーイ、MCピ ウ、M.Cプアの3姉妹
(ラダー ワン家)を妃に迎えてい る。サーイは1男3女、 ピウとプアはそれぞれ1女をなした。
4亘なお、モ ンク ッ ト・ファ ミリー において従兄弟姉妹間の結婚の事例 はきわめて多 い。6世王の側室1名、
7世王の正室は従姉妹 である。 この他 にた とえば、5世王の弟テー ワウォン親王の子 どもの うち娘4名が
従兄弟に嫁 ぎ、息子6名が従姉妹を配偶者 に迎えてい る。 同 じく5世王の弟ダム ロン親王の子 どもた ちは、
娘6名が従兄弟、息子1名が従姉妹 を嬰 っている。5世王の王子では、ボー リパ ッ ト親王は従姉妹1名を
嬰ってお り、子 どもた ちの配偶者 には従兄弟姉妹同士が1名、親王 自身の従 兄弟姉妹 が3名いる
[Sirh繊mabu曲ng1981:94-951。しか し、筆者 が調べ えた限 りでは、異母妹 を嬰った例 は5世王以外には
M.Cボー ウォーラデー ト[Butd&Phuchongl992:26】しか見出せ なかった。
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ただ1名に過 ぎなかった とい う事実にあ りそ うである。
一般的には、妃への国王の寵愛度は子 どもの数で測 ることが可能であ る(寵愛 を受けていて
もたまたま子 どもができない場合 を除外すれば、正比例す る と述べて も過言 ではないだ ろ う)。
ブ ンナー クの女性 に子 どもが少 ないのは、それ だけ国王か ら遠 ざけ られていた ことを意味 し
てい る。唯一男児(アーパー コー ン親王 とス リヨン親 王)をもうけたモー ト・ブンナー ク(チュ
ワンの孫)でさえ、子 どもの数 は女児1名 とあわせ てわずか3名にす ぎない。 これはサ ワー ン
ワッタナーの8名、サオ ワパーの14名と比べ るとはるかに少 ない。モー トとい う唯一の例外 は
あるに して も、5世王はブ ンナー ク家出身者 との間に子 どもをも うけるの を避 けていた と考 え
るのが妥当であろ う。
表5世 王が1886年以前に4異母妹との間にもうけた子 ども

















次 に、4名の異母妹 の うち、1877年9月14日に最初 に子 どもを産ん だのは スクマー ンマー ラ
シー である。 これ は彼女が異母妹 の うちで最初に妃になった ことを推 定 させ る。親王の序列
は通常母親 の序列 で決 まるた め、彼女が男子 を産む ことになれば、彼 が 自ず と王位継 承の最
有力者 とい うことにな る。 ところが、彼女は父親 こそ4世王であって も、母親サム リーは タッ
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ト・ブンナークの娘で あ り、チ ュワンの従姉妹で ある。 ブンナー クー族 か ら権力 を奪 い取 ろ
うとす る5世王に とって これは甚 だ不都合であ った。5世王はそ こで別の異母妹3名を立て続 け
に嬰ったのであ ろ う。 この4名の うち最初の男子 ワチル ンヒッ トを1878年6月27日に産 んだの
はサ ワー ンワッタナーで ある。続 いて、サ オ ワパー が1881年1月1日に2番目の男子 ワチ ラー
ウッ トを産んだ。 スクマー ンの第2子で唯一の男子 ボー リパ ッ トが生 まれ るのは長子出産か ら
4年近 くも後の188董年6月29日の ことであった。5世王が1886年にタイの歴 史上初めて皇太子 を
任命 した ときには、妹た ちには7名の男児がお り(表参照)、この うち もっ とも年 長の ワチル ン
ヒッ トを選 んだ。 ワチル ンヒッ トが1895年1月5日に死亡す る と、後任 の皇太子 に選 ばれ たの
は次兄のワチ ラー ウッ ト(後の6世王)であった。 これに より、王位 の継承 ライ ンはブンナー ク
勢力の手か ら離れ るこ とになった。
つま り、異母妹 をせ っせ と嬰 った のは、王権 がブンナー クな どの貴族へ と拡 散す るのを防
止す るためであった と想像 され る。 しか もそ うした近親結婚が異例 なことであった とすれば、
王権 をチャク リー王家 に とどめよ うとする意欲 にはまった く並々な らぬ ものがあった と言 わ
なけれ ばな らない。 それ ゆえ、5世王が弟や息子を優先的に大臣に登用 したのはご く自然なこ
とだったのであ る。
こ うした血縁 関係 は国王 との距離 とい う点 でもっ とも近い もので ある。 では、親王以外の
閣僚の場合 には ど うであろ うか。親王以外の閣僚22名は国王 と何か特別 な関係 を持 っていた
のであろ うか。血縁関係 でい えば7名がM.RW.、i名がナ ・アユ ッタヤーで王族 の端 くれであ
る。 また、モ ンクッ ト・ファ ミリー との関係 では、娘 に5世王の側室を出 した ものが1名(ボー
ン ・ブンナ ー ク)、姉妹 に5世王の側室 を出 した ものが3名(チュー ム ・セー ンチ ュー トー、
M.RW.サターン ・サニ ッ トウォン、チ ュー イ ・カンラヤーナ ミッ ト)、従姉妹 に5世王側室 を
出 した もの1名(セン ・ウィラヤ シ リ)、妻が5世王側室 と姉妹 のものが2名(チュー ム ・セー ン
チュー トー、チャルーム ・コーマー ラクン)いるこ とが分かる。 また、血縁や姻戚 関係以外に、
5世王か ら親戚扱 い され ていた もの2名(M.RW.クリー、MR.W.ロップの スタッ ト兄弟)、4世王
や5世王が元服式 に臨席 した もの2名(MRW.ラー ン ・クンチ ョーン、M.1{W.ピア ・マー ラー ク
ン)、5世王の親 王の家庭教師2名(パン ・スクム、MR.W.ピア ・マーラー クン)といった具合に
なる。
もっと詳 しく、5世王時代後半(1892～1910年)に閣僚 任命 されたものについて見 るな らば、
非親王はパ ン ・スクム、 クー ト ・ブ ンナー ク、チ ューム ・セー ンチ ュー トー、MR.W.ラー
ン ・クンチ ョー ン、M.R.W.サター ン ・サニ ッ トウォ ン、ボー ン ・ブ ンナー ク、M.R.W.ク
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リー ・スタ ッ ト、チュー ン ・ブ ンナークの8名で ある。 その大半は治世初期 か ら5世王を支持
し信頼 を得ていた人物 であった。 チュー ム、ラー ン、ボー ン、ク リーは側近 であ り、チ ュー
ンは1870年代半ばか ら南部や 北部 で総督、サ ター ンは1870年代 に留学 した人物で ある。パ ン
は1880年代半ばか ら5世王の親王の家庭教師になった。5世王が後年彼 らを閣僚 に任命 す るの
は、若い頃か ら彼 らを熟知 し信頼 していたか らに他な らないであろ う。彼 らを任命す ること
は王権の強化 に資す るこ とは あって も、弱体化につながるこ とはなかった。 こうした範疇 か
ら外れるのは、フランス公使在任 中の功績によ り抜擢 された クー トのみである42。
しか しなが ら、王権 の強化 ・維持のための閣僚人選は、5世王時代の特色であって、6世王
以後 には当てはま らないのではないか とい う疑問 もあろ う。1892年か ら1932年にかけての時
期 の各年度初 め(4月1日)にお ける閣僚 中の親王 と非親王の人数の移 り変わ りを調べ ると、全
体 としては親 王以外 の大臣の割合 が増 える傾 向がみ られ た(図参照)。その一 因はモ ンク ッ
ト・ファミ リー の親王 の人数の減少 にある。4世王 と5世王の親王は年 々死 亡によって頭数 が
減少 していったか らである。6世王即位時 には4世王の親王は21名、5世王の親 王は17名(6世王
を除 く)が存命であった ものの、7世王即位時 になる と4世王の親王は7名、5世王の親王はわず
か7名(7世王を除 く)が存命 していたにすぎない。 さらに6世王 と7世王には ともに男子がなかっ
た。6世王治世以後親 王に格上げ され るM℃.が増 えるのは、この不足 を補 うためであった。
この点 を考慮 に入 れて もなお、6世王時代 の非親 王の大臣の増加には顕著 なものがあった。
1916年には親王 と非親王 の割合が逆転 し、1920年には閣僚14名中親 王は5名、非親王が9名 と
な る。 この よ うに非親 王の閣僚が増 えたのは、政治権力がモ ンク ッ ト ・ファ ミリーか ら外へ
と拡散 した、っま り王権が弱体化 したこ とを意味す るのであろ うか。
6世王は19韮2年7月7日に、宮内事務次官の名称 を変更す る布告でこ う述べている。 「宮内省
は宮廷内部の職務 をこなす と.いう点で、他 の省庁 とは異なっている。文字通 り国王陛下の用
務 を担 当 しているのであ り、国 家(phaendin)行政 と呼ばれ る職務 を担 当 してい るわけではな
い。 … この宮内省 に次官 をお くとい うのは適切ではない。 とい うの も今 日では次官 とい
うのは、国家行政 の一部 を担 当す る高級官僚 と理解 されるのが普通だか らである。ま してや
英語でunde指㏄耐aryofstateなどと訳すな らば、次官 は国事 を担当す る国家の官僚以外 の何者
'でもな くな り
、宮廷官僚の呼び名 としてはます ます不都合であ る。諸外国を見回 してみて も、
42彼は鉄道建設費用の調達 交渉 を上首尾にまとめ上げて帰国 した。 この手柄に より、5世王か ら40.000
バ ーツの報奨金を下賜 され、建設大臣に任命 された【Brown1992:85-8】。
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宮内省 に次官をおいてい るところはない。 それ ゆえ宮内次官 とい う官職 を廃止 し、宮 内省 で
大臣に次 ぐ高官のポス トを新設す ることとし、その名称を宮廷長(samuhaph㎜tchamonthien)と
す る」[PKPSR.S.130:93-4]。宮内省や宮廷は国家の行政組織 とは別個独立な私的なものであ
り、 自由に管理す る と宣言 してい るのであ る。彼 は以後近習局を中心 として宮廷官僚組織 を
異常に肥大化 させ てゆ くこ とになる43。6世王が宮廷 だけに閉 じこも り、権 力には無頓着で
あ ったか といえば決 してそ うで はない。1915年11月10日の管 区長 官(upparatphak)と州 総督
(samuhathesaphiban)の階級に関す る布告 で、6世王は管区長官 と州総督 は国王が選 び任命 する官
職 であるか ら、 「どち らも国王直属の官職 であるべ きであ る。 ところが一般には管区長官 も
州総督 も内務省官僚 であ り、内務大臣直属である と誤解 され ている。国王の意思に反す るこ
の誤解 を解 くために、管区長 官 と州総督 の階級 を」宮廷官僚流 に改 める'と述 べてい る[PKPS
28:331】44。これは地方行政に対す る監督権 を内務 大臣か ら剥奪 して6世王 自らが直接掌握 した
ことに伴 う措置であった。全国の地方行政 を国王の直轄下においたわ けであ り、明 らかに王
権 を強化す る措置であった。
このよ うに国王へ の権力集 中に関心を抱 く6世王がなぜ非王族の官僚 を多 く閣僚に登用 した
のであろ うか。5世王の場合には親王を閣僚 に登用 して も、彼 らが弟や息子であったため十分
に統制が可能であった。 しか し、6世王に とっては叔父は もちろん異母兄弟にす ら彼 よ りも年
長者が多 く、そ うした年長 の親 王たちを閣僚 に登用 しては 自由に統 治が行いに くかった45。
43近習局 は内部に複数の局を抱 える巨大な組織に膨れ上がってゆく。 この関連では、1911年5月2日に陸
軍省(カラーホーム省)から独立 した宮内省所轄の宮廷警護連隊 を設置 した ことも忘れてはならないIRKA
30:25董0】。6世王は 自分 の言いな りになる軍隊を望んだのである。有名な疑似軍隊組織 スア ・パーも同
様 な文脈で理解 され るべ きであ り、それは国王の私設応援団であった。 こ うした国王 自身のための組織
の拡充は国家財政に大 きな負担 を強い るもので あった。
44当時の行政官僚 は軍人 と同様 な階級 を授与 されていた。尉官 クラスはロー ンアムマー ト(rongammat)、
佐官 クラスはアムマー ト(ammat)、将官クラスはマハーアムマー ト(mahaammat)である(1912年7月1日規
定)。行政官僚の うち近習局官僚 と宮廷官僚はそれぞれ別個の階級が規定されていた。宮廷官僚の場合
には佐官に相 当するの がサ ウェーク(sawek)、将官がマハーサ ウェーク(mahasawek)であった。各 クラス
とも軍人の大 ・中 ・少 と同様に3つに分かれていた。
45ター ニーニ ワッ ト親王は5世王 と6世王を比較 して次の ように叙述 している。5世王は 「ただ単に国王
に とどま らず 、宰相つ ま り首相の任務 をも果たされていた。なぜ な ら、大臣会議の議長 を務め、大臣に
政策の指針 を与え、 さらにその指針通 りに政策が執行 され るよう監督 もされ ていたか らである。治世が
変わると、国王の性格 に応 じて、国王 と大臣の 関係 も変化 した。」6世王は5世王 とは 「随分 と性格が異
なっていた。5世王治世の中期 と後期 には、大臣の大半は陛 下が低い官職 か ら育て上げてこ られた もの
たちであった。陛下は大臣た ちを熟知 してお られ、文字通 り"弟子"と呼ぶにふ さわ しく自ら訓練 してこ
られた。6世王治世の初期 には、大臣のほぼ全員が陛下 よ り一世代ほ ども年齢 が上であ った。それゆえ、
周知のよ うに礼儀正 しい穏和な性格 の陛下は大臣た ちに遠慮 され た。国王 と大臣の関係 が5世王時代 と
は異なった大きな理由は ここにあった。その結果 、陛下は行政を大臣に5世王時代 よ りも委ね られ るこ
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それ ゆえ国王の言い な りにな りやすい親 王以外の もの を閣僚 に登用 したにす ぎない。6世王時
代には留学経験者 が5世王時代 よ りもずっ と増 えていたに もかかわ らず、6世王が 自ら任命 し
た閣僚 中非親王 はセ ン ・ウィラヤ シ リ、チ ューイ ・カ ンラヤーナ ミッ ト、パ ン ・ス クム、
M.RW。プム ・マー ラー クン、ラオー ・クライルー ク、チャルーム ・コーマー ラクン、MRW.
ピア ・マー ラー クン、サナ ン ・テー プハ ッサデ ィン、M.R.W.ロップ ・スタ ッ ト、M.RW.アル
ン ・チャ トラクン、イェー ム ・ナ ・ナ コー ンの12名で あ り、 この うち留学経験 を もつ のはサ
ナ ンとチ ャルームの2名だ けに とどまっていた。 これは6世王治世 において も、閣僚人事が必
ず しも行政能力に基づいて行われたわ けではないこ とを意味 している。6世王が、総 じて、媚
びへつ らう追従者 を重用 したこ とは有名である。 当時の宮中をよく知 るターニーニワ ッ ト親
王は、7世王 「プラチ ャーテ ィポ ック親 王は即位式 を終え られ ると、大臣を一新す る準備 に取
りかか られ た。大臣の多 くが辞任 したいと漏 らしてお り、[新国王陛 下 自身がト 部の大臣 に
ついては罷免 したい と考 えてお られたか らであ る」 と記 している[Thaniniwat1974:86}。実際
の ところ、6世王の死亡時 に在職 していた7名の非親 王閣僚 の うち5名はその後1年以内 に辞職
したのである。
また、6世王の海 軍大臣人事は専門性 を軽視 した ものであったことを示 してい る。彼の治世
に任命 された海 軍大 臣は4名とも留学経験のあ る5世王 の親王である。1910年12月に任命 され
た初代の大臣は ドイ ツの陸軍で学んだ異母弟ナ コー ンサ ワン親王であった。ナ コー ンサ ワン
親 王よ りも少 し年長で、イ ギ リスの海軍で学んでいたチュムポー ン親 王は副大臣に任命 され
たにすぎず、翌年4月には辞職 に追い込まれた。 チュムポーン親王は1922年10月にや っ と海 軍
大臣にな るものの、翌年5月には死亡 した。後任 の大臣には、1883年12,月生まれ でイ ギ リスの
海軍に学んでいた シンハ ウィクロム親 王を差 し置 いて、1889年5月生まれでイギ リスの陸軍に
学び第1歩兵師団長 となっていた6世王の実弟ナ コー ンラーチャシーマー親王が任命 された。5
世王の親王中、海軍で学 んだのはチュムポーンとシンハ ウィクロムの両親王の2名だけであ り、
海軍大臣 としては彼 らが もっとも適任であったはず である。 しか し、実際 には、海 軍に関 し
ては素人であ り、年齢 も下の別の親主が先に任命 され たのであった。
5世王 と6世王の閣僚人事 を鳥轍的 に比較す るな らば、5世王はまず貴族 に対抗す るた めに王
弟 を使 い、続 いて王弟 よりも言いな りになる王子 を使 い、6世王は さらに言いな りにな る非親
とが多かった。っ ま り、政策 の指針はお示 しになるものの、その遂行の監督は5世王のよ うに厳格 には
されなかった」「rhan㎞iwatl939:(114)一{115)】。
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王を登用 した とい うこ とで ある。 それ は7世王時代になる と一変す る。7世王は父や兄の よ う
に独裁的な支配者 になろ うとい う意欲 がな く、絶対王制を守 るために親 王の中か らもっとも
有能 なものを閣僚や最高顧問 に登用 したのであった。 とりわけ大臣 よ りも大きな権力 を付与
された最高顧 問会議 は全員 が親王であった。 これ は国王個人 の権力の弱体化 を意味す るもの
の、モンク ッ ト・ファ ミリー全体の権 力を強化す るものであった。5世王に よって確立 され、
6世王や7世王へ と継承 された親王支配体制 においては、国 王が占め る地位 は治世 によって差
異が見 られ、 さらに親 王同士の間 に一枚岩 の結束があったわけで もない。 しか しなが ら、モ
ンク ッ ト ・フ ァミ リー は、1880年代 か ら1932年まで一貫 して、血 縁 とい う越 えが たい壁 に
よって防御 された権力集 団に他 ならなかったのである。
5.親 王支配体制 と近代 国家形成
以上に見た よ うな王権強化 に向けた努力は5世王時代に突然始まったわけではなかったよ う
である。歴史学者 ニテ ィに よる と、4世王時代に王制の神聖化や王族の特別階級化が図 られ る
ようになっていた。4世王は歴史上初 めて私費 と公費 を区別 し、制度 としての王制の重要性 を
高めた。国王に接す る ときの礼儀 作法 をやた らと詳 しく規定 し、今 日使 われ るよ うな複雑 な
王語(国王に話 しか ける ときに用 いる特別 な言葉)を発明 し、治世何 日目とい うある種 の 「元
号」 を使わせ るよ うに し、国王の身体的特徴 を形容するこ とを禁止す るな どして王制の神 聖
化 を図 った。同時 に、モ ムチ ャーオ(MCゆ以上を王族 と定めて王族 が非 王族 と結婚す る こと
を禁止す るな どして王族に独 自の階級意識 を植 えつけた。そ こには、王族 には ノーブ レス ・
オブ リー ジとして統治を担 当す る責務がある とい う意識 も含 まれていた[Nithi1980:69-71]。ニ
テ ィは別 の著作で もこ う述べている。 ラ ッタナ コーシン朝の初期 には王権 は有力貴族 の間に
埋没 していた。 しか し、4世王の時代 になる と西洋 との接触に より変化 が生 まれた。まず支配
階層は 「英語の読み書 きができて こそ、国王や大臣になるにふ さわ しい と考 えるよ うになっ
た。」同時に 「王族 の問に、王族 と庶 民[王族 以外の もの]は違 うのであ るとい う意識 が芽 生
えてきた。 」その際に アユ ッタヤー時代風 の神王思想へ の回帰には無理が あったた め、戦
士 ・防衛者 としての国王 とい う考 え方 を強調 す るようにな った。 王族 の 自己イ メージが権利
の重視 か ら義務の重視 へ と変化 したのであ り、王族 はそ うした義務 を負 ってい るか らこそ統
治 を担当す るのであ ると説 明 され るよ うになった。 「それ と並んで、最 高の知識 である とお
墨付きを与え られた西洋か らの知識 の独 占者 となった ことに より、"出自"が権力保持 の重要
な条件 となった。 王制に国家の行政や政治におけ る絶対的な権力 を獲得 させ、 中央貴族 、地
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方貴族、属国支配者、僧侶組織が古代から享受 してきた権力を打破することを目的 とした[5
世王による]統治改革は、"出自"重視 の考 え方 をなおいっそ う重要で顕著な ものに レた。仏暦
25世紀の前半[1857-1916年]に、 タイは歴史上初めてその表現 の完全 な意味 において絶対君主
制の時代へ と突入 したのであ る」[Nithil982:202-3]([】内は引用者による補足、下線は引用者
がつけた)。ニテ ィが ここでいみ じくも指摘 してい るように、本稿で考察 の対象 と した主権の
強化 は、改革の手段 ではな く、 目的 しかも最大の 目的であった と考 えられ るべ きであろ う。
モ ンク ッ ト・フ ァミリーへ の政治権力の集 中を企業経営にた とえて表現す るな らこ うなろ
う。 ラ ッタナ コー シン朝 はアユ ッタヤー時代以来の貴族に よる共同経営 と して始 ま り、彼 ら
の中でたまたま相対的 にもっ とも有力であったチャク リー家 のものが王位 に就任 した。共同
経営を続 ける うちに次第 に重役ポ ス トの多 くを掌 中に した貴族 ブンナー ク家の勢 力が社長で
ある王家を凌 ぐほ どになった。4世王は名 目だけの社長職 に不満を覚 えるようになった。 しか
し、4世王は貴族への挑戦にはまだ着手せず、それ に着手 し、経営権 を王家に集 中 して独 占す
るよ うになるのは5世王であった。 パー トナーシ ップに よる共同経営が崩壊 し、チ ャク リー王
家が社長 だけではなく、重役 ポス トも独 占す るようになった。 これ は4世王時代までの 「門閥
政治(㎞1ilypolidcs)」[WyaU1994;Wilson1970]の延長 である。違いは、モ ンクッ ト・ファミリー
が貴族に代わって主導権 を握 るよ うになった とい うことである。 チ ャクリー改革期の変化 と
は門閥政治の主役の交代 にす ぎないのである。
最後に、 こうした親王支配体制 が近代国家形成に どんな影響 を与えていたのか を簡単にみ
てお きたい。近代国家は明確 に画 定 された国境 の内側 において一元的画一的な支配が行 き渡
るこ と、つま り領域支配を大きな特色 としてい る。 タイではそれは19世紀末以降に確 立 され
た。19世紀後半には、タイ の西 と南ではイギ リスが、東では フランスが植 民地領域支配 の確
立 を急いでいた。5世王 は1880年代に西洋人 を雇 って地図の作製に着手す る一方、英仏の支配
が まだ浸透 していない地域 の囲い込みに乗 り出 した。 この囲 い込み競争 が1893年にフランス
との武力衝突(パー クナム危機)を招いてメ コン河左岸 地域 を失 うと、5世王は残 され た領土 に
対する領域支配確 立の努 力を1894年か ら始 めるのであ る。 それは近隣の植 民地 の行政制度 を
まねたもので[Thongchail994:103]、テーサー ビバー ン(thesaphiban)制と呼ばれ 、全国を州 、県、
郡、区、村 とい う行政単位 に区分 し、郡以上 の単位には首都 か ら官僚を直接派遣 した。州は
それ までタイに存在 しなかった単位 であ り、1894年か ら10年あま りをかけて全国に設置 され、
各州には植民地の理事官(resident)に相 当する州総 督がおかれ た。 ブ レイ リーが 「真 のチ ャク
リー改革」や 「実際 のチ ャク リー改革」が始ま るのは1894年以後である と述べ てい るのは こ
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の ことを意味 してい る[Braileyl989:39-41]。それ はすで に首都 にお いて果 た され ていたモ ン
ク ッ ト・ファミリーへの権力集 中状況 を温存 したまま、地方に対す る中央 の支配を強化す る
ものであった。
こうしたテーサー ビバー ン体制の確 立は近代国家の体裁 を整え るものではあって も、国民
国家46の成立を意味す るわけでは なかった47。それは多 くの地域では領域支配が植民地支配 の
確 立であった こ とを思い起 こせば明 らかで ある48。世界の歴史 を眺め るな らば、国民国家 の
成 立 とは、王家 ・貴族 の国家 あるいは植 民地国家 が国民共 同体の国家へ と変貌す るこ とで
あった。植民地では独立運動の過程 において、宗主国が作 り上げた近代 国家 の枠組 みを基本
的にはそのまま維持 しなが ら、その所有者が宗主国か らそれぞれの国民共 同体へ と交代す る
こ とで国民国家が成立 した。 西洋諸国 の多 くは隣国 との軍事 ・経 済競争 に勝 ち残 るために、
人的 ・物的資源の育成 や動員増 が必要 となって、課税や徴兵が強化 され 、それに伴 って代議
制が発展す ることに よ り49、結果 として国民国家化が進 んでいった。他方 、 日本 の よ うに19
世紀に独 立を維持 した周辺国は列強 に対抗す るため、同様 な資源 の最 大育成 ・動員を可能 と
すべ く国民国家が形成 されていった。独立国の場合 にはいずれ も国際社会で勝 ち残 り生 き残
るために、文字通 り 「国民一丸 となった」 「国民の総力を挙げての」努力が求め られ 、そ の
結果 として国民国家が成立 したわけである【Haln995;M㎜1995参照】。
タイは 日本 と同様 な周 辺独立 国であ り、植 民地化 を免れ、国際社会 で一人前 と見な され る
よ うになるために、近代化 に適進 した と考え られ がちであ る。 チャク リー改革はそ うした 目
的を達成す るための包括的な近代化であった と理解 されるこ とが多い。 しか し、永井[1994】が
明 らかに してい るよ うに、 タイは1855年の不平等条約締結 を国家存亡の危機 な どとはまった
く考えてお らず、む しろその締結 を自ら積極 的に求 めていた。 イギ リスや フランスが19世紀
後半に近隣地域を相次 いで植 民地化 してゆ くと、5世王は前述の ように囲い込み競争 に参加 し
た。北部 ラー ンナー地方 な どの併合 には成功す るものの、その結末は1893年のフランス との
衝突であ り、手痛い敗北であった。 これは少な くとも1893年までは5世王は独 立の維 持に関 し
て さほ ど強 い危機 意識 を抱 いていなか ったこ とを示唆 して いる。 この事件後 のテーサー ピ
46厳密には国民的国家nationa1甑eであ り、国民国家nahon-s倣eではない。
47タイ研究者の 中には、テーサー ビバーン体制の確立を国民国家の成立 と考えるものが少な くない。
4呂ただ し、フィ リピンのよ うに植 民地期に領域支配が十分 には確立 されなかった事例 もある。
49これには、国王が上か ら参政権 の範囲を徐 々に拡大 してゆく場合 と、革命 などに より下か ら一挙に拡
大される場合の両方がある。
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バー ン体制導入を危機 意識 の芽生 えの反映 と理解 できない こともない。 しか しなが ら、領 域
支配は5世王治世当時、独立国 と植民地 とを問わず世界 の常識 として要請 されていたことであ
る。その確立 を格別 の偉業 と捉 えて、そ こに強い危機意識 を読み とろ うとす ることに1ま慎 重
であるべ きだろ う。
実際の ところ、テーサー ビバー ン体制以外の面での努力 には見 るべ き ものが少ないのであ
る。近代的な軍隊の整備 は5世王治世初期に貴族 との権力闘争の手段 として始 まった。5世王
が1880年代 に この闘争 に勝利 を収 め、1893年に フラ ンスに敗北す ると、軍隊の整備 は軽視 さ
れ るよ うになった。 整備 が再び始 ま るのは1903年に地方で反乱が勃発 し、そ の鎮 圧 に手 間
取 った後の ことであった50。言い換 えるな らば、軍隊は列 強ではな く、国内 の敵 に対処す る
ために整備 されたのである。国作 りに不可欠 な人材 の育成に関 しては、5世王時代 には教育予
算はほぼ一貫 して国家予算の2%以下に とどまってお り、初等義務教育が導入 され るのは1921
年にすぎない。 その1921年当時には近代的 な初等教育 を行 え る小学校が設置 され ていたのは
全国の区の半数 にも満 たなかった[Wyad969:373,389]。このため、1939年の調査 では10歳以
上人 口の うち実に68.8%は読み書きができない とい う有様 であった。
改革:の重要な成果の1つである官僚制 の整備 について も、最初の公務 員法の施行 は1929年4
月1日を待たねばな らなか った。それ までは、官僚の採用、昇進、給与な どにつ いては統一的
な規則 がな く、省 ごとにば らば らに行われ ていたのである。7世王は、公務員法制定 を提言 し
た ダム ロン親王宛 に送った1926年10月28日付 けの返書 でこ う述べている。 「今 では教 育が非
常に発展 して きた。 それ ゆえ、公務員に採用す るものはす ぐれた知識 を持つ ものだけに限 る
べ きだ。おまけに今や公務員 ポス トは充足 され て しまってお り、公務員希望者 の数 に足 りな
くなってい る。 だか ら、中立かつ公平に公務員 を選ぶ方法を考案 しなければな らず 、熱心 に
勉強 しす ぐれた知識 を備 えたものた ちに機会 を与 えなけれ ばな らない。また、各省 の内部 に
お ける管理については全省 に共通す る規則 がない。公務員全体 に共通す る確 たる規則 を定 め










ためで ある」[CSCl993:21-22】。 この法律制定に向 けての1927年1月5日の閣議でダムロン親 王
は こ う発言 している。 「大臣の中には家柄 の安定を重視す るものがいる。 も し大臣が家柄 の
いい ものを採 用すれ ば、知識 の乏 しい官僚が生まれ ることになる。誰 にも一定の学歴 を要 求
す るとい う原則 を採用すれ ば知識 の水準に線 引きをすることができる」[lbid.:151】。 これは能
力 よりも出 自を優 先 した官僚人事が行われ ていた ことを示 している。
常識 に照 らす と、官僚制 においては、縁故による登用 が5世王、6世王、7世王 と時代が下る
につれて減 っていったのではないか と想像 され る。 しか しなが ら、7世王時代に も縁故人事 と
思われ る事例 がい くつ も見 られ る。 た とえば、1930年5月19日大蔵次官 に国税 局副局長M.C.
チ ッ トポーカタ ウィー ・カセー ムシーが任命 され た[RKA47:645-6151。1893年10月10日生まれ
の彼は当時弱冠36歳であ り、6年制の中等学校 ラーチ ャウィッタヤー ライ校の4年を修 了 した
にすぎなか った[Phunsikaseml949:k]。当時の大蔵官僚 の間では学歴や年齢が特に高かった わ
けではない。続 いて1931年2,月9日には、MR.W.カチ ッ ト・カセー ムシーが大蔵次官補佐 に抜
擢 され た。彼 はケンブ リッジ大学卒業 とい う高学歴 なが ら、28/9年に帰 国 して大蔵相 に入省
したばか りの弱冠26歳で あった。彼 らの抜擢 は、前者が前 大蔵 大臣M.C.ネー ン ・カセー ム
シー(スッパ ヨー ク親 王)の異母弟、後者 が実子 とい う点 を考慮 に入れ て初 めて合点が ゆ くの
である[Kh㏄itl970:k-s;supphawatl974:lol-31。1929年6月11日に発表 された文部省の人事異動
も同様 な縁故人事を窺わせ る[RKA46:9234]。事務 次官補佐兼チュ ラー ロンコーン大学学長
(phubanchakIm)のサ ンタ ッ トの病気 を理 由 とす る同年6月1日付 の辞職 を承認 し、6月ll日付 け
で同大学政治学部長兼工学部長のシ リを事務 次官補佐兼同大学政治学部長に任命す る とい う
異動で ある。既 に同年5月1日付けで文部次官 が内務次官に転 出 して不在であったた め、次官
補佐のシ リは次官代行 を務 め、同年12月lo日には次官代理[lbid。:3350]、30年6月12日には次官
に任命 され ることにな る[RKA47:1099]。サ ンタ ッ トとシ リはプラヤー ・チ ャイヤス リンの28
子 と32子であ り、そ して彼 らの兄(18子)は1926年まで文部大 臣を務 めていたサナ ン(チャオプ
ラヤー ・タムマサ ックモ ン トリー)であった。 なお一層顕著 なのは外務省人事である。初代大
臣のテー ワウォン親 王が1923年6月28日に死亡 した後大臣に就任 したのは、1918年10月23日に
弱冠35歳で外務次官に就 任 していた次男M,C.トライ トッサプ ラパ ンであった。それ ばか りで
はな く、彼の もとで弟た ちも出世 を遂げてゆ く。4男のダムラ ッ トダムロン(1892年6,月2日～
5[これは次官代理へゐ任命 であ り、正式 には1931年1月10日に就任 した[RKA47:2462]。彼は32年2月18日
に物品税局長へ転任す る[RKA48:4656-7】。
100
1941年7月24日)は25年6月17日駐 ドイツ公使 とな り[RKA(K)63]、30年ll月29日に駐イギ リス公
使に転 じる と、ll男のプ リーデ ィテープポ ン(1893年8月3日～1970年5月ll日)が後任 の駐 ドイ
ツ公使 となった[PKPS43:213]。さ らに15男のニ コー ンテー ワン(1898年1月15日～1976年8月3
日)も29年7月1日に外務省政治局長 に任命 され た[RKA46:787-8]52。これ は 「何ゆえに閣僚にな
れたのか」 とい う問いかけに対 して、 「国王の親族 だか ら」 「国王の幼 な じみだか ら」 「国
王の家庭 教師 だか ら」 といった説 明が十分 な説得 力を もつ時代で あった53。大臣の人事 が出
自や コネ優先で行 われ ていたので あるか ら、次官以 下の官僚の人事 でも同様な ことが罷 り通
るのは避けがたかった とい うことであろ う。
では、国力の重要 な要素である経済につ いては ど うで あろ うか。 木村教授は経済発展には1
つのパ ター ンがある として、次の よ うに指摘 してお られ る。 「それ は国家 を後楯 とし、国民
のナシ ョナ リズムを直接の支 え とす る経済発展 の図式 に他な らない。そ こでは政府 が推進す
る富国強兵 と殖産興業、 な らびにそれ らに対す る国民の熱狂 的な支持が、経済発展 を もた ら
す上で、決定的な役割 を演 じてい る。 そ してそれ は先進国 よ りも後進国、あ るいは先発資本
主義国 よ りも後発資本主義国に、よ り妥当す る発展方式であった とい えよ う」[木村1993:90】。
日本の例を引 き合 いに出すまでもなく、そ うした殖産興業で重要な ものの1つは国営企業や官
営工場で ある。 ところが驚 くべ きこ とに、1932年以 前のタイ には殖産 興業 を狙 った 国営企業
はほぼ皆無で あった54。この時期 にその穴 を埋 めるかのよ うに 目を引 くのは、国王の王庫金
である。王庫金 は不動産 と並んで株 式にも投資 を行い、その副次的効果 として殖産興業に あ
る程度寄与 した[Suehirol989190-4]。しか し王庫金は国家か らは独 立 した国王の私有財産で あ
52この時代の縁故人事 が、1932年以後に外務省でテー ワクンー族(テーワウォン親王の子孫)、文部省 で
テープハ ッサディンー族やマ ーラー クンー族が局長 、次官、大臣などの高官 を出す重要な基盤 となった
もの と思 われる。
53この点に関 して、今 日の問題 として興味深いのは、1993年璽0月にMRW.シ リポン ・トーンヤイ(4世王
の曾孫)が複数の候補者 の中か ら選ばれて空軍総 司令官に就任 した とき、大方のタイ人が、王室の遠 縁
とい う毛並みのよさを理 由 として、 この人選を当然 と思 った とい う事実であ る。確か に、多 くの行政官
庁では1932年の立憲革命 以後 も王族が庶 民階層出身者 に混 じって局長や次官 といった要職に抜擢 されて
きた。 しかし、軍隊においては、M.R.W.シリポンは1932年以後では陸 ・海 ・空の3軍の総 司令官に就任
した最初の王族なのである。 これはM.C.やM.RW.位の王族 に軍人がいなかったか らではない。王族で
あっても、重要なポス トには任命 され なかったのである。それ にもかかわらず、彼の任命 に違和感が感
じられ ないのは、 タイ社会が再び1932年以前の ように王族が特権階層 と見なされる状況へ と少 しばか り
戻 りつつ あるからであろ う。
54国営企業がまった くなか ったわけでは ない。 非経済的な事情 を優 先 して創設 された鉄道局や、第1次
世界大戦 中に ドイ ツの会社 を接収 して設 立 されす ぐに破産 した海運会社 などがあった。 しか し、それは
殖産興業 を狙 った ものではなかった。
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り、殖産興業ではな く、ひたす ら王家の家産 を増やす ために運営 され ていた ことを忘れては
な らない。 また 、主力産 業で ある稲作の振 興 につ いて も、政府 の寄 与は 乏 しかっ た[Feeny
l982]。この よ うに政府 が殖産興業に熱心 に取 り組 まなか ったため、工業はほ とん ど興 ること
なく、タイは植民地風 の経済発展 の道 をた どることにな った[アンダー ソン1987:168参照]。
チャク リー改革は、タイで 「統治改革(k繊}patirupkanpok㎞rong)」と呼ばれ ていることに示 さ
れ るように、王権の強化 、中央省庁 の再編成 、領域支配の確立に とどまっていた。それは包
括的な近代化ではな く、経 済 ・軍 隊 ・社会な どの改革:にまでは さほ ど踏 み込 んでいなかった
のである。近隣の植 民地 との際だ った違 いは、西洋人ではな く、親 王が支配 していた とい う
ことのみではないか と思われ るほ どであ る。 なぜ 国際社会で生き残 り、地位 を向上 させ るた
めの さらなる近代化 の努 力が十分 には払われ なかったのか。 その理 由は国王や親王を中心 と
す る支配階層が現状 に満足 してお り、そ うした必要性 を感 じていなかった とい うことに尽 き
るであろ う。それ をよ く示 してい るのは、5世王が20世紀初頭 に不 平等 条約 の部分改正(領事
裁 判権 の一部撤廃)のための決め手 としたのが、司法制度の整備 ではな く、フランス(1907年)
とイギ リス(1909年)への領 土の割譲 であった とい う事実であ る[Wya賃1984:206-7】。 これは王朝
国家な らではの対処法 といえよ う。
親王体制下においてモ ンクッ ト・ファ ミリーがなぜ中途半端な近代化に満足 していたのか。
この権力集 団はまず国内で は国王親政体制下で政治権力を独 占的に享受 していた。次 に、対
外的 には、英仏 が東南ア ジア大陸部にお いて安定 した国際環境 を作 り上げていた。19世紀前
半まで タイ と戦争 を繰 り返 してきた敵国 ビルマ とヴェ トナ ムは植 民地 となって牙 を抜かれ脅
威 ではな くなっていた。英仏は さらに19世紀末には密かにタイの独立を維持す るこ とを約 し
て もいたのであ る55。モ ンク ッ ト ・ファ ミリー はこ うした状況に満足 を覚 えてお り、権力の
縮小につなが りかねない改革には消極的で あった。 王権 を強化 し、地方へ の支配 を確立す れ











と競お うとした り、背伸び を して国際社会で一級国 となろ うとした りすれ ば、資源 の動員を
増やす必要があ り57、せ っか く築 き上げた 「国王の財産 としての国家(ratratchasombat)」[Nithi
l985:22]が動揺 を来 しか ねない。つ ま り、彼 らには王朝国家 を国民国家へ と変質 させ てゆ く
契機が稀薄だったのである。
国家の発展や近代化 を蔑 ろにす る王朝 国家への反発は早 くも1912年に青年将校 の クーデタ
計画 となって表面化 した【玉田1989]。このクーデ タは未然に発覚 して失敗 に終わる ものの、6
世 王時代以後一部の知識人 の間で は国王 よ りもチャー ト(chaち英語のnationの訳語 であ り、国
民 ・民族 ・国家の意味があ る)の方が重要であるとい う立場か ら絶対王制 を批判す る勢力が芽
生 えてきた。 これに対 して、6世王は体制維持のために国王へ の絶対的忠誠 を臣民 に説いた。
モ ンクッ ト ・ファミ リーの私的利害 を、チャー トの公的利 害 よりも優先す る上か らのナシ ョ
ナ リズムの試みであった。在野 のナ シ ョナ リズム と国王のナシ ョナ リズムの競合状 況が生 ま
れたわけである。
前者 の在野のナ シ ョナ リズムに呼応 して、1932年6月24日に立憲革命に よ り親王支配体制 を
打倒 したのが人民党であった。総勢 わずか99名の人民党の中心メンバーは軍将校や行政官 で
あった。彼 らが決起 しだ一 因は、身分や職業 の流動性や平等 を大 きな特徴 とす る近代社会の
原理 とは裏腹に、能 力よ りも出自や有力者 との個人的な コネ を重視 して行われ る人事への不
満であった。政治権力 を握 った人民党は、親王支配体制がや り残 した近代化作業に着手す る。
それは国営企 業を通 じた殖産興業、軍事力整備、教育の普及 、社会的経済的弱者の救済、そ
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